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私、ただの神官見習いです！


～王子たちの溺愛攻撃が止まりません～




青海　紫
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〝響技〟が始まる日







「ほら、いい加減に起きてください、アディーラ。遅刻しますよ」

　カイは容赦なく私の布団をはいだ。朝のみずみずしい陽の光がベッドに降り注ぐ。

　私はまぶしさに顔をしかめた。薄目を開けると、カイの黒い髪、日に焼けた肌に彫りの深い顔、スラリと伸びた筋肉質の腕が目に入る。引き換え私は綿のスリップ１枚。まだ寒い。私は目を閉じたまま、布団をまさぐった。

「またそんな、だらしのない格好で寝てたんですか、今日から〝響技〟を受けるって人が！」

　カイは私の手を掴むと、無理矢理私を引き起こし、さっさと部屋を出て行った。

「うーーー」

　私は仕方なくベッドから足を下ろす。目が開けられるまではもう少し時間がかかりそうだ。




　遠くからギャア、ギャアと竜の鳴く声が聞こえる。ああ、ハーリカ王国の使いが教区に来たのだ。私はまだ目が開かない寝ぼけた頭でボンヤリと思う。

　ハーリカ王国は、私が生まれた、砂漠の国。砂漠と、竜の国。世界で唯一、竜を飼育できる。




　うらうらと夢と現実を行き来していると、スープのいい匂いがしてきた。私は急に空腹を感じて、立ち上がった。

　部屋を出ると、カイが朝食の用意をしている。石と木でできたこの小さな家には、私とカイの二人で住んでいる。

　入り口から入るとすぐに台所とテーブル。南向きの部屋は私、北向きの小さな部屋はカイが使っていて、カイは家事一切をやってくれている。

　カイはハーリカ王国では奴隷として私に仕えていた。この教区では奴隷制度がないので、保護者ということになっているけれど、生活のことは引き続きすべてカイがしてくれている。

「早く準備をしてください」

　カイは蒸しタオルを私の顔に押しつけた。

「どこの家のお兄さんも、こんなに口やかましいのかな」

「俺はあなたの奴隷であって兄ではありません。さ、食事をして早く出かけてください。俺はやることがたくさんあるんです」

　椅子に座って私はカイの作ってくれた朝食をもそもそといただく。採り立ての卵と野菜、温かなスープに、焼きたてのパン。全部カイが作ってくれる。カイは寝癖でボサボサの私の髪を櫛でとかすと、手早くまとめた。




　７才のときに母が亡くなり、私はカイと一緒にこの教区に預けられた。教区はリマニ帝国とハーリカ王国の国境に作られた小さな区域で、特別な場所だ。

　ハーリカ王国は竜を武器に勢力を伸ばしてきた。竜が物資を運び、危険な生きものが住む樹海から豊富な物資を調達してくる。戦争になれば、竜は火を噴き敵を焼き払うだろう。産業の乏しい砂漠の国にはなくてはならない生き物なのだ。

　一方で隣国のリマニ帝国は大きな港を持ち、船が持ち帰る異国の文藝品や海産物で国を潤している。性別も身分も関係なく自由な文化が特徴だ。

　隣国同士仲良くすれば双方の利益を分けあえるのだが、領土や人種、文化の違いがあって、そうもうまくいかない。１０００年の昔からリマニ帝国とハーリカ王国は覇権争いをしているのだ。

　６００年ほど前、その戦乱に終止符を打ち、両国の平和を守るために作られたのが、教区だ。リマニ帝国とハーリカ王国半々の人材から構成され、完全な中立を保つ。知恵と神の宿るところなのだ。

　知性があり性技にも長けた〝響手〟を育て、双方の国の中枢と繋がることで両国をコントロールしているのだ。私はそこで神官である〝響手〟になるために響授館に通っている響科生。とても栄誉なことだと思う。




「いってきます」

　私は家を出ると、響授館へ向かって歩いた。家から響授館までは歩いてすぐだ。

　響授館は神殿も兼ねているので、建物はすべて石造で荘厳。毎日通っているけれど、いつも圧倒されてしまう。

　正門を抜けて中庭を臨む廊下を歩いていると、前から苦手なヤツが来た。金色の綿菓子みたいな髪が風に揺れる。リマニ帝国の皇太子だ。

　豊かな国の王族らしく、細やかな金糸の刺しゅうの入った服に、帽子や胸に縫い付けられた宝石が朝日を浴びてキラキラと輝いている。

　私を見つけると、嬉しそうに足早に近寄ってきた。

「おはよう、アディーラ」

「……おはようございます」

　私がそっぽを向いてやり過ごそうとしていると、リマニ皇太子は背中に隠していた大きな花束を私のお腹に押しつけてきた。小花と細いつる、わたぼうしや香草をギッシリ詰めた、素朴な、だけど両手で抱えるほど大きい花束。

「今日は16才の誕生日でしょ？　おめでとう」

「……ありがとうございます」

　リマニ皇太子が花束を持つ手を離したので、花束が床に落ちそうになった。私は仕方なくそれを受け取る。草花の香りよりも、皇太子の香水の甘い匂いの方がきつい。

「ようやく響技の受講が始まるね。２年後、響手になったらまっさきにもらいに来るよ」

　また始まった。リマニ皇太子は二言目にはこの話をする。

「皆様を悦ばせる響手といっても選ぶ権利はあるんです。残念ながら」

　私が言い返すと、リマニ皇太子は不敵に笑った。

「もちろん権利はあるさ。だけど世の中は政治だよ。僕は欲しいものは絶対に手に入れるんだ」

　わかったか、というように私の腕をつかんだ。私が思わず振りほどくと、それを意にも介せずニヤニヤと笑って自信満々に去って行く。




　私たち響科生はすべての教科の履修を終えると響手になる。そして響手が行う響技は、響科生が習う最終科目だ。卒業までに響技の講義を受けて、性のあらゆる技術を身につけるのだ。リマニ帝国やハーリカ王国の権力者たちに提供するためだ。相手がどんな行為を強要してきても、翻弄されずに優位に立つために響技を磨かなければならない。

　リマニ皇太子はもう何年も前から、私が18才になって響手になったら「僕がもらう」と公言している。そう言われると、モノ扱いされているように感じて腹立たしい。彼の言いなりになんて絶対になりたくない。




　学びの部屋に入ると、隣の席のプリスカが顔を上げた。隣と言っても素朴な木の机が４つ並んでいるだけの小さな部屋。

　教区にいるのは、みなリマニ帝国かハーリカ王国から選ばれた子どもだ。私たちは徹底した平等教育を受け、将来、世界の平和を担う。

　リマニ帝国の農家から来たプリスカは、やわらかなブロンドにそばかす顔、人なつっこい笑顔には、誰もが引きこまれてしまうだろう。

「おはよう、アディーラ。なに、その花束？」

「誕生日プレゼント。さっきもらった」

　私は教科書と花束を机に置いて席に座った。

「そうか、アディーラもとうとう響技が始まるのかー」

　なにか嬉しそうにプリスカは言う。

「プリスカはもう２カ月目だっけ、どんな感じ？」

「うふふふ……、なんかね、すっごいよ！」

「すっごい」

「人間の身体って、面白い。この技術を使って人をコントロールできるなんて、ワクワクしない？」

「そうなんだ、まだよくわからないや」

「響師には司祭様を選んだんだっけ、司祭様もステキよね、叶うといいね」

　くしゃっと顔を緩めて笑う。プリスカはなんでも褒めてくれるし表情豊かなところがすごくかわいいと思う。

　１限目は、歴史だ。司祭様が教室へ入ってきた。銀色の髪、透き通るような肌。いつも司祭様は光を発しているように輝いて見える。

　次の時限が、響技。もし私の響師が希望通り司祭様になったら……。私は教科書を持つ司祭様の細い指を眺めて、「あの指が私に触れるのか」と思う。首の後ろがゾクッとした。

（いやいや、まだ決まったわけじゃないし！）

　気を取り直して、授業に耳を傾けようとする。今日は、ハーリカ王国における竜の調教の歴史だ。……ああ、だけどぜんぜん話が頭に入らない。

　授業を終え、私はプリスカと別れて響技室へ向かった。

　いったい何を持って行けばいいんだろう、誰が響師になるんだろう、私は緊張のあまり目まいがした。

「なにも考えずに、のんびり構えていればいいんだよ」とプリスカは笑っていた。なにも考えずになんて、いられるわけがない。




　響技室は、ほかの教室と違って、大きな扉はあるけれど、いつも固く閉ざされている。少し薄暗く、ロウソクの灯が揺れていた。うっすらと香草の香りがしている。

　私は天蓋付きの大きなベッドの脇にある椅子に座って、響師となる人が入ってくるのを待っていた。

　ギッ……と、扉の開く音がして、外のまぶしい光が差し込む。私は緊張のあまり、思わず立ち上がった。バタバタと行き交う人たちの喧騒が聞こえる。今日はいつもよりどこかザワついている。

　扉の隙間から、白糸の滝のように流れる髪が見えた。……司祭様だ。司祭様が、私の響師になったのだ。

　司祭様はゆっくりと扉から身体を滑らせ、静かに扉を閉めた。部屋にはまた静寂が戻った。

「さあ、始めましょうか」
















初めてのレッスン







　司祭様はゆっくりと私に近づき右手を差し出した。その指でそっと私の髪を耳にかける。花びらが触れるようにやさしくなぞる指の感触に、全身が泡つ。銀色のやわらかな長い髪、ガラスのように透明なエメラルドグリーンの瞳、陶器のようになめらかな肌。目の前の司祭様はいつもどおり、彫像のように美しい。




「今日はもう少しだけ、〝響技〟を進めましょうか」

　響技のレッスンが始まって３日目、司祭様はそう言って微笑んだ。

　司祭様の細く長い指は私の耳からゆっくりと顎に移動し、やさしく私の顔を司祭様に向けさせる。淡い緑色の瞳は知性的で、細くつんと尖った鼻は、女性的。銀糸のようになめらかな髪が、サラサラと流れている。

　こんなに近くで司祭様を見るのは〝響技〟が始まってからだ。何度見てもやっぱりとてもきれい。司祭様は教区史上もっとも若くして司祭になった人だ。誰からも一目置かれるほど知識があり、そして、謙虚で物腰も柔らか。

　司祭様は左手で私の腰を引き寄せると、そっと顔を寄せてきた。司祭様の唇が私の唇に軽く触れる。唇はあたたかく柔らかい。抱きしめられた腕や体軀の若木のようなしなやかさに、私はうろたえた。いつもは女性のように柔和でやさしげな司祭様だけど、やっぱり男の人だったんだ。

　司祭様は両手で私の顔を引き寄せ、軽く唇を合わせた。上唇に、下唇に、ついばむように軽やかに触れる。

「う……」

　私は思わずためいきのような声を漏らし、力が抜けて司祭様にしがみついた。司祭様も私を抱きしめ直す。

「このくらいで腰を抜かしているようでは、〝響手〟にはなれませんよ」

　司祭様は唇を私の耳に軽く触れさせながらささやき、舌を耳に這わせた。

「あ……っ」

　私はくすぐったくて身体をよじらせようとするけれど、司祭様が固く私の身体を抱きしめていて、うまく身動きができない。

　耳に司祭様の唇が当たる。温かく柔らかいものが耳をくすぐり、時折かかる息がそこを冷やす。くすぐったさに私は思わず全身をこわばらせた。

「あっ……いや、んん……」

　今まで出したことのない声に、恥ずかしさが倍増する。

「いやなんですか？　やめましょうか、アディーラ」

　司祭様はささやくような声を耳元にかけた。

「い、意地悪はやめてください」

　私は息も絶え絶えに応える。司祭様の唇は、相変わらず私の耳を行き交う。いつもは冷たい耳たぶも、今はほてって熱い。

　司祭様の触れたところがジンジンと疼いている。今まで誰に触られても、こんなふうになったことなんてないのに。私はほんとうに司祭様が好きなんだ。

　その人の指や唇が触れるだけで、こんなに気持ちがいいなんて。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　そう、あれは３日前のこと。

　私の響科の響師が、司祭様に決まった。私は、嬉しいような、恥ずかしいような複雑な気持ちだった。

「さっきの授業は上の空でしたね、アディーラ」

　初めての響技のレッスンは、いきなりお説教から始まってしまった。私は恐縮した。

「すみません」

「怒っているのではないんですよ、ただ、普段は真面目に授業を受けているのに、珍しいなと思ったんです」

　いつもはカイに叱られている私だけど、そう言われると意外だけど嬉しい。特に司祭様に褒めてもらえるなんて。

　でも初めての体験、今日は別だ。緊張している私に引き換え、司祭様は余裕しゃくしゃくで、ちょっと悔しい気もする。

「意外と意地悪なんですね、司祭様」

「そうですか？　私はあなたが指名をしてくれて、嬉しかったですよ。一番目をかけていた子ですから」

　司祭様はゆっくりと私の隣の椅子に腰掛けた。ふわっと、深い香草の匂いがする。青々しい、緑の匂い。司祭様のいつもの香りだ。

「今日は、ゆっくり話をしましょう」

　そう言って、司祭様は私の右手を取り、指を絡めてきた。

「生まれたときから今日まで、あなた自身について覚えていることを全部教えてください。身体を交える前に、心が通っていなければ」

　身体を交える、という言葉がやたらと生々しい。

　司祭様は、絡めた手の上にもう片方の手を乗せ、軽く撫でている。くすぐったいような、照れくさいような。サラサラとした司祭様の手がとても気持ちがいい。触られている手に、全身の神経が集中しているようだ。それでもなんとか身の上話を始めた。




　私の父は私が生まれる前に亡くなったと聞いている。母とふたり、郊外の小さな屋敷で育った。６才の頃にカイが奴隷として買われてきた。ハーリカ王国は近隣国で唯一、奴隷制度の残る国だ。７才のときに母が病で亡くなり、この教区に預けられた。教区には奴隷制度はないけれど、カイと一緒に教区に来ることは母の遺言だったから、私の兄ということにして、以来、カイとずっと一緒に住んでいる。カイのことは本当の兄のように慕っている。教区での学びは楽しく、将来担う役割に誇りを感じている、そのための響技をしっかり身につけようと思っている。

　そんなことをつらつらと話した。




　私たちを指導する響師でもある司祭様は、もうご存じのことも多かったと思う。でも一切とがめず、ひたすら私の話を聞いてくださった。時折、「どうしてですか？」「それでどう思ったのですか？」と補足の説明を求めてくるだけだ。話を深掘りしてくれるのが嬉しくて、私は喜々として喋り続けた。

　一通り話し終えると、「素直に話してくれて、ありがとう」と言った。そして司祭様はゆっくりと握っていた私の手を引き上げ、手の甲に口づけした。そのまま私の指に唇を這わせ、私を見上げる。

　ロウソクの明かりが、司祭様の瞳に反射してゆらゆらと揺れていた。私の心臓は、ぎゅうっと司祭様に握られたように締め付けられた。




　司祭様はもう一度目を落とし、私の指に、手のひらにキスをする。そしてにっこり笑って、「今日はここまで。続きは明日にしましょう」と言って立ち上がり、私の頭を撫でると、じっと私の目を見つめながら顔を近づけてきた。唇を重ねるのかと身構えていると、薄く微笑んで、額に軽く唇を触れさせ、出ていった。




　私の心臓はバクバクと音を立てている。静かな部屋中に響き渡っているみたい。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　私はフラフラと響技室を出ると、そのまま帰路についた。響授舎の敷地は広いけれど、そこから出れば家はすぐだ。東側にある市場を除いて、教区には響授舎で学ぶ響技生と、その卒業生である響手しか住んでいない。響手は位が上がると、響授生を指導する響師や司祭になる。この教区は、聖職者やその卵しか存在しない、真に神の国なのだ。




　バサッ！　と竜が翼をはためかせる音がする。空を見上げると、すぐ上を竜が飛び去っていく。中央の建物から、ハーリカ王国の使いが竜に乗って帰っていくのだろう。

「ただいま」

　夕刻、私が家に戻ると、すでにカイは夕食の用意をしていた。ローストビーフにハッシュドポテト……テーブルには私の好物ばかりが並んでいる。私は、「はいこれ」と言ってリマニ皇太子からもらった花束をカイにつきだした。

「なんですか？」

　カイは両手で花束を受け取り、尋ねた。

「リマニ皇太子からもらった」

　私はつっけんどんに答える。

「リマニ皇太子？　来ていたんですか？」

「……うん」

　彼のことを思い出すと、つい私は不機嫌になってしまう。場を切り替えてカイは言った。

「お湯ができているから、食事の前に身体を洗ってきて。その後お祝いしましょう」

　カイはいつも、私の誕生日には二人だけの小さな晩さんを開いてくれるのだ。




　小さな風呂場は、温かなお湯が湯気を上げていている。香草の香りの石鹸で全身を洗っていると、ふと司祭様の唇の感触が戻ってきた。手の甲、指、手のひらに触れる、柔らかくてやさしい唇。熱い吐息。肌をくすぐる司祭様の柔らかな髪。もっと触ってほしくて、身体が勝手に動いて身をよじらせてしまう。

　私は記憶を振り払うように頭を振り、お湯をかぶった。……司祭様も、こんな香草の匂いがする。触れていないはずの司祭様の髪が、身体を撫でるような気がする。だめだ、今日は何をしても司祭様を思い出してしまう。




　私は綺麗に畳まれた木綿の服に着替え、台所へ向かった。すっかり晩さんの用意は調っていて、カイはテーブルに座って足を組んでいる。カイは今朝から、なにか機嫌が悪い。

「ねえ……、なにか怒ってる？」

「怒ってなんかいませんよ、欲を言えば、もうちょっとあなたにしっかりしてもらえたら安心なのにと思うだけです」

　普段ならここで意地悪っぽく笑うのに、今日は笑みがない。やっぱり機嫌が悪いみたいだ。なにかあったのかな、と思っていると、カイは白い瓶のコルクをポンッと開けた。

「16才になった今日からお酒が飲めますね。とっておきのハチミツ酒を用意したんです」

　コプコプ……とかわいらしい音を立てて、お酒を木のコップに注ぐ。

「そうか、私も大人の仲間入りなんだな、いろいろ……」

　思わずつぶやいた。

「そうですね、どうでしたか？」

「えっ？」

「響技、始まったのでしょう？　どんなことを習ったんですか？」

　カイは、ローストした肉を切り分けながら聞いた。

「ど、どんなことって、そんな、こんな、その……大したことじゃないよ」

　私はしどろもどろになって答えた。なんか、こういう話をカイとするのは恥ずかしい。

「ふうん……」

　カイは不機嫌そうに、飲み干したハチミツ酒をコップに注ぎ直した。




　食事をしている間に、お酒も手伝ってか二人とも機嫌がよくなり、食べ終わる頃にはいつも通りはしゃぎ合った。

　私は一息ついて、言った。

「ねえ……、ちょっと気になってるんだけど、今日機嫌が悪かったので、もしかして、響技のこと？」

　私が聞くと、カイはギョッとした顔で私を見た。

「ど、どうして……そんなわけないでしょう」

　慌てて否定するところを見て、なんだか面白くなってしまった。

「あー、怪しいな。ホントは悔しいんでしょう？」

　私は指を指してからかった。カイの顔がサッと赤くなる。

「悔しいってどういう……」

「私に先を越されて、いろいろ私が物知りになったら、もう偉そうにできないもんねっ」

　そう言うと、カイは一瞬だけ、ホッとしたように表情を緩めて、

「響技を習い始めたのなら、もう大人ですね。俺と同じだ」

　と意地悪そうに笑う。

「え、それ、どういうこと？　誰かもういるの？　彼女？　彼氏？」

　私が身を乗り出して聞くと、カイは横目で私をチロリと見た。

「内緒。」

「え、なんで？　ずるい！　教えてよ、ぜんぜん知らなかった」

「じゃあ交換条件です。今日の響技の内容を話したら、教えて上げますよ」

「ほんとう？　……って、響技の内容……」

　私は急に司祭様の唇の感触を思い出した。深い香草のいい匂い。カーッと身体がほてった。

「どんなことを習ったんですか？」

　カイは真顔で聞いてくる。

「な、習うっていうか……その……手を握って、身の上話をして……」

「身の上話？　あなたの？」

「え、うん」

「それで？」

「それで、く、口づけを……やだな、もう恥ずかしいよ」

「口づけ？　どんな？」

　カイは容赦なく突っ込んでくる。

「おでこ」

「おでこ？」

「う、うん、それで、続きはまた今度って」

　カイはポカンとした顔で私を見ている。

「な、なによ。言ったんだから教えてよ！」

　私がムキになって言うと、カイはニヤニヤして言った。

「そんな話だけじゃ、言えないな」

「えー！　ずるいよそんなの！」

　私は怒って立ち上がり、ふざけてカイを殴ろうと拳を振り上げた。しかし思いの外、初めてのお酒に酔っぱらっていたらしい。ぐらり、とバランスを崩して倒れそうになった。

「あっ……！」

　カイは振り上げた私の手首を掴んで引っ張り上げ、転ばないように後ろから身体を支えてくれた。

「あ、ありがと……」

　カイは黙って私の腰に回した手に力を入れ、強く引き寄せた。カイの唇が、耳に触れている。そのまま、ギュッ……と私を抱きしめた。

「ちょっと、苦しいよ」

　腕の中から抜け出そうと身体をよじっていると、カイはさっと手を離した。

「予想以上に重くて、支えられないかと思いましたよ」

　とイタズラっぽく笑った。

「なんなのよ、もう！」

　私は怒って部屋に戻り、バタンと扉を閉めた。

　あ……、食器、かたづけないできちゃった。いつも、食器を流しに持っていかないと怒られる。でもカイもそのまま動いていないらしく、しばらく何の物音も聞こえてこなかった。

　私は布団にもぐり、なんとか眠りにつこうとした。

　ああ、でも今日は眠れそうにない。司祭様の指、唇、吐息……何もかも鮮明に思い出せる。今にも司祭様の吐息が耳にかかりそうで、思わず両手で耳を塞ぐ。
















カイは私の……？







「早く起きてください、遅刻しますよ！」

　ガバッと布団を剥がされ、私は朝方ようやくウトウトしかけたところをカイに起こされた。

　のろのろと起き出し、キッチンのテーブルについて、カイの作ったスープをすする。いつものように、熱すぎずぬるすぎず、たっぷりの野菜を煮込んだやさしい味。カイが後ろから私の髪をブラシでとき、いつものようにまとめ上げた。

「今日、帰ったら話があります」

　カイが神妙な顔をして言う。

「え、なあに？　今じゃダメなの？」

　私が聞くと、

「そんな時間ないでしょう、さあいってらっしゃい！」

　と言って私を追い出した。
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　教室に入ると、プリスカが嬉しそうにやってきた。

「はい、これあげる！」

　拳を私のほうへぐっと突き出してくる。何かが握られているらしいので、私も手を差し出すと、そこにシャラ、とふた揃いの銀細工がこぼれ落ちた。親指の爪の大きさほどだけど、細かな模様が入っている。なんの模様だろう、なにかの植物かな？

「なあに？　ピアスかな、綺麗！」

「うん、樹海の民の造形品だよ。彼らは貴金属はピアスしか作らないの」

「えっどういうこと？」

「それ以外の腕輪や足輪は、樹海を通る人たちから強奪した戦利品なんだって。だからアクセサリーをたくさんつけている人ほど、強いんだ。このピアスは裏の市場に流れてたんだけど、アディーラが好きそうなデザインだなと思って。よかったらもらって」

「えっいいの？　こんな貴重なものを」

「いいのいいの、私、ほら樹海の民のファンでしょ、実は他にも持ってるんだ。この文様、家族ごとにちょっとずつデザインが違うんだって。だからピアスを見ると、どこの家の人かわかるんだよ」

「ありがとう、大事にするね！」

　私はそう言ってその場でピアスを耳につけた。

「可愛い、似合うよアディーラ！」

　プリスカは自分のことのようにはしゃぐ。なんだか恥ずかしいけど、褒められたらやっぱり悪い気はしない。

「ありがとう、大切にするね、プリスカ」

「昨日どうだった？　響師さまは誰になったの？」

　プリスカは畳みかけてから、急に不安になったのか、

「……もし聞いてもよかったら」

　と付け加えてきた。私は、プリスカのこういうところがとても好きだ。無邪気で率直だけど、気遣いもする。

「昨日は……まだなにもしてないの。お話をしただけ」

「お話？　それで、響師さまは……」

「司祭様だったよ」

　キャーッ！　とプリスカは嬌声を上げた。

「よかったねえ、よかったよ、だって一番好きな人に教えてもらうのが一番だもの！」

　とプリスカは自分のことのように喜んだ。

「あ、ありがとう、うん、そんなにいいことなのか、そうか」

　私はちょっと戸惑った。

「そうだよ！　身体の響き方がぜんぜん違うもの。ひとつの音が10倍にも、20倍にも膨れ上がって反響する感じ」




　コンコン、と黒板を叩く音がする。

「あー……、お楽しみのところ申し訳ないけれど、授業を始めてもいいかな？」

　プリスカの響師さまがいつの間にか学びの部屋に入ってきていた。

　漆黒の髪にほっそりした肢体、素朴な出で立ちに、眼鏡。いかにも研究者といった感じだ。彼の専門は近代国政。

　この教区は、リマニ帝国とハーリカ王国の争いをいさめるために作られた区域だから、リマニ帝国とハーリカ王国から響科生が集められ、教育される。だけど近年、ヴァイツ公国がこの教区への参加を熱望している。

　ヴァイツ公国は、リマニ帝国ともハーリカ王国とも国境を接する、樹海に囲まれた小さな国。文明も発達しておらず、主に農耕を営み細々と暮らしているという。そのためこれまでリマニ帝国に貢ぎ物を送る属国としてきたけれど、10年ほど前に王になったヴァイツ公はとても若く野心家で、なんとかリマニ帝国、ハーリカ王国と肩を並べたいと思っているのだ。そのためには教区に深く入り込む必要がある。




「それからもうひとつ大事なことは……」

　と、響師さまは続けた。

「５年ほど前からハーリカ王国で、竜の唯一の食物である竜果が採れなくなってしまった。原因不明だが次々と木が枯れてしまったのです。エサがなくては竜を育てられない。だが竜果の木を育てている国がひとつだけありました。それがヴァイツ公国なのです。もちろんハーリカ王国は竜果の木の復活に尽力していますが、ヴァイツ公国はハーリカ王国に竜果を売ることで借りを作り、もしくは弱みを握ることで国力を増そうとしているんですね。今はヴァイツ公国にとって千載一遇のチャンスなのですよ」




　私がハーリカ王国を出て教区に来たのは10年前のことだから、今の情勢は詳しく知らないけれど、子どもの頃には街のここそこに竜果がなっていた。街から一歩外に出ると、荒涼とした砂漠が広がる国だけど、街の中には乾いた植物が砂の風を受けながらあちこちに枝を伸ばしている。その代表的なものが竜果の木だった。あれらが全て枯れてしまうなんて、想像もできない。
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　響技も３日目、私は司祭様とつらつらと話をしていた。相変わらず司祭様は本格的な響技を始めず、私とのお喋りに時間を割く。

「そうですね、昔と今では、ハーリカ王国の様子はまったく違うかもしれません」

　司祭様は私のつらつらとした話を聞きながら言った。

「あなたは、ハーリカ王国と教区を結ぶ重要な役目を担うことになるでしょう」

　司祭様は私の手を取り、指に口づけした。ああ、ようやく響技が始まる。もっと喋っていたいような、早く響技を進めたいような、自分の気持ちがわからない。とにかく司祭様との時間はいつも短くてあっという間だ。

　司祭様はそのまま私の手を引き寄せて抱きしめる。そしてゆっくりと後ろにあるベッドへ倒れ込んだ。

「私に任せて、リラックスしていてください」

　司祭様は４本の指で私の頬を支え、親指で頬をゆっくりとやさしく撫でる。その親指が、私の唇を捉えたかと思うと、唇を重ねてきた。

　司祭様は唇を私の耳に、顎に、首筋に沿わせていく。柔らかな髪がサラサラと私の身体を撫でた。布越しにぴたりと身体が重なり、私は敏感になった全身で司祭様の息づかいを受け入れていた。

「響技を授ける前に、まずはあなた自身の身体のことを知る必要があります。恥ずかしがらずに心のままに私を感じて」

　言われなくても、もう私の身体は司祭様にされるがままだ。

　司祭様はゆっくりと私の髪を解き、細い指先で私のほおを撫でる。耳たぶを軽く噛んで舌を這わせ、ふう、と息をかけた。

「あっ」

　思わず私は声を上げて身をすくめる。それにも構わず司祭様は、指先で私の全身をたどった。指先、腕、首筋、胸元……するすると指が這い、唇が後に続く。体全体がザワザワと総毛立ち、ますます敏感になって、司祭様の指先に反応する。

「あっ……あっ」

　自分の意思に反して声が出てしまう。息も荒くなって、なんだか恥ずかしい。

「いいんです、素直に感じたままに振る舞ってください」

　私の心を読んだかのように司祭様は言う。体の奥がじんと熱くなる。「疼く」とはこういうことか、なんて思う。

　司祭様はいつも、私の身体を壊れやすい宝物のように扱う。それでもまだ布で隠れた部分をあらわにしようとはしなかった。もどかしいような、安心したような、複雑な気持ち。

「今日はここまでにしましょう」

　と言われておでこにキスをされたときは、肩透かしを食らったような気がして、恥ずかしかった。司祭様はいったいいつ、私にほんとうの〝響技〟を教えてくれるのだろう。




　響授館を出て中庭を突っ切っていると、周囲を囲む回廊のどこかから声がかかった。

「ハイ、響技のレッスンは進んでる？」

　リマニ皇太子だ。相変わらずきらびやかな格好をしている。嬉しそうにヒラヒラと手を振りながら、こっちに近づいてきた。

「おかげさまで」

　私はつっけんどんに答える。せっかく司祭様との余韻に浸っていたのに、台無しだ。

「響師はあの、若手司祭なんだって？　きみもやり手だな」

「……どういうことですか？」

「あいつはリマニ・ハーリカ両国のご婦人どもから偉い人気なんだよ。いったいどんなテクニックを持っているんだろうね」

　リマニ皇太子が意地悪そうに笑った。私はあからさまに不機嫌になった。そうだ、司祭様は響手なのだから、いろんな人と響技を行っているんだ。

　そんな当たり前のことに、今になって気がついた。そっぽを向く私の顔を、リマニ皇太子が覗き込んで言う。

「ところで、ハーリカ王国も大変だね。竜果が取れなくなってもう５年、竜の飼育数をまかなえなくなって２年だ。きみ、国から何か言われてないの？」

「何かってなんですか？」

「今やハーリカ王国は存亡の危機だ。唯一の財源と言っていい竜の飼育ができなくなったんだからね。竜果を供給しているヴァイツ公国にとってはまたとないチャンスだよ。年々、竜果を卸す金額をふっかけてると聞くよ」

「そうなんですか。世俗のことは疎くて」

　私はきびすを返して歩き始める。するとリマニ皇太子は私の手をつかみ、腰に手を回すとぐいと引き寄せて、耳元でささやいた。

「きみが一緒に住んでる男、あれホントに奴隷？」

「どういうことですか」

　私が驚いてリマニ皇太子の顔を見ようと振り向くと、唇と唇が触れ合いそうになった。慌てて顔を逸らす。

　リマニ皇太子はお構いなしに私を抱き寄せ、髪に顔を埋めた。身体はピタリとくっつき、私の両足の間にリマニ皇太子の足が割り込んできた。むせかえるような甘い香水の匂いがする。

　私は必死に彼から逃れようと、腕を突っ張った。その抵抗も虚しく、リマニ皇太子は私の耳に唇を沿わせてささやく。

「奴隷制度はハーリカ王国にしかない。もちろん教区にもそんな制度はない。にもかかわらず連れてきて一緒に住むとか、他に例がないでしょ？　あいつ本当は何者なの？　ハーリカ王国のスパイ？　きみ本当は響技をその奴隷と経験済みなんじゃないの？」




　ガツッ！




　私は思いっきりリマニ皇太子の足を踏んだ。彼の腕の力がゆるんだところで、私はよろめきながら腕からすり抜けた。

「彼は私の兄のような存在です。二度とおかしなことは言わないでください。いえ、私は二度とあなたとは口を利きません！」

　私は全速力でリマニ皇太子から離れた。

　なんなのいったい？

　次から次へと、イヤなことを言われた。

　司祭様が数多の人と響技をしていることくらい、知っているはずだったのに。

　カイと私はそんなんじゃない。世界でたったひとり、心を許せる人。

　スパイですって？　そんなわけない。

　……だけど、気がついた。

　私は、カイのことを何も知らない。

　どこから来て、なぜ奴隷になって、今、私がいない間に、何をしているのか。




　なぜか気持ちが高ぶって涙が出てきた。悔しいのか、悲しいのかわからない。

　リマニ皇太子にバカにされたこと？

　言われるまでなんの疑いもなかった自分の浅はかさ？

　とにかく喉から熱い感情がこみ上げてきて苦しい。
















カイとの一夜







　頭の中がグルグルと混乱しているうちに家に着いたらしい。

「何をしてるんですか？　家の前で突っ立って」

　カイが扉を開けて声をかけてきた。私は、リマニ皇太子に言われたことにまだ混乱していた。自宅にたどり着いたものの、なんとなくそこでボーッとしていたらしい。

「あ、はあ、はい……」

　マヌケな返事をして、カイが開けてくれている扉をすり抜け家に入った。そのまま自室へ入り、空気を入れ換えたくて窓を大きく開けた。サラサラと吹き込んでくる風が気持ちいい。私はそのままベッドへ突っ伏した。

　不安で押しつぶされそうだ。司祭様のことを考えるだけでも胸がズキンと痛む。

　それに加えて、カイのこと。カイのことは信じている。だけど、そう言い切れるほど、私はカイのことを知っているのかな。そばにいるのが当たり前だと思っていたけど、もう主人と奴隷じゃない。ということは、いつバラバラになってもおかしくないんだ。

　そう考えるとまた、胸がズキンと痛んだ。




　コツコツ、と扉を叩く音がして、カイが扉の外から呼んだ。

「食事ができました。すぐに来ないと片付けますよ」

　ぜんぜん食欲なんてないけど、たぶん食べないと夜中に後悔するな……私はしぶしぶ立ち上がって、台所へ出た。




　食事をしていると、トタ、トタ、と、雨粒が屋根に当たる音がし始めた。と同時に、カイが神妙な顔で話し始めた。

「前から考えていたんですが、そろそろ俺は……」

　全部言いきらないうちに、バタバタバタ……！　とものすごい音を立てて雨が激しくなり、カイの言葉をかき消した。

「え、なに？　聞こえなかった」

　私が問いかけると、窓の外に閃光が走る。続いて、バリバリバリ！　と轟音を立てて雷が落ちた。

「キャーッ!!」

　教区は少し高台にあるからか、雷が鳴るとものすごく近い気がする。ハーリカ王国には雨がほとんど降らなかったので、私はとにかく雷が苦手なのだ。とっさに私は立ち上がって駆け寄り、カイにしがみついた。

「わっ！」

　椅子から落ちそうになるカイは、必死に体勢を整えて、私を支えた。

「ちょっ……、離してください」

　カイは私の両肩をつかみ、カイの首に絡みついている私をメリメリと剥がそうとした。激しい雨音と同時に、ゴロゴロ……！　と激しい雷雨の音が周囲に響く。

「やだやだやだやだ！」

　私は必死にカイにしがみついた。

　カイは諦めたように、ふう、とため息をつくと、私を抱えて部屋まで連れて行った。

　扉を開けると、部屋の中に激しい雨が吹き込んでいて、ベッドはびしょ濡れだ。

「あー……、窓を開けっ放しにしていましたね？」

　呆れて言うカイの首にすがりついたまま、私はごめんなさいの代わりに、ギュッと腕に力をこめた。

「今日は俺の部屋で寝てください。ほら、自分で立って」

「やだ。立たない」

　なんだかものすごくワガママを言いたい気分だった。カイはやれやれ、という感じで私をカイの部屋まで半分抱えるようにして連れて行った。その間にも、バリバリと轟音を立てて雷が鳴っている。

　カイは手早くシーツを取り替え、私をカイのベッドに座らせると部屋を出て行こうとした。

「どこ行くの？　久しぶりに一緒に寝ようよ」

　カイは扉の手前で立ち止まると、振り返って言った。

「何言ってるんですか。俺は台所で寝ます」

　私は立ち上がって、カイが手にかけている扉をバタンと閉めると、カイの手を引いて言った。

「ダメ。あんな木の椅子で寝たら身体が痛くなっちゃうよ」

　私はカイの手を取って、引っ張った。

「わかりましたよ、その代わり」

　カイは観念したように言った。

「お風呂でその甘い香水の匂いを洗い流してきてください。頭が痛くなる」

　私はハッとしてカイから離れた。

「違うの、これは、その、リ、リマニ皇太子が」

「リマニ皇太子？」

　怒ったようなカイの視線に、私はたじろぐ。

「ちょっと……イヤなこと言われて」

「イヤなことを言われると匂いが移るんですか」

「い、いやそうじゃなくて……。ちょっと絡まれたの」

「絡まれた」

「その……前から私が響手になったら相手をするんだって、それで今日も、そんなことを言われて」

「匂いをつけられたと」

　なんで私、カイに尋問されてるんだろう。

「うぅ、とにかくお風呂行ってくる」

　私は部屋を飛び出して、お風呂場に向かった。

　雷はいつの間にか止んでいた。




　お風呂から上がってカイの部屋に入ると、カイはベッドの上に座って本を読んでいた。

「湯冷めしないうちに布団に入ってください」

　カイは自分の隣の布団をめくって招き入れた。

　私は言われたとおりにモソモソとカイの隣に潜り込む。

「なんの本？」

「ハーリカ王国の古典文学です」

「古典？　そんなの読むんだ」

「アディーラ様ならもうとっくに習われているような内容ですよ。通常、奴隷は文字を習わないので」

「でもハーリカ王国で私と一緒に家庭教師から勉強を教わっていたよね」

「俺が文字を読めるのは、イフラース様のおかげです」

「お母さまの？」

「ええ。誰でも望めば勉学のチャンスを与えられるべきだとお考えでした。通常は女子にも教育を与えない国ですからね」

　お母さまは確かに、すごく教育熱心なところがあった。おかげで、私は教区での講義にもなんなくついて行けているし、ここの徹底した平等教育にも違和感がない。

「カイは教区に来られてラッキーだったね、おかげでもう奴隷じゃないんだもの」

　私はなんとなく思いついたことを言ったのだが、カイは真面目な顔をして本をにらみながらしばらく黙っていた。……あれ？　そんな難しい質問だったかな？

「あなたと俺が教区に来ることは、イフラース様の希望で、もともと決まっていたことなんです」

「えっ!?　どうして？　お母さまが亡くなって、身寄りがないからここへ預けられたんじゃないの？」

「表向きはね。だけどそうなるように周囲が尽力したんですよ。あなたは自分が竜の眼を持っているか、検査されたことはありますか？」

　竜の眼、というのは、ハーリカ王国が竜を飼育できる鍵となる能力を持った人のことだ。なんでも、竜を思い通りにコントロールすることができるという。

「えっ、私が竜の眼の検査を？　ない……と思う」

「そう。竜の眼を持っていたら響手にはなれないから、裏で手を回して確認させないようにしたんですよ。俺も一緒に」

　まさか、私がここへ来るのにそんな意志が働いていたとは思わなかった。でも確かにカイは奴隷なのだから、私と一緒に教区に来る必要はなかったはず。

　やっぱりリマニ皇太子の言うように、カイには何か秘密があるんだろうか。私は身を乗り出して、カイにすがりついた。

「ねえ、私に何か秘密はない？」

　わあ、しまった直球すぎた。

「あるに決まっているでしょう」

　カイは本から目を離さずに、冷静に言う。あまりにあっけらかんと返事をされたので、私は一瞬答えの意味がわからなかった。

「え……？　秘密があるの？　なに？　ずるいよ教えて。私はカイに秘密なんかないのに」

　私はカイの腕をグイグイと引っ張った。

「知りませんよ、俺はあなたが秘密を持とうが気にしませんし、自分が全てのことをあなたに話さなければいけないとも思っていません」

「なによそれ……、確かにそうかもしれないけど寂しいじゃない。じゃあカイにとって私はなんなの？」




　カイは本から目を離し、ちろりと私のほうを見た。

「……。世話の焼ける姫ですよ」

　うう、なにそれ。

「わ、悪かったよ、じゃあ今度は私がお世話してあげるわよ」

　ふん、と鼻で笑ってカイは答えた。

「その日が来るといいですね。さあ、もう休んでください。明日も早いのだから」

　ポンポン、と私の布団を叩いて、身体と布団の隙間を埋めてくれた。カイはいつだって私のことは子ども扱いだ。

「ねえカイ、これからも一緒にいてくれるよね……？　ずっと」

　私は眠りに落ちる寸前につぶやいた。




　私はすぐに意識が遠のき、カイの返事は私の耳に届かなかった。




「俺の気も知らずに……ずっと一緒？　こんな拷問を一生続けろというんですか」
















カイのヒミツを追う







　司祭様の熱い息が耳にかかってくすぐったい。

　思わず固く身をすくめた。

　だけどいつもならもう唇を重ねているころなのに、今日はずっとじらされたままだ。

　それならいっそ、こちらからしかけてみようか。

　私は司祭様の首に腕を回して、思いっきり抱きつき、足を絡めた。

　いつも司祭様は私にどんな愛撫をしてくれたっけ。指先が触れるか触れないかの微妙なタッチで頬や背中を撫で、私が吐息を漏らすと、それを確かめるように指が口に入ってくる。全身を撫でる腕はだんだんと強さを増して、お互いの身体のラインを確かめるようにピタリと寄り添わせる。

　腕の力強さとは反比例して、柔らかい唇が私の敏感なところを探して這い回るーー。

　その頃には私はいつも、司祭様の腕の中で思うままに弾かされているのだ。司祭様の指や唇が触れる度に、まるで弦を弾くように私は声をあげて身体をよじらせる。




「アディーラ……、アディーラ様！」

　カイの声が聞こえる。

　ん？　響技室にカイがいるの……？




　ハッと覚醒すると、私はカイの首に抱きついていた。頬と頬が触れ合って熱い。

　……そうだ、私は昨日、カイの部屋で一緒に寝ていて……し、司祭様の夢を見ながらカイに抱きついていたらしい。

　私は急に恥ずかしくなって、ガバッと身体をカイから離した。

　お互い横になったまま向きあって見つめ合う。

「あのまま目を覚まさなかったら、窒息死するかと思いました」

「ごごごごめんなしゃい」

　あわててつい噛んでしまった。

「俺は食事の用意をして来ますから、もう少しゆっくりしていていいですよ」

　カイは起き上がるとベッドから降り、私に布団を掛けると出ていった。

　よりによって夢とはいえ、司祭様とカイを間違えるなんて……。




「いってきます」

　いつものように朝ご飯を食べて、家を出た。

　カイはいつもと変わらなかったけど……思い出した、昨日食事のとき、カイは何かを言いかけてた。

「前から考えていたんですが、そろそろ俺は……」

　そのあとは、何を言うつもりだったんだろう？

　そろそろ俺は……髪を切りに行こうと思う。

　うん、確かに最近髪が伸びてきてる。……いやいや、いつもそんなこと断らないし！

　そろそろ俺は……お誕生日なんだ。

　そうか、プレゼントの催促かな……いやいや、まだまだ先だったと思うし！

　真面目に考えよう、そろそろ俺は……の続きは、何か重大な決心をした話だよね、ふつう。何を決心したんだろう？




　私は家の前でウロウロしながら、もんもんと考えていた。

　するとギ……と音を立てて、玄関の扉が開く音がした。私はなぜかとっさに目の前の木の陰に隠れた。

　な、なんで私、隠れてるの？

　扉からカイが出てきた。私に気づく様子もなく、足早に通り過ぎていく。どこへ行くんだろう？

　そういえば私は、カイが日中何をしているかぜんぜん知らない。

　とつぜんメラメラと好奇心が湧いて、私はカイのあとをついていくことにした。
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「どいてどいて！」

　後ろからガラガラと荷物を積んだ馬車が追い抜き、大通りを駆け抜けていく。教区にこんなに人がいたのかと思うくらい、市場はザワザワと人が入り乱れていた。

　道の左右には、大きな袋に入った色とりどりのスパイスの粉が並んでいたり、果物が山のように摘まれたりしている。なぜか竜の食料である竜果も山ほど積まれていた。

「そこのお嬢さん、ハーブクッキー買って行きなよ、美味いよ！」

　通りかかるだけで声がかかる。教区にある市場には滅多に来たことがない。日々の買い物はいつもカイがしていてくれたから、ここまで来る必要がなかったのだ。

　普段なら人混みはあまり得意ではないけれど、混雑のおかげでカイに気づかれることなく尾行ができてありがたい。




　カイはスタスタと人を掻き分けて歩いて行く。あとをついていくだけで精一杯だ。

　ふとカイはお肉屋さんの前で立ち止まった。

「お、いらっしゃい！　今日はいいのが入ってるよ！」

　主人がカイに声をかける。

「この前の鶏は美味かったよ、捌きやすくて助かったし」

「だろ？　今日はこれがお勧めだ、あんたんとこの大食らいの姫さんでもこれ一羽で足りるんじゃないか？」

　な、な、なんですってぇ……？　カイのやつめ、なんて噂話をしてるのよ！

　主人は肉を紙で包み、カイに渡した。２人は笑い合い、とても親しげだった。

　次に野菜店に行き、ひとつひとつ手に取って鮮度を確かめて買うものを吟味していた。店員の女の子と談笑している。

　あっ、ちょっと……、そんな馴れ馴れしくカイの肩に触れたりして……！

　私は荷車の陰からヤキモキと様子を眺めていた。

　カイってこんなふうに毎日お買い物をしてたんだ。何気なく毎日ご飯を食べていたけど、お買い物からしてこんなに丁寧にしてくれていたんだな。今さらだけど、「美味しい」とか「ありがとう」って毎日言ってたかな、と気になってきた。

　野菜の支払いを済ますとカイは、戦利品の食材を抱えてこっちに歩き出した。と同時に、隠れていた荷車がガラガラと走り出してしまった。

　ままままずい……！　どこかほかに隠れるところ……私は四つん這いになって移動し、近くの店の商品台の陰に隠れた。




「お嬢さん、何やってるんだい？」

　店主のおじさんが後ろから声をかけてきた。

「ひっ！　いや、あの、（ちょっと、あんまり大きな声を出さないで……！）お、おかしいなあ、このあたりに落としたと思ったんだけど」

　私は適当にポンポンと床を叩きながら架空の何かを探す振りをした。

「なにか大事なものでも落としたのかい？　一緒に探してやるよ。どんなものなのか教えてくれよ」

　どうしよう、私の適当なウソに親切なおじさんが騙されて面倒くさいことに……！

「あ、ありがとうございます、えっと、落としたものは……真心？　なんちゃって、あははは、すみませんでしたっ！」

　私は店を飛び出し、カイの姿を探した。どうしよう、見失っちゃったかな。

　ウロウロと歩いていると、人混みの向こうにカイの姿を見つけた。……よかった、いたいた。

　カイは数軒先の建物の入り口の前に立つと、周囲を見回した。やばい……！　私は建物の陰に隠れた。




　そろそろと顔を出すと、カイは建物に入っていったところだった。入り口には緑がうっそうと茂り、レンガでできた建物の中は薄暗そう。ここはなんの店なんだろう？

　なんとか中の様子が見えないかと、建物の周りをグルッと回ってみた。すると道の反対側にテラスがあり、そこに置かれた木製の丸テーブルにカイがいた。文様の彫られた木の椅子は遠目から見ても高級そう。なにか人目を忍んでいるような、隠れ家のような場所だった。市場の喧騒は聞こえてくるけれど、この場所は何か膜にでも守られているかのようだ。私はテラスの周囲を囲む木々に隠れて、カイの様子をうかがっていた。

　お買い物を終えてお茶でもするのかな、朝からずっとカイの尾行をしていて、私も喉が渇いたよ。いっそ怒られてもいいから出ていって、一緒にお茶でも奢ってもらおうかな……とそんなことを考えていたとき、テラスの入り口に掛かったカーテンがゆらりと開いた。その様子にカイはサッと立ち上がる。

　建物の中から、ベールを被った女性が入ってきた。薄紫のシフォンでできたドレスには、ビーズがちりばめてある。かなり高級なハーリカ王国の民族衣装だ。

　女性がゆっくりとテラスを歩きテーブルまで来ると、カイは跪いて女性の手にキスをした。




　なななななにこれ……!?　だれこの人!?!?




　女性はカイを立ち上がらせ、手を取ったまま２人で椅子に座った。

　何を話しているのかまでは聞こえない。カイは真剣そのもの。女性は優しげな雰囲気で、なにかをひたすら語り合っている。

　相手の女性はずいぶん年上っぽい……。

　しばらくすると女性は顔を伏せ、泣き出したようだった。カイは椅子から立ち上がり、女性の肩を抱いた。




　ええーっ！　なんなのこれ!?
















竜との邂逅







　私は雨の降りしきる中、２人の様子をうかがっていた。

　カイはしばらく女性の肩を抱いていた。

　あの女性は誰？　２人はどんな関係なの？

　女性は年上っぽかったから、結婚していてもおかしくなさそうだ。あの人と、ふ、ふ、ふ、不倫しているとか……？

　かなり高貴な人のようだった。ハーリカ王国では奴隷のカイと身分も違うでしょうに！

　いつから、どんな関係なんだろう。

　昨日、一緒に眠ったときは、ただ安心できる存在だったカイが、急に得体の知れないもののように思えてきた。

　私は逃げるように響授館に向かって走った。

　服が雨を吸って足が重い。夢の中を走っているようにもどかしい。
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　ようやく響授館につくと、中庭から何人もの人が悲鳴を上げて逃げ出してきた。

　え……？　なに？　何が起きたの？　戸惑っていると、




　キエエエェェェ！




　けたたましく竜の鳴く声が聞こえた。

　誰かが「中に入っちゃダメだ！」と叫んでいる。

　中庭では竜がバサ、バサと翼をはためかせて、首を振って中庭で暴れていた。竜は馬に翼をつけたくらいの大きさだけれど、それでも暴れていると手がつけられない。

　どうしよう、竜がこんなに暴れているのは初めて見た。誰か、竜の調教師を呼んでくれないだろうかと辺りを見回した。

　竜が叫んでいるその先に、誰かが座っている。……プリスカだ！

　座っているのではない、竜を目の前にして、腰を抜かしているのだ。誰かを呼んでいる暇はない……私はとっさに駆け出した。

　誰かが引き止める声がした。実際に腕を引っ張られた気もするけれど、振り払ってプリスカのところまで走った。




　ギアアァァァっ！




　竜がまたけたたましく叫んだ。プリスカは耳を塞ぎ、身を硬くしてうずくまっている。

「プリスカ！」

　私が叫ぶと、プリスカは顔をあげて私に飛びついた。私はプリスカを抱き抱える。

「大丈夫？　怪我はない？」

　プリスカは黙ってうなずいた。私は彼女の頭を優しく撫でた。

　……助けに来たはいいものの、どうしたらいいだろう。竜は叫びながらどんどん近づいてくる。竜が首を振るたびに、水しぶきが飛び、生臭い風が吹いた。今、ここで火を吹かれたらひとたまりもない。久しぶりの竜とのふれあいが、こんな形だなんて。

　どし、どしと地団駄を踏む竜の足に踏まれたら痛そうだな……などと考えていたら、ふと気になることがあった。

　竜の右足首から、なにか青いモヤが出ている。

　トゲか何かが刺さっているらしい。……あそこが痛いんだ。なぜか直感した。

「落ち着いて、おとなしくしたら、楽にしてあげるから」

　私は思わず竜に話しかけた。子どもの頃に仲のよかった竜とは別の子だ。言葉が通じるとは思えなかったけど、黙ってもいられなかった。




　ギ……




　竜は私の目を見ると、驚いたことに首を落として広げていた羽をたたんだ。私はプリスカを放して竜に駆け寄り、竜の足首を丁寧に撫でた。

　……あった、ここだ。シワの間に木の枝が深く刺さっている。この雨で折れた枝だろうか。私はそっと手を添えて枝を抜いた。




　グウウゥゥ……




　竜はビクッと全身を震わせた。

「ごめんね、痛かった？　止血するからちょっと待って」

　私はハンカチを取り出して、傷口に強く押し当て、結んだ。

　竜はじっと私の手当てを見つめている。

　「あとは調教師さんに診てもらってね」

　私が竜の喉を撫でると、グ……と、唸った。凶暴なことで知られる竜だけど、ちゃんと言葉が通じるんだ、やっぱり竜はかわいい。

　しばらく待っていると、ハーリカの人が来て、竜を預かっていった。私はプリスカを抱えて立ち上がらせて門まで送ると、響技室へ向かった。これから響技の時間なのだ。




　部屋に入ると、ゾクッと寒気がする。

　緊張感のあるときは気づかなかったけど、全身雨に濡れてずぶ濡れだった。

「早く服を脱いで、暖炉で乾かしましょう」

　響技室に入ってきた司祭様は私の格好を見て驚いて言った。そしてベッドのシーツをガバッと取り外し、クルクルと畳む。

　私は、手が震えてうまくリボンがほどけない。司祭様は見かねて私の代わりにリボンをほどき、私の身体に一切触れずに手早く制服を脱がせた。そのまま服の代わりにシーツを私にまとわせ、ほとんど素肌をさらすことなく私の着替えを済ませてしまった。

「暖炉の火に当てていれば、小一時間で乾くでしょう」

　司祭様は濡れた服を椅子にかけ、暖炉の上に置いてあった瓶の中からいくつかの香草を選び、お茶を作った。

「身体を温める薬です。飲めますか？」

　私は手を出して小さな茶器に入ったお茶を受け取ろうとしたが、震えてしまっていてうまく掴めない。

　その様子を見ると司祭様はお茶をぐっと自分の口に含むと、私の顎を指でつまみ、口移しに私にお茶を飲ませた。温かく深い草の香りが身体に流れ込んでくる。

「すぐに温まりますから、服が乾くまでこうして休んでいなさい」

　司祭様はシーツごと私を抱きかかえ、腕の中に私をすっぽりと入れて包み込んだ。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「アディーラ、起きていますか？」

　どのくらい眠っていたのだろう、司祭様の声で私は夢の中からふわっと現実に戻ってきた。

　私は相変わらず司祭様の腕の中だ。司祭様は私の頬を優しくなでて、ご自分の頬を私の頬にすり寄せた。ひやりとした司祭様の頬が気持ちいい。

「熱がかなり出ていますね、今、家に使いをやりましたから、やがて着くでしょう」

「えっ、使いって、カイのところに？」

「ええ、ほかのどこに使いをやるというのです？」

　司祭様は私のおでこや頬を撫でて愛おしげにキスしながら言った。

　カイは、もう家に戻っているんだろうか。あの女の人と、今頃どこかへ行っていないだろうか。身体が燃えるように熱く、頭がぐらぐらした。この目まいは、熱のせいなのか、得体の知れない不安のせいなのか。




　コツ、コツ、コツ、と扉を叩く音がした。

「アディーラさまのお迎えに上がりました」

　扉の外からカイの声が聞こえる。

「お入りください」

　司祭様が答えるや、扉が開いた。部屋の中の様子を確かめると、カイはツカツカと私たちのところへやってきた。

「どうしたんです？」

　司祭様の腕の中でみの虫のようにシーツにくるまっている私に、カイは乱暴に聞いた。

「雨に打たれて、熱を出したようです」

　司祭様が代わりに答える。

「それで、響技の最中に発熱に気がついたんですね」

　カイは嘲笑するように司祭様に噛みつくと、おもむろに腕を私の身体の下に差し入れ、抱き上げた。

　わっ……、カイ、もうちょっと優しくして……！　目まいでグラグラする。腕の中から私を奪われた司祭様は、緩やかに答えた。

「具合の悪い人に対して響技などしませんよ、ご心配には及びません」

「今日はこのまま連れて帰ります。失礼致します」

　私を抱きかかえたまま、カイは早足で扉へ向かった。




　くるまれたシーツの下に服を着ていなかったから、私は大人しくカイに抱かれているしかなかった。シーツ越しに、カイの体温を感じる。ああ、今日はいったいなんて日なんだろう。
















人生の転機







「もう体調は問題ないのですか？」

　司祭様に聞かれて、私はうなずいた。

「はい、あの……ご心配をおかけして済みませんでした」

「よかった。では今日は、遅れた分を取り戻しましょうか」

　なんだかんだ私は３日も響技を休んでいたのだった。時間が開くと、なんだか司祭様の顔を見るのも恥ずかしい。

「はい……」

　私の返事を聞くやいなや、司祭様は音もなく立ち上がると、私の腰を抱き寄せ、唇を合わせてきた。これまでの優しい触れ方ではなく、荒々しい。私の口をこじ開けて無理矢理舌が押し入ってくる。

　私が思わず右手で司祭様の首元に手をかざして制しようとすると、司祭様はその手を取って私の背中に回し、腰を抱いている手で私の右手を掴んだ。

　私は左手を司祭様との間に挟まれ、右手を背中で掴まれて、身動きができなくなってしまった。いやでも激しく動き回る舌に集中せざるを得ない。いつもは柔らかい司祭様の舌が、私の口の中で激しく暴れ回る。

　私はもう立っていられなくて、後ろのベッドへ司祭様と一緒に倒れ込んだ。

　その間に胸のリボンがほどかれ、あらわになった私の胸を司祭様の細く長い指で包み込んだ。

　だんだんと司祭様の唇が顎から首元、そして胸へと降りていく。仰向けになった私の上から、司祭様の銀糸のようななめらかな髪が私の身体を撫でていく。

　探していたものを見つけたかのように、司祭様の唇が私の胸までたどり着くと、その頂上に吸い付き、舌で転がした。

　司祭様は舌と指で私の胸を激しく攻める。胸の刺激が身体の奥に響いて、ジンジンとした感覚が身体の奥から湧き上がってくる。私はたまらなくなって足をジタバタと動かし、その感覚から逃れようとした。

　司祭様はその様子に気づくと、両足で私の足を挟み、ロックしてしまった。私は全身を司祭様に支配され、手も足も動かせなくなった。

　相変わらず続く胸への刺激。唇で吸ったり、舌で転がしたり、もう片方は指で軽くつまんだり、軽く撫でたり、激しく揉んだりと弄んだ。

「ああぁ、待って、やめて……！」

　身体の奥から、さざ波のような光の粒が沸き上がってきて、私は怖くなって司祭様に懇願した。

　だけど司祭様は構わず私の胸を弄ぶ。その刺激が尾てい骨まで絶え間なく響き、私の身体はとうとうこらえきれずに激しく収縮した。

「あっあーー！」

　私はビクビクと身体をくねらせ、思わず声をあげた。まるで自分の身体じゃないみたい、頭の中で火花が散ってスパークしたみたいだった。

　息は荒くなり、声を抑えることができない。

　司祭様はさらに唇を移動させ、胸からお腹、そして私の足の間に顔を埋めた。

「い、いや、そんなところ……」

　私はあえぎながら必死に抵抗したけれど、もう力が入らなかった。

　司祭様は私の敏感なところを見つけると、ズズっと空気を含ませて息を吸い、舌で転がす。さっきの波より大きな快感が尾てい骨から突き上げてくる。

「あぁーーーっ！」

　私は自由になった手でシーツをつかみ、なんとか正気を保とうとした。

　じゅる、じゅる……という生々しい音を立てて司祭様の舌が私を責め続けた。固くなった突起を舌で弾かれるたびに、私は楽器のようにその振動に共鳴する。司祭様は私の足の間に顔を埋めたまま、両手を伸ばして私の胸をいたぶった。

　寄せては返す波のように、私は何度も、何度も司祭様の舌と指によって絶頂に導かれた。




　司祭様が私の身体を自由にしてくれたのは、私がもう力が尽き果てて叫び声も上げられなくなってからだった。何度も緊張させた手足は、動かそうとするとブルブルと震えて力が入らない。

　ヒンヤリとした感触から、シーツがぐっしょりと濡れているのがわかる。




「お茶を煎れました、飲めますか？」

　司祭様は温かく湯気を立てている木のお椀を私に差し出した。私はモソモソと起き上がり、シーツにくるまってお椀を受け取る。

「ありがとうございます……私、あんなの初めてで」

「あんなのとは？」

　うう、説明するのか、と思いながら続ける。

「その……口づけ以上のこと、です」

　司祭様が少し驚いたような顔で私を見た。

「そうなのですね」

「カイとのことなら、なにもありませんっ」

　私は少しふてくされて答えた。

「どうしてみんな、私たちのことをそんなふうに疑うんだろう」

「男女が同じ屋根の下に住んでいる、というだけで何かあると思う人もいるでしょうね。あなたたちの場合は特に、お互い深い絆で結ばれているように見えますから」

「そう思います。でも、それとこれとは……。私は、カイのことをそんな相手だと思って見たことはありません」

　私がそう言うと、司祭様は「そうなのですね」と笑った。

「そうですよ！　この前熱を出したときだって、カイはずっと看病してくれていたけど、なにもしてないし！」

　そう、あの日、シーツにくるまれた私をカイは抱きかかえて家に帰り、そのまま私をベッドへ寝かせた。お茶を作ってポットに入れて持ってくると、寒がる私に添い寝をして身体を温めてくれた。私の両足をカイの足で挟み、腕を枕にして身体をピッタリと寄せ、私はカイの体温で満たされた。私の背中に回したカイの手が、優しくなでてくれる。私は安心して深い眠りについたのだった。

「この前だけじゃなくて、ずっとそうです。私がお風呂に入ってるときだって……」

　私は堰を切ったように弁解を始めてしまった。すると司祭様はプッと吹き出して、笑い出した。

「え、な、なにかおかしいことを言いました？　私……」

　司祭様は、目に涙をためて笑い転げている。

「すみません、あまりにあなたが必死なものだから……。あなたの気持ちはわかりました、そんなに必死になって。ふふふ、そうですね、カイは、どうなのでしょう？　あなたのことを妹のように思っているのでしょうか、それとも」

　司祭様の話の途中で、誰かが扉を激しくノックしてきた。私はそれに気をとられて、司祭様がつぶやいた「尋常ではない自制心の持ち主か」という言葉は耳に届かなかった。

「響技の最中に失礼します！　急ぎ、アディーラさんに伝えなければいけないことがありまして！」

　司祭様は私の様子チラリと伺うと、

「すぐに支度をして出ます。お待ちを」

　と言って、私の服を整えて渡してくれた。

　私と司祭様が扉を開けると、外で所在なさげに使いの人が待っていた。

「お待たせをしました。急ぎとはどんなご用件なのですか？」

　司祭様が尋ねる。私に急ぎの用なんて、なんだろう？

「実は、ハーリカ王国から通達がありまして、アディーラさんが『竜の眼』を持っているので、至急響技をやめて王国へ返してほしいというのです」

　竜の眼……？　なんの話だろう。国に帰れるのは嬉しいけれど、響技をやめるなんてできない。司祭様の顔を見上げると、思いの外動揺しているようだった。

「あの……、竜の眼って、あの？」

　私が尋ねると、使いの人に代わって司祭様が答えた。

「ハーリカ王国が竜を飼育し、大国にのし上がったのは竜の眼を持つ者がいたからです。……授業を聞いていましたか？」

「え……、あ、はい、すみません……」

　おかしいな、私、けっこう真面目に授業を受けていたはずなのに。

「竜の眼とは、竜と心を通わせることができる能力のことです。心当たりはありますか？」

　竜と心を通わせる……？　私はポカンと記憶を思い返した。

「あっ！　この前の、怪我をした竜のこと？」

　確かに私は、竜が怪我をしている場所が見えたし、竜も私の気持ちがわかったみたいだった。あれが、竜の眼の能力？

「確かに怪我をした竜を助けました。あれが竜の眼の能力かどうか、私はわかりません。なにかの方法で確認していただいても構いません。だけど、響技は続けます。私はそのためにここにいるのですから」

　私はキッパリと言った。褒めてくれるかな、くらいの気持ちで司祭様の顔を誇らしげに見ると、なんとも複雑な顔をしていた。……あれ？　喜んでくれないのかな。

「アディーラ、竜の眼の能力は、男も女も、バージンを失うと消えてしまうのですよ」

　司祭様は諦めたように言った。バージンを失うと消えてしまう……？　え、ええぇっ!?　つまり、響技を続けることはできないってこと？

　使いの人が、恐る恐る聞いてきた。

「それで、今日の響技は……？」

　司祭様がため息をついて答える。

「能力はまだ失われていないはずですよ、幸いなことに」
















旅立ちの夜







　私は教区で性を提供する響手になるために学んできた。それがまさか、処女をキープしなければならない「竜の眼」を持つ人間だった……？

　待って待って、なんでそんなことになってるの？

　司祭様は私の肩に手を置いて言った。

「私はこれから上層部と話し合います。あなたはとりあえず家に戻って、これからどうするか明日話し合いましょう」

　冷静そうに見えるけど、ちょっと混乱している様子なのがわかる。私が「竜の眼」を持つことは、そんなに大ごとなの？




　私は響授館を出て、のろのろと自宅へ向かった。もうすぐ家に着くというところで、男性に声をかけられた。

「あ、いたいた！　探してたんだ、キミ、アディーラだろ？」

　高価なハーリカ王国の服を着ている。少しふくよかで背は私と同じくらい、くせのついた黒い髪がぺったりと額に張り付いている。

「どちらさまですか？」

　私が聞くやいなや、私の腕掴んで引き寄せた。

「なんだ、かわいいや、よかった。ねえ、ボクと結婚しよ？　そうしたら将来キミは王妃になれるよ！」

「……は？」

　ちょっと、離してよと思いながら、私は腕を振って抵抗した。

「ボク、ハーリカの第一王子だからね」

　確かに現王と前のお妃との間に王子がいたはず。あまり聡明ではないという噂だけど……。

「ボクと結婚したい女性は山ほどいるんだ、光栄だろ？」

　王子と名乗る人は私のスカートをせかせかとまくり上げて、太ももに手をかけようとしている。下腹部になにか固いものが当たっていて、彼が興奮しているのがわかる。気持ちが悪い。私は必死に抵抗した。

「キミさ、自分が現王の娘だって知ってる？　王が王妃の侍女に手を出して産ませた子だって」

　……え？　私は驚いて王子という人の顔を見た。

「なんの話ですか」

「キミの話だよぅ。王の落とし胤なのに、王宮にも入れなくてかわいそうに。でもボクと結婚すれば王妃だよっ」

　……私が、王の落とし胤？

「でもさ、竜の眼なんか持ってるから、一生処女じゃないといけなくなっちゃった。響手になるつもりだったのに大好きな響技が一生できないなんて辛いだろ？　でも処女喪失の相手がボクなら竜の眼をなくしても文句は言われないよ、きっと」

　王子と名乗る人は私の顎を掴んで、唇を重ねようとしている。

「やめてください！」

　私は逃れようと顔を背けると、そのままべろりと私の耳を舐めた。ツンとした汗の臭いが鼻をつく。心底ゾッとして、私は満身の力をこめて王子の顔をひっかき、力がゆるんだところで股間を蹴り上げた。

「ガッ……!!」

　王子が身をかがめて苦しんでいる。そのスキに力一杯突き飛ばし、とっさに響授館へ向かった。




　走って風が当たると、舐められた耳が冷たくて気持ちが悪い。私は水場へ行って、ザバザバと顔を洗った。

「アディーラ？」

　名前を呼ばれて、ハッと振り返ると、リマニ皇太子が立っている。

「聞いたよ、竜の眼を持ってたんだって？」

　皇太子がゆっくりと近づいてくる。またその話？　リマニ皇太子が続ける。

「ハーリカ王国ではきみを取り戻そうと必死だ。もう、響手になるどころの話じゃない」

　私は黙ったままじりじりと後ずさりした。ちょっといやな予感がする。

「きみを『みんなで分け合う』なんてことができなくなった。僕がきみを手に入れるには、もう独占するしかない」

　リマニ皇太子が足を速めてきたので、私はダッシュで逃げ出した。

　だけど、司祭様の響技のあとで、もう体力が残っていなかった。すぐに私はリマニ皇太子に腕を掴まれ、腰に手を回されて抱き寄せられた。

「いや……っ！」

　私は必死に抵抗する。それを尻目にリマニ皇太子はもう片方の手で小瓶を取り出し、ゆっくりと何かを口に含むと、唇を重ねてきた。

　リマニ皇太子の口から、液体が流れ込んでくる。私は抵抗して顔を逸らそうとしたけれど、ガッチリと顎を押さえられて動けない。暴れた反動でゴクッと液体を飲み込んでしまった。甘い味がした。

「ゴホッゴホッ」

　むせかえる私をようやく離し、リマニ皇太子はもう一度液体を口に含むと、追加で私の口に液体を流し込んだ。

「ん……っ！」

　私は抵抗を続けたけれど、次第に身体が重くなって腕が上がらなくなっていく。とうとう、がくりと足の力が抜けた。まぶたすらも重くて開けられない。リマニ皇太子は抵抗できなくなった私に追い打ちをかけるように頬や唇にキスを降り注いだ。

「最後までできないのが残念だけど、ようやく手に入れられる」

　いや、やめて……もう意識が遠のくころ、カイの声が聞こえた。

「アディーラ！」

　私の意識はそこで遠のき、周囲は音もなく暗闇に包まれた。
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　リマニ皇太子が私の腕をつかみ、ベッドへ押し倒した。私の耳元に顔をうずめ、重くのしかかったきた。もがいて抜け出そうとするけれど、身体がうまく動かせない。私の服の胸元を開けると、胸に吸い付いた。皇太子の両手は私のお尻を掴み、そこから太ももへと伸びる。私の両足を広げさせると、足の間に身体を押し込んできた。

　叫んで人を呼びたいのに、大きな声が出ない。




「……アディーラ、アディーラ！」

　カイの呼ぶ声がする。

　ハッと気づくと、カイが私の両腕を掴んで、揺すっていた。

　……夢？

「うなされていましたが、大丈夫ですか？」

　よかった。私はカイの腕にしがみついた。

　落ち着いて見回してみると、私は知らない部屋のベッドに寝ているらしい。あたりはすでにとっぷりと日が暮れていた。

「ここ……どこ？」

　私が尋ねると、カイは神妙な顔で言った。

「ここは宿屋です。アディーラ、よく聞いてください。俺たちはもう家には帰れない。このままヴァイツ公国に向かいましょう」

「えっ、どういうこと？」




　昼間から、私の身辺が慌ただしい。いったい何が起きているの？　カイはゆっくりと説明を始めた。

「あなたが『竜の眼』を持っていることで、ハーリカ王国とリマニ帝国があなたの争奪戦を始めました。ハーリカ王国がリマニ帝国と対等に渡り合えるのは、『竜の眼』を持つ人材を持ち、竜を操れるからです。『竜の眼』は門外不出の人材なのです。それなのにこともあろうか教区にそんな大事な人材が流れてしまった。リマニ帝国にとっては大きなチャンスです。喉から手が出るほどあなたがほしい。一方でハーリカ王国はあなたを奪われるわけにはいかない」

　カイは続けた。

「アディーラ、とにかく俺たちには時間がない。この宵闇に紛れて出発しましょう。身の回りの荷物はまとめてきました。さあ」

　私の理解が追いつかず戸惑っていると、カイは私に外套をかぶせて出発の準備をさっさと進めた。

　司祭様。司祭様は「明日話し合いましょう」と言っていた。私がいなくなったことを知ったら、どう思うだろう。

「ねえ、カイ。司祭様に相談をしたら、守ってくれるんじゃない？」

　カイに取りすがって聞いてみた。だけど彼の返事は冷たい。

「いま、あの人に会いに行くまでにあなたは誰かに捕らえられるでしょうね。響授館の周りには今、昼とは比べものにならないくらいの数、怪しい人物がうろうろしている。司祭からも『響授館には来るな』と手紙が来ました。俺はあなたを守れる保障ができないし、捕まったら俺の命も危ない」

　そんな……。司祭様に助けてもらいたい気持ちは強いけれど、それによってカイが殺されてしまうかもしれないなんて、そんなリスクはとれない。

　裏口から宿を出ると、私とカイは暗闇の中を急ぎ歩いた。

　ここから私は、長い、長い旅に出ることになる。
















樹海の夜







　小さな頃は、竜は私の友だちだった。

　粗暴だといわれる竜だけど、竜は私にはとても優しかった。仲良くなった竜と砂漠の中のオアシスで一緒に遊んだこともある。水浴びをして、花冠を作って首にかけてあげた。

　でもこのことは誰にも言ってはいけない、私とお母さまだけの秘密。竜はとても希少な動物で、「みんなに羨ましがられるから、黙っていなさい」と教わった。

　お母さまの厳しい表情から、なんとなく言いつけを守ってきたけれど、あれは私が竜の眼を持つことを知られてはいけないからだったんだ。

　お母さまの心遣いは、不意に起こったトラブルによって砕け散ってしまった。ごめんなさい、でもプリスカを放っておくこともできなかった。カイも、危ない目に遭わせてごめんなさい。




　私とカイは、墨を垂らしたみたいな暗闇の中、教区を抜け出して樹海へ入った。荷物は、小さな旅行カバンだけ。カイの外套が夜の闇に墨を垂らしているみたいに広がっている。

「もうすぐ夜が明けます。それまでは無理をせずに進みましょう」

　カイは小さなランプを灯して、細い獣道を歩いて行く。灯りはカイの外套に遮られて、私にはほとんど届かない。私は遅れないように必死にあとをついていった。足元も見えず、自分がどんなところを歩いているのかもよくわからない。

　昨日の雨で、地面がぬかるんでいたらしい。石のようなものを踏んで私はズルリと足を滑らせた。

「ひゃっ……！」

　両足で踏ん張り、なんとか転ばずに済んだ。カイが振り返る。

「すみません、気が急いていて」

　カイが私へ手を差し伸べた。私はその手を両手で握りしめ、そのままカイの腕にすがりつく。

　しばらく行くと道の右側に小さな横穴があったので、私たちは夜明けまでそこで休むことにした。カイが床に荷物を置いて座ると、私の手を引いて座らせ、私をカイの外套の中に入れてくれた。私はぴったりと身体をカイに沿わせた。カイの体温はいつも、すごく私を安心させる。トク、トク、とカイの心臓の音が聞こえる。




　私は小声でつぶやいた。

「こんなことになるなんて、思わなかったな。急にリマニやハーリカの人たちから追われて、カイと逃げることになるなんて」

「そうですね。でもいきなり駆け落ちなんて、スリリングで俺は楽しんでますよ」

「駆け落ちって！　あはは、確かに皇太子や王子と結婚なんて、いやだな。だったらカイがいい」

「え……？」

「今まで通り、カイと一緒に住むの」

「今まで通り、ね」

　カイは、どこかボンヤリとして言った。

「ねえカイ、私はハーリカ現王の子どもなの？」

　私はリマニ皇太子から聞いたことをカイにぶつけてみた。カイは驚いたように私を見た。

「誰からそんなことを……？」

「ハーリカの王子がそう言ってた」

「ああ、……そう信じている者もいるということですよ」

「じゃあ、私のお父様って誰なの？」

「もう亡くなっている、とだけ」

　亡くなったのは私も聞いている。でも、現王が父親だっていうのは、あり得ない話じゃない。私のお母さまは、現王妃様の侍女をしていたと聞いている。王と顔を合わせる機会だってあったかもしれない。お母さまと私が、王宮から遠く離れた村で暮らしていたのは、お母さまを現王から遠ざけるための現王妃様のいやがらせだったのではないか。

　なんとなくつじつまが合ってしまった。私はカイにギュッとしがみついた。

「ねえ、ヴァイツ公国でなにか当てはあるの？」

「ヴァイツには……俺の父親がいるはずなんですよ」

　私はガバッと半身を起こすと、カイに向きあった。

「お父さん？　カイの家族ってヴァイツにいるの？　そういえば私、カイの家族について聞いたことがなかったよ」

「話していませんからね。父はハーリカにいられなくなって、ヴァイツに逃れたと聞いています。俺が知っているのはそれだけ。でもなにか情報が得られるかもしれません。司祭からは紹介状をもらっていますから、俺たちが向かう先としても最適です」

「ハーリカにいられなくなった……？」

　私は驚いてカイに聞いた。

「……」

　カイは難しい顔をして黙ってしまった。なにか重大なことでも起こったんだろうか。私は慰めるつもりで、カイの胸に顔を埋めて、ギュッと抱きしめた。カイはピクリと腕を動かすと、ゆっくりと私の背中に腕を回して、優しく私を抱きしめた。

「ヴァイツに着いたら、お父さんを探そうね」

　私がそう言うと、カイは私の耳元に手を添えて、顔を上げさせた。もう夜明けが近いらしく、カイが私を見つめているのが見える。

　カイの親指が、私の唇を軽くなぞった。そのまま私の顎を持ち上げ、顔を寄せる。

「……カイ？」

　私が呼ぶと、カイはふと我に返ったように顔を上げて、私のおでこにキスをした。そしてゆっくりと言った。

「こんなことになって、悪かったと思っています。でも、ヴァイツでは俺はあなたを守る」

　カイは私を抱く腕に力を入れた。私も、力一杯カイにしがみつく。

「うん、カイ、大好き……！」

　でもカイはそれには応えなかった。カイがいてくれたら、心配事なんてなにもない。私たちは静かに夜が明けていくのを感じていた。
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「アディーラ、起きてください」

　私はカイの腕の中でウトウトと眠ってしまったようだった。目を開けると、あたりはすっかり明るくなって、陽の光がキラキラと周囲の木の葉を照らしていた。私はまぶしさに思わず顔をしかめた。

　カイは立ち上がって外套のホコリをパンパンとはたく。そして振り返ると、私の手を引いて立ち上がらせてくれた。

　どのくらい歩いただろう、太陽の光はもう朝のさわやかなそれではなく、暑く乾いていた。ふと、カイが足を止めた。前方から、カチャカチャと何か金属音がする。




「樹海を通るなら、通行料を払ってもらおうか」

　目の前には獣道を塞いで声の主が立っていた。日に焼けた肌に鍛え上げられた身体、無造作に伸ばした長くグレーの髪はきつく縛られている。瞳は薄い緑色。着ている服は使い古されているけれど、高級な絹織物なのがわかる。腕や足首、首にジャラジャラと貴金属のアクセサリーが付いている。

　カイは繋いでいた手を離すと、にっこり笑って言った。

「ちょうどよかった、ガイドが欲しいと思っていたところなんです」

　彼の周囲には、同じような格好をしている人たちがズラリと並んでいた。噂に聞く、樹海に住む民だろう。

「ガイドね、どうする？」

　リーダー格が周囲に促すと、「金額に寄るな」などクスクスと笑いが起こった。

「あの……」

　私は恐る恐る声をかけた。カイが驚いて私のほうを振り返る。樹海の人たちも一斉に私を見た。

「服はヴァイツの最高級品ですよね、その柄。国外じゃ滅多に見られないやつ。すごく大切にお手入れされてる。それに、左足のアクセサリーは戦利品なんですよね？　あそこに私たちのものもプラスしてもらえるのかな、かっこいい！」

　樹海の人たちがポカンとして私を見ている。カイも困惑して私を見ているけれど、構わず続けた。

「ピアスも、よく見せてもらっていいですか？　その文様、樹海のかたたちの伝統的な模様ですよね、確か家族によって少しずつ違うんですよね。私も持っているんです、ほら」

　私は髪を耳にかけて、プリスカからもらったピアスを見せた。リーダーは真剣な眼差しで私のピアスを見入っている。

「お嬢さん、俺らのことをよくご存じですね」

　リーダーが嘲笑しながら言った。よくよく見てみるとこの人、無精ヒゲも生えててワイルドな風貌だけど、髪や肌のお手入れをしたら、すごく繊細で綺麗な人なんじゃないだろうかと思った。

「はい、学校のお友だちがみなさんの大ファンなんです。まさかお目にかかれるなんて、自慢したい！」

「変わった子だ、身の危険は感じないのか？」

「なにがあっても人生ですもの、何事も経験です。それに……」

「それに？」

「身ぐるみ剥がされたら、仲間に入れてもらっちゃえばいいし！」

　ドッと笑いが起こった。

「度胸あるね、あんた」

　リーダーが言うと、カイが続いた。

「すみません、バカな子で……」

「ちょっと、バカってなによ！」

「俺はあなたの自慢に付き合うために無駄な金を払うつもりはないですよ」

「無駄ってなによ、プリスカに自慢する機会なんて滅多にないのに！」

「無駄と言えば、あなたとの会話も今は無駄です。ちょっと黙っててください」

　カイはキッと真面目な顔になって、リーダーを見た。そして外套のポケットから封筒を取り出して差し出した。

「あなたに是非お願いがあるんです。ヴァイツ公に用があって向かっているんです。お取り次ぎをお願いしたい」

「ヴァイツ公？　なぜ俺らに頼む？」

　リーダーがそう言うと、カイはカラッと笑って言った。

「ええ。だって可能でしょう？」
















ヴァイツ公国へ







　樹海のリーダーはカイを見つめて言った。

「あんた……」

　カイはほがらかに返す。

「それから、もう少しでリマニとハーリカの使者がここを通るはずです。彼らは密使ですから、身ぐるみ剥いでも公にはできません。でも金はかなり持っているはずですよ」

　リーダーは鼻で笑った。

「それは、あんたたちを追ってるんじゃないのか？」

「そうですよ」

「じゃあ、あんたらを密使に売ったほうが金になるんじゃないか？」

　たしかに、と私は思った。なんでカイは正直に追われてるなんて言ってしまったんだろう？

「俺はヴァイツ公にも今から向かう旨、使いを出しています。到着が遅ければ迎えに来るでしょう。ヴァイツ公には俺たちを追っ手から助けたと言ったほうが、あなたたちのメリットになるのでは？」

　リーダーは何か思案しているようだった。その様子を周囲の人たちが見守っている。

「わかった、案内しよう。その代わり公国入り口で兵に引き渡す。それでいいな？」

「それこそ願ったりですよ。よろしくお願いします」

　私はカイとリーダーのやり取りをハラハラしながら見ていた。カイのこの話は、どこまでがハッタリなんだろう？




　樹海の人たちに先導されて、私たちはヴァイツ公国に向かって歩き始めた。私はカイの袖を引っ張って聞いた。

「ねえカイ、どうして追っ手に私たちを引き渡すよりも、ヴァイツ公国に向かったほうが樹海の人たちのメリットになるの？」

　カイは私の手を取ってきつく握ると、歩きながら私をそばに引き寄せた。

「それは、樹海の民がヴァイツ公国と手を組んでいるからですよ。ヴァイツは小さな国で、リマニ帝国の貿易港や、ハーリカ王国の竜といった国を支える産業を持っていません。そのためヴァイツ公国は樹海の民に旅人の金品を奪わせ、それを上納させて国益としているんですよ。その代わり、樹海の民の存続をヴァイツ公国が請け負っている。だから彼らはヴァイツのご機嫌を損ねる行動はとらないんです。公然の秘密です」

　つまり、樹海の民はリマニ帝国やハーリカ王国よりも、ヴァイツ公国との結びつきのほうが深いってことなのか。カイはいつでも冷静だ。

「それから」

　カイは続けた。

「さっきはバカにしたような言い方をしてすみませんでした。痴話げんかをして相手の戦意を喪失させようとしたんです」

「そうだったんだ」

　カイの戦略に私までまんまと乗っかってしまった。でも、カイについていけば大丈夫……そんな安心感がある。




　樹海を抜けると、ヴァイツ公国の入り口が見えた。丸太で組まれた塀に小さなゲートがあり、警備隊が３名、ゲートを守っている。樹海のリーダーはカイを促し、警備隊のほうへ私たち２人を向かわせた。彼らは樹海の端で私たちの動向を見守っている。もし警備隊に入国を断られたら、すぐさま私たちを捉えるつもりなのかもしれない。

　カイはにっこりと笑って、胸元から書状を取り出すと、警備隊のひとりに渡した。手渡された警備隊は、書状を見るなり目の色を変えて、叫んだ。

「おい、いますぐ公へお知らせを！」

　書状を受け取った警備兵は、私たちを丁寧にゲートの内側へ案内した。

　いったいあの書状は何だったのか。私たちは、とんでもない待遇で城へ向かうことになりそうだ。

　しかしカイは警備兵に「少々お待ちを」と言うと、ぱっときびすを返して、樹海へ走って行った。え、ええぇ？　私、置いて行かれちゃうの？

　なんて私がカイにする訳もなく、ポカンと見守っていると、カイは樹海の入り口でリーダーと何かを軽く話してすぐに走って戻ってきた。

「さあ、行きましょうか」

　カイは私の背中に手を回して、先を促した。このときになって私は急に、自分が初めてヴァイツ公国に来たことに気がついた。緑豊かな山間の国。のどかな風景の中に、農民らしい人たちがユルユルと行き来している。外国人が珍しいのか、彼らは遠目からシゲシゲと私たちを眺めているのだった。
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　簡素な木の塀、というか仕切りの中に木造の建物が建っている。どうやらここがヴァイツ公の住む「城」らしい。白木の板を組み合わせた清楚なつくり、建物と建物の間は廊下でつながっていて、庭を望む回廊がめぐらされている。カイと住んでいた家とはまた違う、素朴なつくり。これが一国の王が住まう城かと思うと意外だった。




　私たちは中庭を臨む廊下を黙々と渡り、奥の部屋へと招き入れられた。ギ……ときしむ音を立てて木の扉が開くと、その先の部屋には鮮やかな織のじゅうたんと動物の毛皮が無造作に敷き詰められていた。その奥、一段高くなった場所に、ヴァイツ公がいる。焦げ茶色の髪に無精ヒゲ、じゅうたんをそのまま衣服にしたような民族衣装を着て、肘掛けに片肘をついてこちらを見ている。

　私たちは、ヴァイツ公の家来が持ってきたクッションに２人並んで座った。

「書状は見ているよ。アディーラに……、カイ。面白いことになったね、教区で響師になろうという訓練を受けていた少女が、まさか竜の眼を持つ者だったなんてね。響技どころか処女を守らなければならない立場になったわけだ」

　ヴァイツ公はくっく、と楽しそうに笑う。低頭しているカイが口を開いた。

「ヴァイツ公、今やアディーラはリマニからもハーリカからも追われる身になってしまいました。もちろん、彼女がどちらかの国へ行くことを心に決めたのなら、俺は止めるつもりはありません。だけど彼女の意志のない結婚だけはさせるつもりがないんです。せめて状況が落ち着くまで、ここに匿ってほしいのです」

「そういう話だったね。で、私たちのメリットは？」

　私たちを助けることに対してあからさまにメリットを問われて、私は少し傷ついてしまった。一国の王となれば当然の判断だと思う。でもここは無条件に「まかせておけ」なんて言ってほしかった。善意で私たちを助けてくれるわけではないのが、どこか寂しかった。

　そこにカイは、意外なことを言った。

「はい、大したメリットはご提供できません」

　ええっ！？　私は驚いてカイを見た。ヴァイツ公もピクリと眉を動かす。

「ほう？」

「ただ、中立を保つには格好の存在になるでしょう。リマニ帝国に俺たちを売れば、ハーリカ王国を敵に回すことになる。逆もまたしかり。俺たちは今は力はないけれど、教区と連携をとって、のし上がれるかもしれない」

「なるほどね」

　ヴァイツ公はニヤリと笑った。

「もしくは、アディーラ姫を私の妻にするか」

「ええっ！」

　私はこらえきれずに叫んでしまった。くっく、とヴァイツ公は楽しそうに笑う。

「想像するだけでも小気味がいいね。両国が処女のまま欲しがる姫を手中にしたら、どんなに溜飲が下がるかな」

　カイ、なにかうまいことを言って？　と思って顔を見た。けれど、カイはなにか考えているようでなにも言わなかった。ヴァイツ公は急に真面目な顔になって言った。

「だが、申し訳ない。すでにリマニ帝国から遣いが来ていて、君たちが来たら渡すように言われているのだ。未来の可能性にかけるより、我々としては目前のメリットを選択したいね。君には今からリマニ帝国に行ってもらおうか」





　バタン、と部屋のあちこちの扉が開き、兵士がなだれ込んできた。ヴァイツ公国とは違う兵服を着ている。きらびやかな金糸の入った派手な衣装は、リマニ皇太子の服に似ている。



　ヴァイツ公は立ち上がると、早足で私のところに来て腕を掴んで立ち上がらせ、耳元でささやいた。

「ひとまずリマニに行くといい。私がなんとかしてあげよう」

　そして大きな声で言った。

「こちらがアディーラ姫だ。連れて行くがいい」

　ヴァイツ公の考えを図りかねて、私はうろたえた。兵士がやってきて、私の両腕を持ち上げ、部屋から連れ出そうとしている。

「あの……！　一緒にカイも、お願いします」

　私は懇願したけれど、誰も聞いてくれない。カイが立ち上がって私を追いかけようとしてくれていた。左右から兵士がカイの腕を取り押さえた。

　私はあっけなくリマニ帝国の兵士に捉えられ、帝国に連れて行かれることになった。カイと離ればなれになるのは、物心ついてからこれが初めて。この先ひとりでどうすればいいんだろう。
















リマニ帝国へ







　私はリマニ帝国の馬車に乗せられた。ヴァイツ公国はのどかな田園風景が続いている。たくさんの竜果の木が整然と並び、育てられている。ハーリカ王国原産のはずなのに、本格的に栽培をしているんだ。

　ヴァイツ公国の国境の塀を越して樹海を抜けリマニ帝国に入ると、今度はまた見たことのない風景が広がっていた。道路は石畳になり、石造りの家に街路樹、街灯までついていて、大都市の風景になった。ガラガラと音を立てて進む馬車は、さっきまでの土の道と違って、硬い石を踏む振動が激しく伝わってくる。喋ろうとすると舌を噛みそうだ。

　馬車の窓から外を覗くと、なだらかな坂道の終点に、ひときわ白く輝く王宮が見えた。大理石の壁に、白く輝く屋根。一目でリマニ帝国の隆盛ぶりがわかった。

　馬車は王宮に入り、私は豪奢な噴水の前で降り立った。何もかも見たことがない風景で、私はあんぐりと口を開けたまま、きょろきょろとあたりを見回していた。教区もすごく荘厳だと思っていたけれど、ここはまた別の形ですごい……！　お城の壁には草木や人物の彫像がうねり立ち、柱を埋め尽くす。どれだけの時間をかけて建築されたのか、想像もつかなかった。




「こちらへ」

　私はお城の兵士に城内へと招かれた。長い廊下を歩いていると、何人かとすれ違った。侍女だろうか、警備兵だろうか、何人かは私の顔を見て、「あっ！」と驚いた表情をした。ひそひそと噂話をする声も聞こえてくる。こんなところまで竜の眼の噂が伝わっているんだろうか、とても居心地が悪かった。




　大きな扉が開くと、豪奢ながらの赤いじゅうたんの向こう、数段高い場所に玉座があり、リマニ皇太子が足を組んで座っていた。

「アディーラ、よく来たね」

　私は彼に低頭するのがいやで、部屋の中央まで来て立ち尽くしていた。私を先導してきた兵士が、私をひざまずかせ、頭を下げさせようと身体を押さえて頭を押してきた。なんでこんなやつに頭を下げなきゃいけないの……!?　私は兵士の手を払って抵抗した。

「いいね、アディーラ。僕の領地に来て、なおかつその強気な態度なんだ。そういう女の子は大好きだよ」

　リマニ皇太子は、すっと立ち上がると早足で私のところまで来た。私は、身体を兵士に抑えられているので動けない。その私の手を取って、ひょいっと私を抱き上げた。

「きゃっ……！　いや……！　皇太子、下ろしてください！」

「下ろしてくださいと言われて下ろすくらいなら、最初から抱きかかえないよ」

　リマニ皇太子は私の反抗なんて意にも介さず、スタスタと歩いて、奧の扉を兵士に開けさせた。一見細身なのに、どこにこんな力があるんだろう？




　扉の奥は、リマニ皇太子の私室のようだった。部屋の中央には大きな天蓋のついたベッドが置いてある。

　……まずい！　私はいっそう、強く抵抗した。

「いや！　離して！」

　ジタバタと暴れる私をものともせず、リマニ皇太子はどさっと私をベッドの上に放り投げ、その上に覆い被さった。

「きみに手を出しちゃうと、あとで問題になるかもしれないけど、もう待てないや」

　リマニ皇太子は私の両手首を押さえると、唇を塞いだ。

「ん……！」

　私は必死に口を閉じて、侵入を防ごうとする。リマニ皇太子は、なんとか唇をこじ開けようとして、甘噛みしたり、舌を這わせたりしてきた。

「んんん……っ！」

　声を発すると、たちまち口の中に舌をねじ込まれてしまいそうだった。私は必死に顔を逸らすと、今度は耳に唇を沿わせ、ちろちろと舌でなぞる。耳たぶを甘噛みし、フッと息を吹きかけてきた。

「あ……っ」

　私の反応を楽しむように、リマニ皇太子は、休むことなく、耳を噛み、舌を這わせて、濡れた耳に息を吹きかけた。私の身体は私の意に反してビクビクと動いてしまう。それが悔しくて、私は精一杯足をジタバタと動かして抵抗した。その隙を突いてリマニ皇太子は私の両足の間に足を差し入れてきた。私の下腹部には、熱くて固いものが当たっている。

　……しまった、と思ったときはもう遅かった。リマニ皇太子は、深く身体を沈めて、いっそう私の身体にぴったりと沿わせてきた。

　一瞬、私の意識が足に向いたところで、サッと私の両手を挙げさせ、片手で私の両手首を掴んだ。

「離して……んっ」

　叫んだ瞬間に、唇を塞がれた。差し込まれた舌は唇を突破して私の中に入ってきた。

　私のスカートをたくし上げ、太ももを指でなぞる。上へ、下へ……外側から、内側へ……。だんだんと核心へ近づいてくる。

「んん……っ！　ん……！」

　私は必死にもがいた。このままリマニ皇太子の思い通りになってしまうなんて悔しい。私はどうにか反撃できないかと必死に考えていた。




　すると、フッと身体にかかっていた重みが遠のいた。

「わっ!?」

　リマニ皇太子は叫ぶと、身体を起こして後ろにひっくり返った。私は驚いて起き上がった。リマニ皇太子の首根っこを掴んだ女性が、鬼の形相をして立っている。……誰だろう、この人？　でも金糸の入ったビロードのドレスを身にまとっているところからすると、高貴な人に違いない。やわらかな巻き毛やつんと尖った鼻は、リマニ皇太子そっくりだ。お姉さんだろうか。




「何やってるの、あなたは！」

　リマニ皇太子の首根っこを掴んだまま、女性が叫んだ。

「なにするんですか、邪魔しないでくださいよ！」

　リマニ皇太子は首が絞まって苦しそうなのに、必死に抵抗していた。

「国賓に襲いかかっているのを黙ってられますか！　この馬鹿息子が！」

　この恐ろしい形相の女性は、リマニ皇太子のお母さんか……確かリマニ帝国は女帝が治めていたはずだ。私はすっかり２人のやり取りに圧倒されていて、乱れたスカートの裾を整えたあとは、ただ呆然と眺めていた。

「だいたい、なんなのそれは！　息子の硬い股間なんか見たくもない！」

　バシッ！　とダイレクトにそこをはたいた。リマニ皇太子は股間を押さえながら悶絶した。

「だったら見なければいいでしょう！　そもそも勝手に人の寝室に入ってきてその言い草はないでしょ！」

　しかし女帝が憤怒の形相になっているのを見て、彼はシュンと黙り込んでしまった。

　女帝は、キッと私のほうを見ると、優しい顔になった。

「馬鹿息子が、ごめんなさいね。お詫びのしようもありません。触られて気持ちが悪いでしょう、別室にお湯をつくらせますから、きれいにされてきてくださいな。お話はそれからいたしましょう」

　私が唖然としていると、女帝は侍女を呼んで、私を湯浴みの部屋まで私を案内させた。




　長い廊下を歩いている間、なんとなく手持ち無沙汰だったので、私は皇太子について聞いてみた。

「あの……、皇太子ってどんな人なんですか？　ここではどんな評判なんでしょう？」

　すると侍女は、パッと明るい顔になった。

「すごく素敵なかたですよ！　女帝陛下はああおっしゃいますけど、武芸にも学問にも秀でていて、大学でも首席だったとか。その上、彫刻のような美しいお顔だちでしょう？　私なんて、皇太子さま目当てでお城のお勤めを決めたんです！」

　なんだか、私の抱いている印象とだいぶ違うようだ。

「あの軽やかな金髪に一度でも触れられたら……！」

　キャーっ！　と恥ずかしそうに顔を隠した。そ、そんなに……？

「ありがとうございます、そんなに高評価なんですね」

「そうですよ！　私たちにもお優しいし、あんなにステキな殿方は他にはいません！　リマニ帝国始まって以来の人気皇族なんですよ！」

　彼女の言葉は、私にとってとても新鮮だった。そういえば、私は皇太子を教区でしか見たことがなかった。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






「この子は昔からあなたのことが好きで、あなたに会いたくて用もないのに教区へ行ってはウロウロしていたのですよ」

　お湯どころから出て、私はごちゃごちゃと装飾された大広間で女帝と皇太子に向きあっていた。天井まで伸びる大きな窓からは、太陽の光がさんさんと降り注いでいる。窓の外には、キレイに刈り整えられた木々と青々と茂った芝生の庭が続いていた。

「響手になる人だから、結婚はしないでしょう？　だからせめて響技をするんだと息巻いてテクニックを聞きあさったり絵師に肖像画を描かせたりね、もう気持ち悪いったら」

「母上……どこまで喋るつもりですか」

　皇太子は耳まで真っ赤になりながら、居心地悪そうに聞いている。女帝は気にせず続けた。

「それなのに、あなたが竜の眼を持っていることがわかって、ハーリカ王国が取り戻しに来たでしょう、国に帰ったらもう手が届かないからって焦っちゃって」

　ギロ、と皇太子をにらむ。彼はもう諦めたようで、小さくなって固まっている。

　私はなんて答えたらいいのかわからなくて、黙って話を聞いていた。

「だいたい、あなたに嫌われるようなことばかりして、バカじゃないかしら。響技のテクニックを磨く前に、コミュニケーション術を学びなさいよ、皇太子のくせに」

　女帝の文句はまだまだ続く。

「とにかく、今あなたの意志に反して竜の眼を失わせるようなことがあったら、国際問題です。無理強いはさせません」

　この頃には私はすっかり女帝のことが好きになっていた。こんなに明快でサッパリした女性に会ったことがなかった。

「ありがとうございます、でも……私、どうしたらいいのかわからないんです。竜の眼を持つって言われたと思ったら、いきなりいろんな人から追いかけられて、ヴァイツ公国に逃れたと思ったら今はリマニ帝国にいるなんて、なにがなんだか。ほんの数日前まで、私は響手になるとばかり思っていたのに」

　女帝は身を乗り出して私の言うことを聞いていてくれた。そしてゆっくりと続けた。

「それもそうでしょうね、では整理しましょうか。重要なのは、あなたが竜の眼を持ち続けたいか否かです。ハーリカ王国は貴重な竜使いとしてのあなたをどうしても欲しがるでしょうね。教区で学んだ教養のある竜使いはそうそういないはずです。竜の眼を持ったままリマニやヴァイツ公国に残れば、そこで竜を飼育できるようになる。ハーリカ王国にとっては脅威です。連れ戻されるか、処女を狙われるか、とにかく追われ続けることになりそうね。

　もしくは、さっさと竜の眼を捨てる。ハーリカ王子は愚鈍だけれど、彼と結婚して王妃になる手もあるわね。うまくやれば国をコントロールできるかもしれませんよ。もちろん、うちの馬鹿息子と結ばれる手もあります」

　皇太子はハッとなって、目を輝かせながら顔を上げた。それを女帝は一瞥して萎縮させる。とにかくすごい圧力だ。今まで、皇太子をすごく強引でいやなやつだと思ってきたけれど、だんだんかわいく思えてきた。お母さんにはこんなに従順だなんて、意外だ。

「あの……教区に戻って響手になる選択肢はないのでしょうか？」

「それはよくお考えなさい。教区はこの先、存続できるか怪しいですよ」

「えっ！」

「あそこは、リマニとハーリカの国力が拮抗していたからこそ、仲介する場として機能していたのです。いま、ハーリカで竜のエサとなる竜果が採れないのをご存じでしょう？」

「はい、聞きました」

「竜を育てられなくなったら、うちと対抗する力を失います。ハーリカはいま、国の存亡に関わる危機なのです。そこにつけいろうとしているのが、ヴァイツ公国。ハーリカに代わって竜果を育て、それを売ることで財を得ています。もともと教区はリマニとハーリカのものですが、ヴァイツは以前からそれに参加したいと画策していたのです。他の二国と肩を並べる証明ですからね、教区への参加は」

　竜果が採れなくなったことは、そんなに大きな問題なのか。私はうろたえた。もはや、何事もなかったように教区に戻って響手になる道はないらしい。

「ハーリカへ戻るなら、国難を乗り切れるか見極めた方がいいわね。うちも時期を見て潰しにかかるかもしれませんよ」

「えっ!?　戦争をするということですか？」

「戦いになれば損害を考慮しなければなりません。しかしその可能性が極めて低く、国益になると判断すれば、そうしますよ。竜を押さえることができたら、うちの発展は間違いないですからね」

「そうすると……竜を扱える私がこの国にいるのは、すごくメリットのあることですね。竜を手懐けることができたら、ハーリカはもう脅威じゃない」

　私が言うと、女帝はニッと笑った。

「そういうことよ。恐らくヴァイツ公国も同じことを思っているでしょうね。今はうちの属国だけれど、虎視眈々と独立のチャンスを狙っているはずです。ハーリカに竜果を売って接近していることからも推測できるわ」

「私が竜の眼を失ったら、もう価値はないのでしょうか？」

「ところが、あなたがハーリカ現王の落とし胤という噂があるのはご存知？」

「……！　はい、聞いています」

「真実はどうなのかしら」

「わかりません、私は母から、父は亡くなったとしか聞いていないんです」

「確かあなたのお母様は、現王妃の侍女をされていたのよね？」

　よく知っている、女帝は隣国の事情くらいは把握しているものらしい。

「はい、でも私は王城ではなく郊外の屋敷で育ちました」

「そうね、だから王の手がついた侍女に王妃が嫉妬して、あなたたち母娘を追い出した、と言われているのよ」

「……」

　やっぱり、と私は密かに思った。

「事実、現王はあなたたち母娘を何年も探させています。けれど見つかったときにはお母様は亡くなり、あなたは教区にいた。響科生となった人を王族に迎え入れることはできません、表向きはね。だからハーリカは二重の意味であなたを取り戻したいのだと思いますよ。そしてあなたの血筋が公になれば、竜の眼を失っても王族の娘ということでリマニやヴァイツの貴族と結婚させればハーリカと強い絆が生まれる。ハーリカの王位継承者が私たちの国で生まれる可能性もあるわね。とにかくあなたは利用価値が高いんです」




　だんだんわかってきた。私は、竜の眼を持っていればハーリカを脅かす存在として、王家の娘としてなら国交の証として、所属した国に大きな利益をもたらす。私がどうするかは、三国の動向が決まるくらいの大ごとになってしまった。私は今まで、教区に守られていたのだ。




「でも、ここにいたらリマニ帝国の人質としてハーリカ王国を脅すこともできますね」

「その危険があったら、うちの馬鹿息子を利用なさい。あなたの気を引くためなら、なんでもしてくれるでしょう」

　リマニ皇太子がパッと顔を上げて叫んだ。

「僕がきみを守るよ、アディーラ、人質なんかにさせないから！」

　女帝は、しょうがないな、というあきれ顔でリマニ皇太子を見ている。馬鹿な子ほどかわいいというけれど、きっと女帝は彼のことをかわいくて仕方がないんだろう。女帝はふと、私を見て言った。

「今すぐ決める必要はないのよ、せっかく来たのだから、観光でもしてお行きなさい。今は収穫祭の最中で、３日後には祭で一番大きなパレードが行われるところよ」

「リマニ帝国のパレード、有名ですよね、響授館で習いました」

「案内させます。それからひとつ、大事なことをお伝えしておきます」

「は、はい」

「私は、あなたがどういう判断をするにしろ、それを尊重します。無理矢理意志を変えさせたり、脅すようなことはしませんから、ご安心なさい」

「ありがとうございます……でも、どうしてですか？」

　女帝はフッと笑った。

「強者の余裕ね、あなたがどう判断しようと、うちが現在もっとも優位なことには変わらないわ。それに私は、いつでも女性の味方なのよ。馬鹿男に振り回されそうになっているなら、なおさらね」
















パレードでの事件







　私はさらわれるようにリマニ帝国に来て、皇太子に襲われ、女帝に守ってもらうという、怒濤の出来事のあとは、とても穏やかな日々が続いた。そのままお城に滞在させてもらい、近所をウロウロしながらパレード開催日を待っていた。教区から出たことのなかった私は、見るものすべてが新鮮でとても刺激的だ。皇太子も女帝の一撃が効いたのか大人しくしている。私は、この話をカイにしよう、あの話をカイに聞いてもらおうと、あれこれネタを用意していた。

　そして今日、女帝が兵士の何人かに指示を出して、私はパレードが行われる街路まで連れてきてもらっている。沿道は人でごった返し、熱気がこちらまで伝わってくる。道路の中央はパレードのために空けられていて、そこにはみ出さないよう、警備の人たちが必死に人々を押さえ込んでいた。

　私は、沿道に作られた簡易な観覧席に案内された。一段高くなっていて、より遠くまで見渡すことができる。その上、少しせり出していて、ひときわ近くでパレードを観覧できそう。恐らく、王族やその他来賓のための席だろう。

「来た！」

　と誰かが叫ぶと、周囲の興奮はいっそうふくれあがった。私もつられて声の方を向いてみると、遠くの方からキラキラと光る乗り物がこちらへ向かってくるのが見えた。私は手すりにつかまり、身を乗り出した。

「アディーラさま、あまり身を乗り出すと危険ですよ」

　付き添いの兵士から注意されてしまった。ごめんなさい、と言ったものの、私はすぐそれを忘れてパレードに見入った。

　よくしつけられた馬が、兵士の号令に従って行進している。その後をゴテゴテと飾りのついたティーカップみたいな豪奢な馬車が続き、派手な衣装を着た人たちが馬車の周りで舞い踊る。

「すごい……！　すごくキレイ！　あっ宙返りした！　どうしてあんなことができるの？　ねえカイ……」

　興奮してつい、カイに話しかけそうになって、我に返った。こういうとき、気持ちを吐き出せる相手がいないのは寂しい……でもそんなこと言ってても始まらない。せっかく女帝が作ってくれた機会だもの、楽しまなきゃ。私は気を取り直して身を乗り出し、パレードに夢中になった。

　顔にカラフルなマスクを着けて目元を隠し、派手な衣装を身につけた人が、白馬に乗ってやってきた。周囲に手を振り、沿道の市民も手を振り返し、熱烈に迎えられている。私もつられて、手を振った。

　するとその白馬の人は、あろうことか私の手首をぐっと掴むと私を観覧席から引っぱり出した。

「キャーッ！」

　私は思わず叫び声を上げた。グイグイと引っ張り抱き寄せられて、私は白馬の背に乗せられてしまった。しかし周囲の人たちは、さらに興奮して喜んでいる。もしかしたら、これもパレードの余興なのかもしれないと思い直した。

「笑って周りに手を振って」

　白馬の人は言った。私は言われたとおりに、笑顔で手を振った。すると、ドーっと歓声が湧き起こる。やっぱりこういう出し物なんだ、騒がなくてよかった……私は少し気が楽になった。

　しばらく歓声に包まれて街路を歩くと、白馬の人は言った。

「飛ばすから、僕にしっかり捕まって」

「えっ？」

　私が聞き返すやいなや、彼は馬のお腹をドン、と蹴って走らせた。

「キャ……！」

　激しい揺れに、私は白馬の人にしがみついた。どういうこと？　どうしたんだろう、急に。なにがなんだかわからないまま、私は振り落とされないように必死だった。




　馬は街を駆け抜け、海の見える港までやってきた。水面はキラキラと太陽の光を受けて輝いている。潮の香りがして、海鳥がギャア、ギャアと鳴いている。そして、帆をつけた船が何艘も浮かんでいた。これが海……！　話に聞くだけだった海に来たんだ……！

　一瞬感動しかけたけれど、パレードとはとっくに離れてしまっている。さすがに私もおかしいと思い始めた。

「あの、ここは？　どこへ行くんですか？」

「ふたりきりになれるところ」

　私は驚いて白馬の人の顔を見上げた。すると彼はぐっと顔を寄せてきて、唇を重ねてきた。

「ん……っ！」

　ようやく気づいた、白馬のこの人はリマニ皇太子だ！　私はまんまと、彼に騙されてこんな訳のわからないところまで連れてこられてしまったのだ。私は慌てて彼の顔を私の唇から引き剥がした、

　リマニ皇太子は小高い丘に立つ、白い壁の小さな家の前で馬を止めると、さっと飛び降りた。そして私を抱えて馬から下ろすと、手を繋いだまま木の扉を乱暴に開けて、家の中へ入って行った。

「いやだ、離して！」

　私は力一杯暴れた。でもまったく甲斐もなくて私はリマニ皇太子の腕の中から逃れることができない。女帝にはあんなに大人しくしていたのに、この違いはなんなの？

「ねえ、僕と結婚しよ？　きみが望むならきみの処女は守るよ、なんでもする。だから僕と結婚して！」

「そんな……んっ」

　油断したすきに口を塞がれた。

「んん……っ、ふっ……はっ」

　身体を押さえられ、身動きが取れないながらも私は必死に抵抗した。でもその抵抗も虚しく、私は簡素なベッドに押し倒されてしまった。

「どうして、そんなに私を追い回すんですか？　王子ともなれば、他にたくさん女性はいるでしょう？」

「きみみたいな女の子は他にいないよ、初めて会ったときからずっと好きだったんだ」

「初めて会ったとき？」

「覚えてないの？　僕は絶対に忘れない。僕が教区で迷っていたらきみが案内してくれたんだ。もう７～８年前かな。僕が誰かもわかっていないふうなのに、優しくて、明るくて、こんな女の子は初めてだって思ったんだよ」

　リマニ王子の話は、正直覚えていなかった。でも、そんなことがあったような、気もする。

「そうしたら、響手になるんだって嬉しそうに話しててさ。それなら僕は、自分の地位を利用してきみに近づこうと思ったんだ。僕は皇太子に生まれてよかったと初めて思ったよ。皇太子なんて自由に結婚相手も選べない。ちょっと前から母上を通していろんな女性を紹介されるんだ。帝国の発展により有利になる相手だよ。愛なんてないんだ、でも僕が好きなのはきみなんだよ」

　正直、リマニ皇太子がそんなふうに思っているなんて、考えたこともなかった。戸惑っているとまた唇を奪われた。

「んん……っ！」

　彼の舌が乱暴に口の中に押し入ってきて、私の舌をザラザラと撫でる。私は思いっきり、両手で彼の顔を押しやった。皇太子は顔を背けて私の手を振り払った。

「……ねえ、僕と結婚して。何度でも言うよ。僕はきみが好きなんだ」

「今すぐになんて決められません。それじゃなくても混乱してるのに」

「いやだ、待てないよ。もしかしたら明日にでも誰かに奪われちゃうかもしれないんだ。そんなの、絶対にいやだ！」

　言いながら危機感に襲われたのだろう、私の両手首を掴んだ。

「やだ、離して……！　カイ、助けて!!」

　私は思わず、叫んだ。

「カイって、きみと一緒に住んでた奴隷だよね、彼のことがそんなに好き？　僕がこんなにきみを想ってるのに、目の前でほかの男の名前を呼ぶんだ？　どうしてそんな残酷なことができるの？」

　リマニ皇太子は私の両手を挙げさせ、クルクルと布で軽く両手を包んで繋いでしまうと、その手の上に大きな枕を置いて、私の頭で固定した。

　あっという間に、私は両手を挙げたままの格好で自由が利かなくなってしまった。その様子を見て、皇太子は少し嬉しそうだ。

「いや……！」

「僕のどこが気に入らないの？　絶対に優しくするよ。僕のものになって、ずっと一緒にいて」

　今すでにもう優しくないと思うけれど、リマニ皇太子は荒くなった息を押さえ込みながら、ゆっくりと私の胸のリボンをほどいていく。

「やだっ！」

　私は足をバタバタと動かした。そんなことは意にも介さず、彼は私の服を剥いでいった。

「ああ、きれいだな……」

　あらわになった私の胸をうっとりと眺めたあとに、宝物でも確かめるように、丁寧に両手で私の胸を覆った。

「やめて……っ」

　私は恥ずかしさで息を荒げる。皇太子は左右から支えるようにして胸を押さえると、唇を這わせながらゆっくりと舌を転がした。

「いやだって言いながら、ここ、もうこんなに固くなってるよ」

　楽しそうに、胸の突起を舌や指で弄ぶ。軽く吸ったり、舌でクリクリとかき回したり、指でサラサラと撫でたり……敏感になったそこを攻め続けた。

「ふっ……んんっ、あっ」

　冷静な振りをしたいのに、私の身体は彼の指や舌にいちいち反応した。

「そろそろ、ここも確かめてみようかな」

　皇太子はそう言うと、スカートをまくり上げて、私の太ももと指先で撫でた。

「いや……っ！」

「ほんとにいやかどうか、確かめなきゃ」

　彼の指が私の両足を割って、その付け根までなで上げてきた。

　彼の指が、私の敏感なところを探し当てて、くちゅ、くちゅ、とみずみずしい音を立てている。

「ああ、ほらもう、こんなにぐっしょりじゃない」

「ちが……あっ」

　私の様子をずっと見ていたリマニ皇太子は、そのまま黙って私の胸に吸い付き、探し当てたそこを、弦を爪弾くように指を動かした。

　ふたつの刺激が、だんだんと私の身体の奥にたまっていく。このまま感じて乱れてしまうのは、死ぬほど恥ずかしい。

「やめ……っやめて……！」

　私は精一杯懇願したけれど、リマニ皇太子は気にせず刺激を続ける。

　どんどんと刺激から生み出される光の粒が、身体の奥にたまっていく。いや、恥ずかしい、悔しい。反応したくない。私は両足を閉じようとして力を入れた。その瞬間、ツキュンと矢のように快感が尾てい骨に駆け上った。

「いや、やめて、……離してっ！」

　私は全身をビクビクと痙攣させて叫んだ。それでも彼はその舌と指を止めなかった。

　はっ、はっと荒げた息も少しずつ収まり、私の痙攣も一通り済んだ頃、彼はようやくその動きを止めた。

「かわいい、あんなふうにイクんだね」

　私は悔しくて顔を逸らそうとしたけれど、さっと口を塞ぎ、口の中を舌でかき回してきた。

「ああ、かわいい。このまま本当に食べちゃいたいな」

　名残惜しそうに私の頬にキスの嵐を降り注ぎながら言う。

「そろそろ帰らないと、迎えが来ちゃった」

　家の外には、私をパレードに連れ出してくれた兵士２人が私を捜しにやってきていた。リマニ皇太子は、慣れた手つきで私の服の乱れを元に戻すと、枕の下から私の手を取りだした。あっという間に、私は何事もなかったかのように元通りになった。

「帰りは彼らに送ってもらうといいよ、心配していただろうからね」

　そしてイタズラっぽく笑って私の耳元でささやいた。

「もしきみが無事じゃなかったなんてわかったら、彼らはどんな処罰を受けるかわからないからさ」
















皇太子とパレードの夜







　カチャ、カチャと食器の音が大きな広間に響く。

　長いテーブルにこれでもかとお皿が置かれ、色鮮やかな料理が乗っている。

　そこでたった３人だけの晩餐会が開かれていた。

「パレードはどうでしたか？」

　夕食の場で、女帝はにこやかに聞いた。どうやら皇太子の件は耳に入っていないらしい。リマニ皇太子はすました顔でこちらを見もせずに黙々と食事をしている。

「……はい、すごく豪華で、見たことのないものばかりで、楽しかったです」

「そう、嬉しいわ。今日はゆっくり休んでちょうだいね。部屋を用意してあります」

「あ、あの……！」

「なあに？」

「お部屋には、その……」

　女帝は私の心配を見抜いたようだ。

「見張りの兵をつけますから、安心なさって。馬鹿息子が忍んで入れないように見張らせます」

「ありがとうございます、なんか……すみません」

　行き届いた気遣いに、逆に恐縮してしまう。昼間、自分の不注意であんなことになって、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　そんなやり取りの最中も、リマニ皇太子は黙々と魚を口に運んでいた。

　とはいえ、女帝がしっかり自分を守ってくれるのはありがたい。今晩はもうぐっすり眠りたい……。




　食事を済ませると、私は侍女に部屋へ案内してもらった。

　広くはないけれど、清潔で、天蓋付きの小さなベッドに、小机、革張りの椅子が置いてあり、お風呂場や洗面台まである。簡単な生活なら送れそうだった。

　私はお湯を張って身体を流すと、用意されていた木綿のゆったりとしたドレスに着替えた。お腹の下までボタンが並んでいて、首元が大きく開くので頭からかぶっても下から履いても着られる便利なデザインだった。来賓用に準備された寝間着なのだろう。洗いたてでパリッとしてお日様の匂いがする。

　私はベッドにドサッと倒れ込んだ。緊張から解放され、私は泥のように眠り込んだ。
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　ガシャッ！

　という物音で、私はハッとベッドから飛び起きた。一瞬、自分がどこにいるのかわからなかったけれど、周囲を見回して、だんだんと思い出した。ああそうだ、私は今、リマニ帝国にいるんだ。

　物音は扉の向こうから聞こえた気がする。私はそろそろとドアに向かい、そっと押し開けた。

　すると兵士が床に倒れている。さっきの物音は、兵士の持っていた剣が床に当たった音だったのだ。

「あの、どうしたんですか……？」

　声をかけてみると、すうすうと寝息を立てていた。ムニャムニャ……と寝言まで言っている。眠りこけているらしい。頭にサッといやな予感がよぎった。これ、もしかしてリマニ皇太子の仕業じゃないだろうか。兵士の人には申し訳ないけれど、私は彼を放置して部屋に戻り、急いで扉を閉めようとした。




　ガツッ！




　なにか障害物に当たって扉が閉まらなかった。閉まりきらなかった隙間から、スルリ、とリマニ皇太子が滑り込んでくる。……やっぱり！

「な、なんですかこんな夜中に……出ていってください！」

　私は後ずさりしながら精一杯抵抗した。

「わかってるくせに」

　リマニ皇太子はいたずらっ子のように笑い、扉を閉めて、ガコっと鍵をかけた。

　まずい。まずい、まずい。私はじりじりと引きながら、どうしたらいいのか必死で考えた。

　リマニ皇太子は、ゆっくりとこちらに向かって歩きながら、じりじりと間合いを詰めてくる。彼が右に行けば私は左へ、左に行けば右へ。でもそう広くない部屋で、いつまでも逃げ切れそうにない。

　とうとう、腕を伸ばせばもう少しで届く距離まで近づいてしまった。こうなったらお風呂場に逃げ込むのがいいかもしれない。私はダッシュでお風呂場を目指した。

　そんな考えはお見通しだったみたいだ。

「つかまえた！」

　リマニ皇太子は楽しそうにそう言うと、いとも簡単に私を捕まえて、身体を引き寄せ、抱きしめた。

「いやだっ！　離してください！」

　腕から逃れようと、私はジタバタと暴れた。

「きみも懲りないね。そんなことで僕は諦めないってもうわかったでしょう？」

　リマニ皇太子は、私の首元に顔を埋め、そのままベッドへとなだれ込んだ。

「やめて……！」

　私が必死に抗っているのに対して、リマニ皇太子は冷静だ。

「ねえ」

　私の両手を押さえ、覆い被さりながら言う。

「ねえ、聞いて」

　彼の落ち着いたそぶりに、私はつい抵抗をやめた。

「僕は、きみの処女を奪おうなんてもう考えてないんだよ。だけどこんなに抵抗されるくらいなら、いっそ無理矢理奪ってしまうのもいいかもって気になるよ」

　そう言われて、私はどうしたらいいんだろう。

「そんなの……！」

「信用できない？　それもそうだね、じゃあ、賭けてみたら？　暴れてこのまま僕と結ばれるか、大人しくして、もしかしたら守れるかもしれない処女を守るか」

　リマニ皇太子は真剣な表情で私を見つめ、少しずつ顔を近づけてきた。鼻が触れ合い、吐息がかかる。軽く唇が触れ合うと、激しく求めてきた。

「ん……っん！」

　昨日までの私なら、舌を噛んでやろうと思っていたけれど、今はそこまで勇気が出ない。抗っても無駄だという思いもある。でも、彼に対して前ほど嫌悪感がないせいだ。

　ちゅっ、じゅ、くちゅ……激しい音を立てて、私の口の中を荒々しく攻めてくる。

「ま、待って……」

　私は息も絶え絶えに言った。

「なにを？」

　リマニ皇太子は両手で私の頬を包んで、ついばむようにキスを繰り返した。

　優しく触れたかと思うと、激しく進入してくる。

　必死に彼を押しのけようとしていた両腕も、抵抗し尽くしてもう力が入らない。

「かわいいアディーラ。大好きだよ。きみしかいらないんだ」
















皇太子の暴走







　リマニ皇太子は、何度も何度も、激しく唇を重ねてきた。

「ああ、もう我慢できないや。きみのすべてを知りたいんだ」

　彼は手を私の腰に回してよりいっそう身体をぴったりとつけ、私の耳のひだに唇を沿わせた。

「きゃっ」

　私の下腹部に熱く固いものが当たっている。私はじりじりと足を焦らせた。

「大人しくしていて。きみの身体を知りたいだけ。きみが困ることはしないから」

　リマニ皇太子は、木綿のドレスの上から胸を手で包んだ。ぬくもりが肌に伝わってくる。サラサラと撫でられているうちに胸がだんだんと反応してきた。彼は爪の先で突起を弾く。軽く、何度も。

「いや、あんっ」

「アディーラ、感じてるの？　声もかわいい」

　耳を執拗に愛撫されたあと、耳元でささやかれた。息が温かく、冷たく、くすぐったい。

「あっ、はあ、はあ……あぁ」

　息を荒げたのを合図に、リマニ皇太子は胸のボタンを素早くすべて外すと、その中に手を滑らせた。手で大きく胸をつまみ、その先の突起を舌で転がす。円を描くように舌を転がし、口に含んで吸う。私は声を荒げるのが恥ずかしくて、指を軽く噛みながら耐えようとした。

　すべてボタンを外された寝間着は、私の身体を簡単に晒していた。それをスルリと肩から外すと、片手で私の腰を浮かせ、一気に引き下げた。私はとうとう一糸まとわぬ姿になってしまった。

「い、いや……」

　私は胸に吸い付いている彼の顔を必死に押しのける。その手を取り、私の指を口に含んで舌で転がしたあと、手のひらにキスを繰り返した。

「指も手もきれい、反応もかわいくて、たまらないよ」

　リマニ皇太子は少しずつ愛撫の位置を下げていく。胸の下、みぞおち、おへそ……腰を支えていた腕を下げて太ももをまさぐり、私の膝を上げさせた。ゆっくりと「そこ」に近づいていく。

「やめ、やめてください……」

　私は声も絶え絶えに懇願した。彼は指で大切なところをを押し広げると、軽く唇を押しつけた。

「あっ」

「ふふふ、こうなってるんだ、アディーラのここ。かわいいな」

　チュ、チュっと音を立ててキスを繰り返し、ザラリと舐め上げて、吸い付く。

「あっああっ……」

　彼の動きに合わせて、私の身体は勝手に反応してしまう。リマニ皇太子の柔らかい金髪が、私の下腹や内ももにサラサラと当たっている。こんな場所に彼の頭があることが、恥ずかしさを倍増させた。彼の唇が立てる音がだんだんと水気を含んでいく。

　ぐじゅ……じゅ、ずる……

　繰り返し与えられる刺激が尾てい骨にたまり、そして全身を駆け巡った。

　びく、びくと全身を痙攣させて私は叫んだ。

「いや、いや、やめて、やめて……！」

　私はリマニ皇太子の頭を掴んで懇願した。それにも構わず彼は吸い付いて離れない。

　一通り波が去り、私はグッタリとベッドに沈み込む。




　しばらく経って彼はようやく気が済んだように、口を離した。

「すごい乱れていたね、きみのそんな姿を見られるなんて、ゾクゾクするよ」

　そう言うと、ぐっしょりとあふれ出した愛液を丁寧に舐め取った。

「指先だけなら、大丈夫かな。こんなに濡れて欲しがってるのに、これでおしまいじゃ寂しいよね」

　リマニ皇太子は指先で軽く入り口をなで上げ、敏感なところを弾いた。

「あんっ！」

　まだこんなに感じるのかと思ったけれど、私の反応を見て彼はまた胸にしゃぶりついた。

「やめて、やめ……あ、あぁっあーーー！」

　リマニ皇太子は私が乱れて暴れているのを冷静に観察している。




　なんど波を迎えただろう、もう起き上がる力も残っていなかった。リマニ皇太子は、私の身体を支えながら、さっと寝間着を引き揚げ、かるく羽織わせた。

　私を後ろから抱きしめ、耳元でキスをしながら繰り返した。

「アディーラ、アディーラ。好きだよ、僕を選んで。僕と結婚して。毎晩、こんなふうに愛してあげる」
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　リマニ皇太子の腕の中で、私は力尽きていつの間にか眠ってしまったらしい。目が覚めると、もう日が登っていた。彼の姿はなくて、ベッドには私ひとりだった。

　夢……？　いや、身体中に残る、彼の指や下の感触は夢じゃない。シーツも濡れて冷たいままだ。私は急いでベッドから降りて、お風呂場に行き、すっかり冷めた水で身体を流した。

　悔しいのか、悲しいのか、恥ずかしいのか、いろんな感情がグルグルと頭を回っていた。あんなに感じてしまうなんて。あの感触を思い出すと、また身体の芯がジンと熱くなる。




　コツコツ、と扉を叩く音がした。

「アディーラさま、お目覚めでしょうか」

　昨日の侍女の声だ。私は慌てて部屋に戻った。

「あ、はい……！」

「ご準備が整いましたら、おいでください。廊下でお待ちしております」

「わかりました、すぐ行きます！」

　私は慌てて洗面所に戻り、髪を整えて服を着た。




　侍女に連れられて広間に入ると、女帝と向きあってソファに誰かが座っている。来賓かな？

「お待たせして申し訳ありません、お呼びでしょうか」

　そう言って顔を上げると、ソファにいたのはヴァイツ公だった。女帝となにか談笑していたらしい。

「昨日はよく眠れましたか？」

　女帝に聞かれて、私は少しギクっとした。リマニ皇太子が来たことを言った方がいいのだろうか。でもヴァイツ公がいるところで、そんな話はしたくない。

「はい、気づいたら朝でした」

　私はとっさに繕ってしまった。あなたの息子が部屋に忍んできたんですって、言ったらどうなっただろうか。ヴァイツ公が私の様子をじっと観察している。

「それはよかったわ。さ、朝食にいたしましょうか。ヴァイツ公もいらしたことですし、お話はそこで」




　食事のテーブルには、皇太子も来ていた。また何事もなかったかのようににこやかに声をかけてきた。

「アディーラ、おはよう。よく眠れた？」

　どういうつもりでそんなことを聞くんだろう？

「ええ、おかげさまで」

「朝からきみの顔を見られるなんて、ほんとうに幸せだな」

　コホン、と女帝が咳払いした。

「ごめんなさいね、ヴァイツ公。気持ちの悪い息子で。この子ったら、アディーラ姫を無理矢理連れてきたかと思ったら、ずっとこの調子なんですよ」

　ヴァイツ公は、くっくと笑って聞いている。

「いえ、皇太子のこんなかわいらしいところは初めて見ましたよ。これでは彼女をヴァイツに連れて帰るのは難しいかな？」

　え、ヴァイツ公は私を連れ戻しに来たの？　話の展開がよくわからず、私は黙ってみんなの顔を見回していた。

「せっかく来たのだから、ゆっくりしていけばいいよ、ね、アディーラ？」

「あなたのしたいようにしてよいのですよ」

　女帝が補足した。

「私は……、少し考えたいです。自分がどうしたいのか」

「そうね、それが一番だと思うわ」

「その時間をもらえる場所は、ヴァイツ公国になるのでしょうか」

「どうかしら？　ヴァイツ公？」

「私としても情勢は見極めたいところですね、アディーラ姫を匿う間は、いい時間稼ぎになる」

「あの……、ヴァイツ公、ひとつ約束しほしいんです。匿って頂いたお礼は何かしらの形できっとお返しします。でも私がもし、ハーリカや教区に帰りたいと思ったら、ちゃんと帰してほしいんです」

　ヴァイツ公にも私を保護するメリットはあるはずだった。だから女帝がいる前で、ちゃんと約束をして欲しかった。……もちろん、どこまで信頼できるかはわからないけれど。でも、ヴァイツに戻ればカイがいる。きっとなんとかなると思えた。

　ヴァイツ公は、にっこり笑って答えた。

「いいですよ。私はね、人を裏切るよりも恩を売ることにしているんです。そのほうが後々メリットがある。裏切ったらその後、ずっと復讐に怯えなければいけないでしょう？」

「そうなのよ、このヴァイツ公は本当にやり手なの。今、リマニ帝国の属国としていろいろと融通を利かせてくれているのは、いずれ有利に独立するための布石なのよ」

　女帝はあけすけに指摘し、ヴァイツ公がそれに返す。

「ええ、一番の目的はヴァイツの利益ですからね。でも女帝への背信はありませんよ」

「隠しておけばいいのに、竜果で商売を始めたことも正直に予告してきましたものね」

　フフフ、とお互いが笑い合う。どうも女帝とヴァイツ公は戦友というか盟友らしい。お互いを尊敬して尊重しあっている感じだ。こういう関係はとても素敵だな、と思った。

「じゃあ、すぐにヴァイツ公国へ向かいます。あの、お世話になりました！」

　私は丁寧にお辞儀をした。早くカイに会いたい。カイに会って、相談したい。

　そんな私の様子を、リマニ皇太子はまんじりと見つめていた。
















皇太子のヒミツ







　私は部屋に戻り、着てきたドレスに着替えて、ヴァイツ公国へ向かう準備をしていた。すると迎えの兵士がやってきて、馬車まで送ってくれるという。

「ありがとうございます、お願いします」

　リマニ帝国のお城はものすごく広くて、１日や２日では構造を覚えられそうにない。移動するのに私はいつも人についてきてもらっていた。




「こちらでお待ちください」

　通された小さな部屋は、テーブルやイスなど雑多なものがゴチャゴチャと置かれていて、いかにも普段使われていないふうだった。どうしてこんなところに通されたんだろう？　と思うや、部屋の奥から声をかけられた。

「アディーラ」

　リマニ皇太子だ。しまった、また彼の計略に引っかかってしまった。彼はずんずんとこちらに近づいてくる。

「もう行っちゃうの？　行かないで、僕と結婚してよ」

　私は後ろの扉を必死に開けようとノブを掴んだが、鍵がかけられているようでびくともしない。後ろからギュッと抱きしめられ、髪に顔を埋めてきた。

「行かないで、僕と一緒にいて」

　私は彼の腕を必死にほどこうとしながら、聞いた。

「結婚結婚ってずっと言ってるけど、私に皇太子妃になれるとは言わないんですね。三番目の妻とか、正妻はほかにいるとか、そういうことですか？」

　もみ合っているうちに私はリマニ皇太子と向きあっていた。そして心底驚いたような顔をしている。

「リマニでは重婚は禁止だよ。結婚するならきみひとりとだ。それにきみ、地位とか名誉とか、興味ないだろ？」

　その通りだった。彼はこれでも、私の思考に合った口説き方をしていたらしい。

「そんなこと心配していたの？　いいよ、じゃあいいものを見せてあげる」

　リマニ皇太子は扉をコンコン、と叩き、外の兵士に合図をすると鍵を開けてもらっていた。そして私の手を強く握りながら、お城の奥にある部屋に連れて行った。




「ここだよ」

　彼が言って扉を開けた。なにがあるんだろうと私はいぶかりながら扉をくぐり、部屋の中を見回した。大小無数の肖像画が壁に貼ってあり、机の上には何冊かの本が無造作に積まれていた。これがなんなのだろう……？

　しかしよくよく肖像画のひとつひとつを見て、私は思わず声を上げた。

「キャーッ!!」

　肖像画の絵は、すべて私の顔なのだ。

「かわいいでしょ、これなんかリマニの民族衣装を着ているんだ」

　私の頬に頬を寄せ、肖像画を指差しながら、リマニ皇太子が嬉しそうに言った。チュッと音を立てて頬にキスをしてくる。

「こんなに想う人がいるのに、ほかの女性なんか妻にできないよ」

　私は驚きのあまり、部屋中の肖像画をポカンと見上げていた。どれもこれも、ちょっとずつ顔は違うけれど、どう見ても私だった。

「これ、いったいどうしたんですか……！」

　リマニ皇太子は、後ろから私を抱きしめながら、頬にキスを降らせている。

「どうしたって、描かせたんだよ。月に何度も教区には行けないから、その間寂しくないように」どおりでこのお城に来たときに、みんなが私の顔を見てハッとしていたわけだ。ズラリと並んだ肖像画と同じ顔の人間が来たら、驚くのも当然だ。

「こっちのアディーラが一番今のきみと雰囲気が似てない？　この画家には報酬をいっぱいあげたんだ」

　チュッチュとキスを繰り返しながら、リマニ皇太子はまた別の肖像画を指差した。腰に回していた手が、だんだんと胸へと這い上ってきた。

「ちょ……っ！　なにをしてるんですか！」

　私は彼の腕を制止しようと掴んだ。しかしそんな抵抗をものともせず、片手で私の顎をつまむと、彼の顔に寄せて唇に吸い付いてきた。

「ん……っ、んんっ」

　必死に抗ったけれど、すごい力で抱きしめられていて抜け出せない。リマニ皇太子の舌が、私の口の中で捜し物でもするかのように隅々まで侵入してきた。

「ぷは……っ！　もう、やめてください」

「ヴァイツになんか行かないでよ、僕と結婚して。きみが同じ城で暮らしてるっていうだけで、しびれるほど幸せだった。もうきみがいない生活なんか耐えられないよ！」

　いっそう力強く抱きしめられて、私はバランスを崩して床に倒れ込んだ。それをものともせず、どれほどの早業かと思うほどあっという間に彼は私の胸のリボンをほどいて、現れたそれを口に含んで舌で転がした。

「あ……っ！」

　リマニ皇太子の舌や指を待っていたかのように、身体が反応してしまう。彼は胸から口を離すと、両手の指で私の胸を弄びながら嬉しそうに言った。

「ここ、もうこんなに固くなってる。ねえ、腰も物欲しそうに動いてるよ。気持ちいい？　僕の舌や指でもっと気持ちよくなって、アディーラ」

「や、やめて……」

「やめられないよ、だってこんなに気持ちよさそうなのに」

　リマニ皇太子は片手を下ろして、スカートをまくり上げていく。

「ああ、ほらここももう、こんなにトロトロじゃない」

　彼は舌と指で私の両胸をいじり、片手でさやさやと秘部をなでた。

　また私を絶頂に導くつもりだ。彼は黙って刺激を送り続けた。リズミカルに、しつこく、楽器を奏でるように優しく、ただただ、私の身体を愛撫し続けた。このままイってしまうのは悔しい。でも、そうしないと終わらないだろうことも察しがついた。

「……っ！　はっ、ん、ん、うぅーーっ！」

　私が激しく身体を痙攣させながら叫ぶと、リマニ皇太子は頭を上げてじっと私の顔を見つめている。

「い、いや、見ないで……」

「どうして？　感じてる顔も見せてよ。すっごくかわいい。そんな表情をするんだね。いつものすました顔とぜんぜん違う、肌も上気してきれいだ。ああもう、ほんとうは、身体中を僕で埋め尽くしたいんだよ。きみの奥まで入って、めちゃくちゃかき回ししたい」

　なんてことを言うんだろう、と思っていると、私の口の中に彼の舌が侵入してきた。固く尖らせた舌が、私の舌をしごく。




　コンコン、コンコン、と扉を叩く音がする。

「皇太子、お城中のものがアディーラ様を探しています。そろそろお出になったほうが」

　扉の外から、恐る恐る声をかけられた。

「行かないよね、アディーラ？」

「いま行きます！」

　私は扉の向こうに聞こえるように大きな声で返事をした。

「ひどいな、行っちゃうんだ」

　私は上半身を起こして、急いで胸元の乱れを直した。

　リマニ皇太子はゴソゴソとポケットからハンカチを取り出した。真っ白な木綿のハンカチ。キレイに折りたたんである。それをさっと私のスカートの中に入れると、ぐっと力を入れて、さっきまでいじり続けたそこを拭った。

「や……っ！」

「ほら見て、ぐっしょり濡れてる」

　ハンカチを差し出して言う。

「やめてください！」

　彼はハンカチを口元に当てると、

「今度会うときまで、これをきみだと思って肌身離さずにいるんだ。ああ、いい匂い」

　とどうかしていることを言った。

「やめてください、返して！」

「いやだよ、ヴァイツに行くなら早く行きなよ」

　ハンカチを奪おうとしたけれど、軽くかわされた。突然リマニ皇太子は拗ねて私を無視している。ああもう、なんなんだろう。私は乱れた髪をかるく整えて、部屋を出た。
















ヴァイツ公国のヒミツ







「リマニ帝国はどうだった？」

　ガラガラと音を立てて走る馬車の中で、ヴァイツ公が聞いた。

「はい、とても豊かな国だと思いました」

　とっさに答えたけれど、そういえば私はパレードに行ったくらいで、あとはずっとリマニ皇太子に追いかけられていて、お城の周辺以外ほとんどなにも見ていない。ヴァイツ公の鋭い眼光は、私になにがあったのかすべてお見通しのようで恥ずかしい。

　ああでも、ヴァイツ公国に帰ったら、考えることがたくさんある。でもカイに会えるんだ。カイに相談しよう。たった数日離れただけなのに、もう何年も会っていなかったかのようだ。

「ヴァイツ公、教えていただきたいことがあるんです」

「なんなりと」

「ヴァイツ公は、ハーリカ王国に取って代わってのし上がりたいとお考えなのですか？」

「ずいぶん単刀直入だね。取って代わるかどうかは別として、竜果を武器にしようとしていることは事実だね。ハーリカは、竜果と竜の眼で竜を飼育することが国力の源だった。輸送力も大きいし、武器にもなる。しかしそのうちのひとつ、竜果がもう取れない。屋台骨を揺るがす一大事だ。それをどう乗り切るかが現王の手腕の見せ所だが、残念ながら次の手を打つ能力はなさそうだ」

「とすると、どうなるんですか？」

「さあね、リマニ帝国に攻められるか、私たちと共存するか。どのみち、今のままでは国は成り立たないだろうね」

　私が今までのん気に教区にいた間に、ハーリカは大変なことになっていたのか。そんなことも知らずに私はのうのうと司祭様との響技にうつつを抜かしていたんだ。なんてバカだったんだろう。私はつい自虐的になった。

「ハーリカと戦争をするおつもりですか……？」

「ハーリカが私たちを攻めてくる可能性は高いね。何しろ、戦争をしてヴァイツを自分のものにしてしまえば、うちが今高く売りつけている竜果は自分たちのものになる。今まで通りに竜を飼育できる」

「それは、リマニ帝国が黙っていませんよね？」

「もちろん。だから勝機をうかがっているのさ。あまり時間をかけると、ヴァイツの国力は増し、戦争に勝つのが難しくなる。かといって今手を出せば、リマニが報復に攻めてくる。ハーリカは今後、リマニに接近しつつリマニとヴァイツの仲を裂こうとしてくるだろうね」

「だからリマニから使いが来たときに、私をすぐに差し出したんですね？　リマニとの関係をより良好に保つために」

「それもあるね。でもリマニに行ってみて視野が広がっただろう？　それとも皇太子とよろしくやるだけでなにも見ていないかな？」

　ヴァイツ公はニヤニヤして私の顔色をうかがっている。やっぱりみんなお見通しなんだ。

「パレードは見せてもらいました。それにハーリカとは比べものにならないほど豊かな国だってことも。女帝からもいろいろと教わったし、行ってよかった、ありがとうございます。あと、もうひとつ伺いたいんです」

「どうぞ」

「私の父親はハーリカ現王だという噂があるんですね？」

「現王の娘が教区に送られたらしいと聞いたな」

「ハーリカ王妃様が私を教区に追いやったというのは本当なのでしょうか」

「私が知っているのはあくまでも噂レベルだよ。ハーリカ王が侍女に手をつけて娘を産ませ、王妃がその母娘を城から追放した上に、娘を教区に送り、自国に戻れないようにさせた。つじつまは合っているね」

　こうもいろいろな人が知っているということは、私は本当にハーリカ現王の娘なのだろうか。そうだ、ハーリカ王子もそう言っていた。カイはなにか知っているんだろうか。会ったら聞いてみなくては。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　ヴァイツ公のお屋敷に着くと、公は私についてくるように言った。いったいどこへ行くんだろう、私は早くカイに会いたいのに。

　公は、廊下を渡り、最初に会った広間を抜け、もっと奥へと私を連れて行った。そして裏庭に降りた。目の前には高い崖がそびえていて、その絶壁に神殿の入り口が作られている。崖の壁に石で組まれた囲いに鉄の扉がしつらえてある。洞窟かなにかを利用して、中に神殿を作ったのだろうか。ヴァイツ公は警備の兵にその鉄の扉を開けさせた。

　扉を開けると、中は長い下りの階段だった。ヴァイツ公は構わずにその階段を降りていく。不思議なことにこの洞窟は、私たちが来たことを察知して天井の灯りが自動的にともったようだ。煌々と光を発していて、まるで昼間のよう。ハーリカにもリマニにもこんな明るいランプはなかった。私はキョロキョロと周囲を見回しながらヴァイツ公の後に続いた。

　階段を下りきると、広い部屋に出た。そこは洞窟の中とは思えないほど整理された空間で、天井も壁も床も真っ白で汚れひとつない。周囲にはガラスのケースが並び、何かのビンや機器、本などがギッシリと詰まっていた。

「ここはヴァイツの心臓部だよ」

　心臓部？　ヴァイツの秘密で、かつ重要な場所ということだろうか。

「これがなんだかわかるか？」

　ヴァイツ公は、棚のひとつからビンを取りだして、私に見せた。手のひらサイズの茶色のビンで、中には何か液体が入っている。

「わかりません。何かのお薬ですか？」

　ヴァイツ公は、ニッと笑った、

「きみは必ず自分の意見をつけるところがいいね。これは、竜果の木を枯らす病原菌、病気の元だよ」

「えっ？」

　教区で習った。多くの病気は、目に見えない病気の元のようなものがあって、それが悪さをしているようだって。だけどそれはまだ想像上の話のはずだ。

「我々は５年ほど前からこの薬を、ハーリカの竜果の木に撒き始めたのさ。つまりあの国の竜果の木が枯れ始めたのは、私たちが仕組んだことだ」

「えぇっ？」

　ヴァイツ公は淡々と説明を始めた。農業の国と言われているヴァイツ公国は、実は非常に化学の発展した国で、いろんな病気を治す薬や、予防をする薬などの研究が行われているという。ほかにもあらゆる研究が進んでいて、人々は病気やケガで長く苦しむことは少なくなり、いつまでも健康で暮らせるようになった。作物も改良が行われているとか。こうした技術はリマニの女帝も全容は知らない、トップシークレットなのだそうだ。そしてその成果のひとつが、竜果の木を枯らすことができるこの薬（毒？）で、それをハーリカの竜果の木に根気よく撒いていったのだとか。つまり、ハーリカの竜果の木が枯れて竜果が取れなくなったのは、ヴァイツ公国のせいだったのだ。

「……どうして、そんなことをしたんですか？　国益のため？」

「もちろんだ。いつまでもリマニの属国でいるつもりはないからね。さあアディーラ、私は誰も知らないヴァイツの秘密を教えたよ。この情報はきみの好きに使うがいい。この先、自分がどうしたいか、どの国に所属したいのか、決める材料にすればいい。もちろん、誰に言いふらすのも自由だ」

　一通り話を終えると、ヴァイツ公は私を促し、その「研究室」を出て、地上へ戻った。私は混乱して頭がグルグルだ。ハーリカの危機は、ヴァイツ公が仕組んだことだったなんて！




　屋敷に戻ると、ヴァイツ公は私の客室に案内してくれた。隣がカイの部屋だというので、私は真っ先にそちらの部屋の扉を開けた。広くはないけれど、凝った織のじゅうたんが敷き詰められ、大小のクッションがポコポコと積まれている。カイはそのクッションの山を背に座り込んで、本を読んでいた。カイの脇には山ほど本が積まれている。

「カイ！」

　カイはふと、顔を上げて私を見る。

「アディーラ、戻ったんですね」

　カイは本を閉じて立ち上がった。私は思わず駆けよって、カイにすがりついた。

「いろんなことがあったよ。カイに会いたかった」

　カイは私を隣に座るように促すと、これまでの話を聞いてくれた。

　私はカイと別れたあとのことを、怒濤のように話し始めた。リマニ帝国がとても豊かな国だったこと、パレードが華やかだったこと、女帝に頭が上がらない皇太子のこと、女帝が話してくれた社会情勢のこと、皇太子が私の肖像画をたくさん描かせていたこと。……ただし、皇太子にされたことは恥ずかしくて話せなかった。どうしてだろう、カイに秘密なんて持ったことなかったのに。




「それで、今はどうしたいと思っているんですか？」

　一通り聞いた後、カイは尋ねた。

「わからない、ハーリカがそんな大変なことになっていたなんて、考えたこともなかった。今まではハーリカのためになることをしたいって思っていたけど、王妃様がお母様にしたことを考えると、同じような気持ちにはもうなれない」

「アディーラ、そのことですが……」

「響手になれないのなら、リマニ皇太子と結婚するのもいいかもしれない」

「え？」

「竜の眼を持ち続けたいならそれでいいって言ってくれているし、私のことを好きだって言ってくれているし」

「ずいぶん、前と彼に対する評価が変わりましたね」

「そ、そうかな……、うん、そうかも。前みたいにいやなやつとは思わなくなったかも」

「どうしてですか？」

「優しくて、賢いって国内ですっごく評価が高くてね、ファンの侍女もお城にいたよ」

「人気があるとわかったから評価が変わったんですか？」

「そういうことじゃなくて……、えっと、私のことをずっと好きだって」

「ずっと好きだと言われたから、結婚してもいいんですか？」

　だんだんとカイの質問が厳しくなってくる。膝に肘をついて、冷ややかな目で私を見ている。なにか不機嫌で、怖い。

「だ、だって、何年もずっと想ってくれていたなんてやっぱり嬉しいし、私だけって言ってくれているし、その、竜の眼を持っていてもいいって、つまり」

「皇太子と何をしたんです？」

「えっ!?」

　私はドキッとしてうろたえた。カイは何かを探るように私をじっと見つめている。

「あなたの服から、皇太子の香水の匂いがプンプンしている」

　私はハッとして後ずさった。うっかりしていた。

「これはその……、でも、あの、私、着替えてくる」

　立ち上がろうとした私の手を、カイが掴んで引き留めた。

「ずっと好きだと言われたから、処女を守ると言っているから、だから皇太子と結婚するんですか」

　カイは掴んだ手首にひときわ力を入れた。

「カイ、痛い」

「あなただけと言われて迫られたから、それまであんなに嫌っていた相手でも、好きになるんですか」

「そんなわけじゃ……」

「ずっと想ってきたのも、あなただけなのも、そんなことでいいなら俺だって同じだ」

　えっ？　と想った瞬間、カイは私を抱き寄せると、そのまま床に倒れ込んだ。

「カイ、待っ……んんっ」

　激しく唇を重ねてきた。荒々しくカイの舌が私の口の中に入ってくる。これまで、どんなに触れ合ってもこんなことをされたことはなかった。今までのおでこやほおへのキスとは違う、私を支配したがっているような、激しくて、攻撃的なキス。私は必死に抗おうとするけれど、どこか本気になれない。

「っは……っ、カイ、やめ……んっ」

　息をつく間にお願いするけれど、すぐに口を塞がれてしまう。カイの手は私の背中を、腰を、激しくまさぐっている。カイの身体は私にぴったりと重ねられていて、体温が伝わってくる。カイの手も、身体も、いつもずっと優しかったのに、今は全然知らない人みたいで怖い。

　カイの手が、私の太ももを掴んで引き寄せた。唇は私の首筋を這い、もう片方の手で乱暴に胸を掴んだ。

「いやだ……っ！」

　私は手元にあった小さなクッションを掴んで、カイの頭めがけて横殴りにした。

　ボスッ！

　何度目かの素振りのあと、思いの外、力一杯命中して、カイの顔がそれた。

　私はいつの間にかボロボロと涙を流していた。

「うう……っ」

　私は顔中を手で拭ってカイを押しのけて立ち上がると、呆然として顔を背けているカイをすり抜けて、部屋から走り出た。




　胸がドキドキして身体中に心音が響いている。

　カイが、私をずっと好き……？

　私だってカイを好き。だけど、あんなふうに噛みついてくるなんて、いったいどうしちゃったの？　カイを怖いなんて思ったのは、初めてだった。

　私は部屋に入ると、感極まってわんわんと泣き崩れた。
















カイの出奔







　ほとんど眠れないまま朝になってしまった。カイと顔を合わせるのが辛い。でもいつまでの部屋に籠もっているわけにも行かないので、外に出る準備をすることにした。

　洗面所で鏡を見てみると、首筋にたくさんのアザができていた。昨日、カイが唇で強く吸って私につけたアザだ。胸がズキンと痛んだ。

　私は、なるべく首元が見えない服を選んで着替え、身支度を調えた。




　部屋から廊下に出ると、ヴァイツ公が通りがかった。

「アディーラ姫、ちょうどよかった、朝食にしよう。広間に行こうか」

　私たちは最初にヴァイツ公に会った広間で、向かい合って座った。丸いお盆に、小さな小皿がたくさん乗った朝食が運ばれてきた。それをスプーンで少しずついただく。じっくり煮込んだ肉や、酸っぱい漬物など、食べたことのない料理ばかりだったけど、どれも美味しい。

　私は、いつカイが来るかとソワソワしていた。そんな私の様子を見て、ヴァイツ公は言った。

「カイは今朝早く、出ていったよ」

　え……っ!?

「誰にも何も言わず、部屋は綺麗に片付いていたから、しばらく戻るつもりはないのだろうね」

　ぐらぐらと視界が揺れた。私は、持っていた小皿を乱暴にお盆に落とした。食器がガシャン、と大きな音を立てた。

「あ、す、すみません」

　私はこぼれた料理をお皿に戻そうとしたけれど、うまく視点が合わない。

　カイが、私に黙ってどこかへ行ってしまった。私は、カイに捨てられてしまったの？





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　ヴァイツ公国に来て、３カ月が過ぎた。

　初めは、カイが戻ってくるんじゃないかと期待していたけれど、そのうち諦めの心境になっていった。

　ヴァイツ公は毎日私を連れ出してくれ、国内を見せてくれた。その間に私は、いろんな話をした。自分の生い立ちのこと、教区のこと、そして、カイとなにがあったかも。それを聞くと、ヴァイツ公は楽しそうに笑った。

「アディーラ姫は、彼の気持ちにほんとうに気づかなかったの？　そりゃあカイは辛かったろうね。ただ、そこで我慢できなくなるところがまだ若いな、ふふふ」

「笑わないでください、こっちは本気で傷ついたんですから……」

　私は毎日鏡を見ながら、カイが残していったアザを見つめていた。早く消えてほしいような、ずっと残っていてほしいような。今はもうすっかり跡形もない。それは、カイが本当にいなくなってしまったとの証明のような気がして、寂しかった。




　午後の晴れた日、ヴァイツ公と私は庭にあるバラ園を散歩していた。

「これからどうする？　アディーラ姫。考えは整理できたのかな」

「そうですね、ここに来たときよりは。本当は、ハーリカ王国にも帰ってみたいんです。教区やリマニ帝国、ヴァイツ公国といろいろ見てきて、ハーリカでは女性の地位がとても低いことがわかってきました。それを確かめに行きたいけれど、そうしたら二度と国から出してもらえないかもしれない」

「女性の人権意識の低い国だからね、特になにがあるかわからないだろうね」

「竜の眼を持ち続けたいかはわからないんです。でも、お母さまや私を追い出した王妃様のことは、許せません。そんな国のために働きたくはないという気持ちはあります。かといって、リマニ皇太子と結婚するというのも、安易な気がして……」

「それでは、もうひとつ選択肢をあげようか、アディーラ姫」

「え？」

「私と結婚するという選択肢だ」

「ヴァイツ公と私が？」

「そう。この３カ月、きみといろいろ話してきて、なかなか素直で向学心がある。私はきみを好ましく思っているよ。結婚してもいいと思うくらいにね。ただこの結婚には愛はない。私は、きみの持つバックグラウンドを大いに利用させてもらいたい。その代わり、きみもこの国を利用すればいい」

「私を利用するって、どうするんですか？」

「ハーリカと対等な取引をするためだよ。ヴァイツとハーリカは今、一触即発だ。竜果を自国のものにしたいハーリカは、いつ襲ってくるかわからない。しかしきみがいることで今、ヴァイツは攻撃を免れているんだ。万が一、攻撃しに来た竜がきみの手元に渡ってしまったら、ヴァイツは自国で竜を操れるようになるかもしれない。ヴァイツとしてはきみを引き留めておくことには大きなメリットがある」

「でも結婚したら竜の眼を失ってしまうかもしれないですよね」

　ということはつまり、私はヴァイツ公と寝るということだ。

「表向きはね。本題はここからだよ。こちらへ」

　ヴァイツ公は、私を以前連れて行った研究室へとまた導いた。




　長い階段を下り、地下なのに煌々と明るい研究室。いつ来ても不思議だ。

「ヴァイツは一見、農業国だが、実はリマニにもハーリカにも負けない、突出した化学技術があるのは、もう知っているね」

「はい、農業を効率化させるために研究を行い、そしてハーリカの竜果の木を枯らすことができる薬まで開発した……これまでもいろいろと見せていただきました。誰も知らないヴァイツの本当の姿ですね」

「そう、リマニは豊富な資源で、ハーリカは竜を独占することで、そしてヴァイツは化学を国の中心に据えているんだ。そしてこの薬が」

　ヴァイツ公は、小さな小瓶を差し出した。

「これを体内に入れれば、きみは一生、竜の眼を持ち続けられる」

「えっ？　そんなことができるんですか？」

「きみは、なぜ処女を失うと、竜の眼の能力を失うか、知っているか？」

「わかりません、考えたこともなかった」

「実は多くの人間が、αという病気に感染しているのだ。αは感染してもどこかが痛いといった症状は出ないが、持っていた竜の眼の能力を失わせてしまう」

「αという病気になると、竜の眼を失う？」

「そう、だからもし、性的な関係を持っても、相手がαに感染していなければ竜の眼はなくならない。そして」

　ヴァイツ公はニヤ、と笑った。

「この薬は、αの感染を防ぐことができる」

「じゃあ、私がこの薬を飲めば、処女を失っても、竜の眼を持っていられるということですね？」

「そうだ。だがこの薬の存在は、誰も知らない。きみが私の子どもを産んだとしよう。他国はみな、きみが竜の眼を失ったと思うだろうね」

「だけど本当は竜の眼を持っている……いつか、必要な時にその能力を使うことができるかもしれないんですね」

「そうだ。みんな油断しているだろうね」

「その薬、今いただけるんですか？」

　薬のことはちょっと怖いけれど、そんなことが可能なら、こんなに悩まなくてもいいかもしれない。

「私はそこまで甘くはないよ、アディーラ姫。この薬は私の切り札だ。きみが私と結婚するなら、薬をあげよう」

「まあ……、そう、ですよね。わかりました」

　ヴァイツ公は、とても親切なようでやっぱり計算高い。

「どうかな？　私との取引を選択肢に入れる気はある？」

「はい、まだ竜の眼をどう使うかは考えられないけれど、薬は魅力です。それに、私はヴァイツ公を尊敬しています。結婚するのも、いやじゃない」

「リマニ皇太子は泣くだろうね、彼のことはどう思っているの？」

　ヴァイツ公は楽しそうに笑う。

「どうって……、嫌いではなくなって、ちょっとかわいいかな、という感じでしょうか」

「カイは？」

　ズキ、と胸が痛んだ。

「カイは……、すごく信頼している人、でした」

　そして、司祭様は憧れだった。司祭様はどうしているんだろう。

「アディーラ、キスしていいかな？」

　ヴァイツ公は、一歩私に近づいて言った。

「結婚できるか、まず試してみようか？」

「……いいですよ。試しましょう」

　ヴァイツ公は私の顎を指で持ち上げると、かるく唇を重ねた。柔らかい唇が、触れ合うだけのキス。ヴァイツ公は私の様子をじっと観察していて、嫌がらないのを確かめると、私の腰をぐいっと引き寄せ、私の頬を支えながら、今度は激しく唇を重ねてきた。舌が私の口をこじ開け、絡ませながら吸いついてくる。舌と舌が行き交い、ヴァイツ公の舌が私の口の中をなで回す。

　私はどこか冷静に、ヴァイツ公のキスを受け入れていた。

「その冷静な顔が、ベッドの上でも変わらないのか見てみたいね」

　首筋がぞくりとした。でも私は、その言葉は聞こえない振りをした。
















王子再び







「アディーラ様、お客様がお見えです」

　夕方、部屋でくつろいでいると、声がかかった。お客様？　私に？　一瞬、カイが来たのかと思ったけれど、思い直した。カイならお客様じゃないはず。




　客間に行ってみると、待っていたのはハーリカ王子だった。クッションに腰をかけているけれど、そわそわと落ち着きなく動いている。私を見ると、サッと立ち上がった。

「あ、アディーラ、よ、よく来たね。いや、来たのはボクのほうか、ははは」

「あの、何の御用ですか？」

　初対面でいきなり抱きついてきたので、この王子にはいい印象がない。

「ねえキミ、なんでヴァイツにいるの？　ヴァイツ公と結婚するの？」

　いきなり単刀直入に聞いてきた。

「わかりません。お応えする義務もないですし」

「ハーリカのことは忘れてないよね？　ヴァイツは最近、竜果の値段をどんどん上げてるんだ。やめてもらうようにキミからお願いしてよ」

「なんで私が……！　ご自分でおっしゃったらどうですか？」

「ボクも言う、言うけど、キミが言った方が効き目がありそうじゃない？」

　私は呆れてしまった。こんな他力本願な人が王子なんだ。ハーリカは大丈夫だろうか。




「ハーリカ王子、いらっしゃい。初めましてですね」

　ヴァイツ公が部屋に入ってきた。年齢が違うせいもあるけれど、２人並ぶとますますヴァイツ公の貫禄が際立つ。

「ヴァイツ公、は、初めまして」

　妙にオドオドした王子の態度は、２国の立場を決定してしまったように思えた。

「最近、ハーリカ王国では新興宗教が勃興して勢力を広げているそうですね」

　ヴァイツ公が始めた何気ない世間話だけど、私には初耳だった。

「え、ええ。だから、ボクはアディーラを、アディーラさんを、連れて帰らなきゃいけないんです。竜の眼を持つ人間が国外にいるのは脅威ですから。竜果の支払いも厳しいっていうのに」

　ハーリカ王子はペラペラと本心を喋ってしまっている。どうしてこんな人が外交に来たのだろう。

「竜の眼がヴァイツにいるのが脅威というなら、どうです？　あなたがアディーラの処女を奪ってしまえばいいのでは？　よろしければ部屋を用意させますよ」

　私はびっくりしてヴァイツ公をにらんだ。

「えっ、いいんですか？　やりたい、したいです！」

　ハーリカ王子は力一杯前のめりで答えている。

「何言ってるんですか、冗談じゃないですよ！」

　私は慌てて反論した。

「ボクに逆らう気？　ボクに処女を捧げたら結婚してあげるよ、それでいいだろ？」

「結婚してあげるって……」

　なんて高飛車なんだろうと思ったところで、ハッとした。そうだ、聞きたいことを聞いてしまおう。

「王子、私がハーリカ現王の落とし胤だって言ってましたよね、それならあなたとは結婚できないのでは？」

「ん、ハーリカでは異母兄弟なら結婚できるよ」

「でも、あなたのお母様、ハーリカ王妃は母と私をお城から追放したのでしょう？　そんな人間が王子と結婚なんて……」

　と、私はちょっとしおらしく言ってみた。

「キミたち親子とのことは父上やボクに必死になって隠していたから、母上は気に入らないだろうけどね。ボクとキミが結婚したら父上は大喜びさ。だから問題ないよ」

　やっぱり王妃様が私たち親子を追い出したというのは本当らしい。もしお母さまが王城に残っていたら、病気で亡くなることはなかったかもしれないのに。

　さっきからニヤニヤしながら私たちのやり取りを聞いていたヴァイツ公が口を挟んできた。

「ハーリカ王国では、女性の意見は重視されませんからね」

　そこへすかさずハーリカ王子が突っ込んできた。

「だって当たり前だろう？　女の長い話なんか聞いていたら、国は成り立たないよぅ」

　お前が政治を担うよりはずっとましでしょうに！　と私は叫びたかったけど、ギリギリ我慢した。私も大人になったな。ヴァイツ公は相変わらずニヤニヤしながら私を見ている。……面白がっているんだ。そしてとんでもないことを言い出した。

「ハーリカ王子、アディーラ姫と寝ますか？　ご希望ならお部屋を用意させましょう。もしくは……今ここで、アディーラ姫を私に差し出しますか？　そうしたら竜果を融通してあげてもいい」

「えっ！」

　私とハーリカ王子は同時に叫んだ。恐らく、王子は竜果に関してヴァイツ公と交渉すること、そして私を連れ戻すか竜の眼を失わせるかのふたつのミッションを与えられてきたのだろう。そしてそれをわかっているヴァイツ公が、ハーリカ王子を試したのだ。

「うーん、どうしようかな」

　ハーリカ王子は、チラチラと私を見ながら値踏みをしている。即答できないということは、私と寝たいという下心があるのだろう、気持ちが悪い。

　ハーリカ王子は、パッと明るい顔になって、何かがひらめいたという顔をした。




「ヴァイツ公、それじゃあ、最初にアディーラ、さん、としてください。ボクはその後で彼女とやります！」




　あっははははは！

　ヴァイツ公は大爆笑した。

　ボコッ！

　私は思わず、ハーリカ王子をグーで殴ってしまった。

「あなたね、人をなんだと思っているの！　そんな人が王子だなんて、ハーリカもおしまいだわ！」

「な、何をするんだよ、王子に向かって！」

「王子ならもっと国民を大事にしなさいよ！　ヴァイツ公、私はこんな人に触りたくないですし、交渉のネタにされるのもごめんですから！」




　私はプリプリ怒って部屋を出た。

　するとヴァイツ公は笑いながら私の後をついてきて、腕を掴んで耳元で言った。

「ネタにして悪かったよ。噂通りの暗愚な王子だったね」

「王子が迷わず私と寝るっていったらどうするつもりだったんですか！」

「そのあとのことはきみの采配次第だよ、どうなろうと私は知らないね」

　そうだった、ヴァイツ公は肝心なところで冷たい。

「まあ待ちなさい、まだもうひとり、きみに来客だよ」

　ヴァイツ公は、私の腕を引いて隣の棟の一室に私を案内した。

「お待たせして申し訳ない、アディーラ姫をお連れしましたよ」

　部屋の中央には、かしこまって部屋の中で座っている人がいた。フワフワの金髪に甘い香水の香り。リマニ皇太子だ。

「ヴァイツ公、先日は我が国までご足労いただき、恐縮至極にございます。なんのおもてなしもできず、母に代わりましてお詫びを申し上げます」

　リマニ皇太子の、今まで聞いたこともない、かしこまった挨拶にびっくりしてしまった。こんな対応ができる人なんだ。

「リマニ皇太子、ヴァイツは初めてでしたか、アディーラ姫に案内させましょう。ゆっくりなさってください。私は失礼いたしましょう」

　なんでここでリマニ皇太子と二人きりにするの？　ヴァイツ公はニヤニヤしながら出て行ってしまった。すっかり面白がっているみたい。私があっけにとられてヴァイツ公が出ていった扉を見つめていると、いつの間にかリマニ皇太子が私の真後ろに忍び寄っていた。

「アディーラ……会いたかった」

「ギャッ！」

　私は驚いて奇声をあげた。リマニ皇太子は私を後ろから抱きしめると、髪に顔を埋めて言った。

「ヴァイツの民族衣装もかわいいね、ああ、でも匂いは前と同じだ……」

「ちょっと、さっきのすました態度はどこへ行ったんですか！」

「僕だって公の場では真面目な顔もできるんだよ。あ、耳だ、美味しそうだから食べちゃえ」

　リマニ皇太子は唇で私の耳を探し当てると、そのままパクリと口に含んだ。

「ひゃっ……」

　私はくすぐったさに身体をこわばらせた。

「そうそう、その声、反応……恋しかったよ、ずっと」

　彼は耳たぶを噛んだり、舌を這わせたりして、私の耳を弄んでいる。

「んんっ……、やめっ！」

　私が腕を振りほどこうとすると、予想外にも彼はパッと手を離した。私は勢い余ってヨロヨロとよろめいた。

「それもそうだね、ここは応接室のようだから、誰が来るかわからない。僕の部屋へ行こう。さっき案内されたんだ。ちゃんとベッドも置いてあったよ」

　リマニ皇太子は嬉しそうに私の腰を抱くと、スタスタと廊下に出た。

「木造の部屋はねー、声が外に漏れちゃうから、あんまり大きな声は出しちゃダメだよ」

「ダメだよ、じゃなくて、しません、そんなこと！」

　私は彼の腕の中から抜け出そうともがいるけれど、いつも通りまったく効果がなかった。

　バタン、と乱暴に扉を開けて、部屋に入った。中にはベッドがふたつ並んでいる。その手前のベッドになだれ込むと、リマニ皇太子は私に覆い被さって、チュッチュとキスを降り注いだ。

「ちょ……っ待って、まっ」

　彼は私の両手首を掴んで動けないようにすると、構わず私の顔中に口付けを繰り返した。

「この前の続きをする？　まさかヴァイツ公に処女をあげてないよね。まあいいや、もしそうなら、今日は僕としようよ。竜の眼はまだ持っていたい？　どうする？」

　何か答えようとしても、リマニ皇太子が口に吸い付いてきてちゃんと返事ができない。

「ん……、んんっ、待って、皇太……っ」

　暴れようとしている私をガッチリと押さえつけて、彼は頬に、口に、首にとキスを降らせ続けていた。




　突然、部屋の奥から声がした。

「あのー……」

　リマニ皇太子が動きを止めて、声の方を見る。私もようやく彼の顔が離れて視界が広がった。

　視線の先には、なんとハーリカ王子がいた。
















ヴァイツ公のお遊び







「王子？　どうしてここに」

「どうしてって、ここはボクの部屋だもの」

「アディーラ、このかたは？」リマニ皇太子が聞く。

「ハーリカの王子です」

「ああ、初めまして、僕はリマニ皇太子です。野暮なところを見られてしまいましたね。ねえ、アディーラ？」

　リマニ皇太子は軽やかに言った。なにが「ねえ」よ、半分私のせいにするつもりなんだ。彼は言うだけ言って、また愛撫を再開しようとした。

「ちょっと、リマニ皇太子、部屋を間違えたんじゃないですか？」

「いや、僕はこの部屋に通されたよ。ほら、荷物もある」

　彼は顎でトランクの場所を指し示した。

「ボクもさっきこの部屋に案内されたんです」

　２人が同じ部屋なんてありえないけど、間違いじゃないのだとしたら、ヴァイツ公が仕組んだのかもしれない。

「ボク、見ていていいですか？　すごいですね、なんだか興奮しちゃう」

　ハーリカ王子がとんでもないことを言い出した。

「僕は構わないよ、アディーラの身体は綺麗だから、みんなに見てもらうといいよ。触れていいのは僕だけだけどね」

　もはやチュッチュとキスを再開しながらリマニ皇太子が言った。

「ちょっと、ふざけないでください！」

「身体、綺麗なんだ。ボクも見たいなあ。ねえ、アディーラはもう処女じゃないの？　それとも今からするの？　ボクもしたいなあ」




「アホか変態！」




　私は思わず叫んだ。

「リマニ皇太子も、いい加減にして！　ここでやめないなら、あなたとの結婚なんて絶対なしです！」

　ピタッと彼の手が止まった。

「それは困る。僕の生きがいはきみと結婚することなのだから、それがなしになるなんて耐えられない」

　リマニ皇太子がのしかかっていた身体を起こし、私は自由になった。なんと「結婚しない」は伝家の宝刀だったのだ。もっと早く使えばよかった。

「ボクは今やれるなら結婚しなくていいから、ボクとしようよ」

　ハーリカ王子がまったく空気の読めないことを言って近寄ってきた。

「ちょっと待って、アディーラは僕のものだから、そんなのだめだよ」

「でも、結婚するから今はしないんでしょう？　ボクはアディーラを連れて帰るか、処女を奪って竜の眼を失わせないといけないんだ」

　またもや王子はペラペラとミッションを話している。人をなんだと思ってるんだろう。そこへリマニ皇太子が、元気よく言った。

「じゃあこうしよう、今から物陰に行ってアディーラと結ばれてくるよ。アディーラはここでするのが恥ずかしいんだろ？　物陰に行こう、物陰」




「アホかーーーー!!」




　私は力一杯叫んだ。

「物陰だろうがここだろうが、しません！　それにハーリカにも帰らないし、ハーリカ王子のミッションに協力する気はありませんから！」

　私はプリプリと怒って、ベッドから降りて扉へ向かった。

「そんなの困るじゃないか、ボクの評価が下がっちゃうよ」

　ハーリカ王子がだだをこねている。私は扉の手前で振り返って言った。




「知るかっ！」




　私は、思いっきりバタン！　と扉を閉めて出てきた。ああ、なんなんだろう、いったい。





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　部屋に戻ると、夕食の用意ができたと知らせが来た。全員で晩さんということらしい。私は、具合が悪いと言って辞退して、そのままベッドに入った。ああもう、なんなんだろう、みんな。もっとちゃんと考えてほしい。……カイ。カイだったら、こんなふうに私をモノ扱いしないのにな。私は、なにかというとカイを思い出すクセがついている。

　カイとは、よく一緒にベッドに入った。子どもの頃はもちろん、熱を出したとき、悲しいとき、私がねだるといつでも一緒にいてくれた。ふかふかのおふとんで、カイの体温を感じながら眠りにつくのは、とても気持ちがよかった。怖いことも、いやなこともなくなる気がした。

　そう、こんなふうにカイの腰に手を回してギュッと抱きつくと、そっと頭を撫でてくれるんだ……。

「意外と大胆なんだね」

　不意に声がした。……あれ？　気がつくと、薄明かりの中、私はベッドで誰かにしがみついていた。いつの間にか眠ってしまっていたのだ。カイだと思っていたけれど、そういえばカイよりも少し小柄な気もする。相手の手が私の背中をまさぐり、強く抱きしめてきた。私の両足の間を割って足を絡ませてくる。顔を上げてみると、それはリマニ皇太子だった。

「キャーッ！　なんで私のベッドにいるんですか！」

　私は叫び声を上げて、腕から逃れようと、抱きついていた腕をほどいて、身体が離れるように腕を突っ張った。

「きみ、夕食に来なかっただろ？　だから僕が運んできてあげたんだよ。そうしたらスヤスヤと眠っているから、一緒に入らせてもらったんだ」

「入らせてもらったって……！　勝手なことをしないでください！　夕食だって、他の人に持ってこさせればいいのに」

「それが、ヴァイツ公が、人員が足りないから持っていくなら自分で行ってって言ったんだよ。だから皇太子自らがお盆を抱えてやってきたわけさ。食器をお盆で運ぶって、意外と難しいね」

　皇太子が来ればどういうことになるのかわかっているくせに、ヴァイツ公め。

「お腹空いてるよね？　せっかく持ってきたから、食べなよ」

「いりません、出ていってください！」

「なんで？　もったいない、じゃあ口移しで食べさせてあげるね」

　リマニ皇太子は、サイドデスクに置いてあるお盆からスープを口に含むと、おもむろに顔を近づけてきた。

「キャーっ！　やめて、やめて！　自分で食べます！」

　ごくん、と飲み込むと、リマニ皇太子はつまらなそうに言った。

「なんだ、じゃあせめてお礼をしてよ」

「なんで頼んでもいないことをされて、お礼をしなきゃいけない……んぅっ！」

　がぷりと唇に食いつかれた。両腕ごと抱きしめられていて、うまく動けない。両足の間に割り込んできたリマニ皇太子の足が、どんどん深くまで入り込んでくる。すぐに彼の熱く、固いものが私の身体に入りたそうにすり寄ってきた。

「や、やめて……！」

「ああ、アディーラ、気持ちいいな……アディーラの中に入れたら、どんなに幸せだろうな。ねえ、腰が動いてるよ。僕を欲しい？」

「いらないです」

「冷たいな」

　リマニ皇太子はぴったりと身体をこすり合わせながら、傷ついたふうでもなく言う。

「お願いです、少し考えたいんです。皇太子のこともちゃんと考えますから、こういうのは困るんです。何かされればされるほど、躊躇してしまう」

　彼は私の真剣な顔を見ると、動きを止めた。じっと私の瞳を見つめている。

「わかった。でも覚えておいて。僕はきみが好きだ。ほかの誰かに取られるかもしれないと思ったら、たまらないんだ」

　そんなふうに言われて、私はどうすればいいんだろう。

「わかりました」

「じゃあ最後にキスしていい？　それ以上はしないから」

　今さら確認するのか、と思ってしまったけれど、ここで断るのは可哀想な気もするし、これで区切りがつくならいいか、という気もした。

「いいですけど、軽くですよ」

　言い終わらないうちに、口を塞がれた。ついばむように、何度も何度も私の唇を軽く噛んだ。少し離れては、また名残惜しそうに唇を重ねてくる。

　こんなふうにされると、この人は本当に私のことが好きなのかもしれないな、と思う。
















三すくみ







　なかなか終わらないリマニ皇太子のキスをなんとかいさめて、私は部屋を出ようと扉を開けた。

「あっ！」

　廊下には、跪いて鍵穴から部屋を覗き込んでいるハーリカ王子がいた。私がこちらに向かってくるのは見えていたはずなのに、逃げることすら思いつかなかったようだ。

「……なにしてるんですか、こんなところで」

　王子は慌ててせかせかと答える。

「キミが処女を失うところを確認してたんだよ、あともう少しだったねっ」

　私は呆れて、ものを言う気力もなかった。そのまま無視して、廊下を歩き始めた。

　部屋にいたらリマニ皇太子のキスが止まらなさそうだったので、つい部屋を出てきてしまったけれど、皇太子を残して出てきてしまったので、部屋に戻りづらい。どうしようと思いながら、ウロウロと屋敷の廊下を歩いていると、ヴァイツ公にバッタリ会った。

「アディーラ姫、体調はもういいのかな？」

　心配しているふうでもなく、ニコニコと笑いながら話しかけてきた。

「おかげさまで、っていうかヴァイツ公、リマニ皇太子に食事を運ばせたりして、楽しんでますね？」

「フフフ、そうだね、きみがどう対応するか興味深くてね。少し話そうか」

　ヴァイツ公は私をいつもの部屋へと連れて行った。




　もう夜も更けて、あたりはキーンとした静けさが広がっている。部屋にはパチパチと燃えるかがり火が揺れていた。

「しかし面白いね、ひとりの女性をめぐって、二国の王子やら皇太子やらがヴァイツにやってくるとは」

　ヴァイツ公は、クッションの上にだらりと腰をかけ、私はその向かいに座った。

「誰がいいのか心は決まった？」

「とりあえずハーリカ王子だけはありえないことがわかりました」

　ははは、と楽しそうにヴァイツ公が笑ったあとに、キッと真面目な表情になった。

「ハーリカ王国はいよいよ厳しいよ、アディーラ姫」

「えっ？」

「新興宗教がどんどんと勢力を増して、王城に迫る勢いだ。一部暴徒と化しているところもあると聞く」

「暴徒？　武器を持っているということですか？」

「そういうことになるね」

　私はちょっといやな予感がした。

「ヴァイツ公……、もしかしてその新興宗教って、ヴァイツ公が支援しているんじゃないですか？」

　ヴァイツ公が一瞬目を見開いて、ニヤリと笑った。

「勘がいいね」




　何百年もの間、教区はリマニ帝国とハーリカ王国をつなぐ、唯一の宗教組織だった。それまで、両国はまったく別の宗教を信仰していたけれど、それを合体させてまったく新しい宗教を作り上げたのだ。その権力を誇示することで、両国の平和を保ってきた。ハーリカに新興宗教が生まれたということは、教区の地位も危ういということになる。

　そしてその宗教を支援しているヴァイツ公は、徹底的にハーリカを追い込むつもりなのだ。

「ヴァイツ公、あなたは長い時間をかけて、ハーリカを潰す計画を立てていたんですね。まずは竜果の木を枯らせて国力を弱め、なるべく自分からは手を下さずに、最後のとどめだけを刺そうとしている」

　私は考えつくことを正直に言った。

「仕掛けていたのは、それだけじゃないよ。種はほかにも蒔いている。なんでも保険は必要だろう」

　平然と言ってのける。ヴァイツ公は本当に恐ろしい人だと思った。

「リマニ帝国にも同じような仕掛けをしているということですか」

「そんな無鉄砲なことはしないよ。言っただろう、人の恨みを買うよりも恩を売ったほうが得になると。女帝は話のわかる人だ。長く付き合い信頼関係を構築する価値がある。一方でハーリカはどうだ？　あの王子を見てもわかるだろう」

　確かに、私も女帝は素敵な人だと思う。引き換え、お母さまや私を国から追い出した王妃様や王子を考えると、母国とは言え愛情を注ぐのには躊躇してしまう。

「ヴァイツ公、こういう緊縛した状況だから、本当は私に早く心を決めてほしいんじゃないですか？」

　そう聞くと、ヴァイツ公は手元に置いてあったお盆からお酒を注ぐと、舐めるように口をつけた。

「本音を言えばそうだろうね、女帝も同じく。もちろん皇太子も。それに、可能ならみな自国を選んでほしいと思っているさ。竜の眼を持っているにしろいないにしろ、きみは利用価値が高い。だからこそ、きみの意思を尊重しているのさ。だがきみがどうするかは不確定要素として戦力に入れないでおけばいい。きみは戦況を見つつゆっくり決めればいいさ。もちろん、そういう気持ちになったのは女帝も私も、きみを気に入ったから、ということもあるだろうね」

　最後に急に褒められたので、ちょっと恥ずかしくなってしまった。

「ありがとうございます、でも私との結婚はビジネスなんですよね？」

「嫌いな人間と結婚する気はないさ、さすがにね。だが権力者の婚姻はビジネスだよ。損益を考えなければならない」




　後ろで、ぐわん！　とお盆が床に落ちる音がした。驚いて振り返ってみると、リマニ皇太子が青ざめた顔で立っている。律儀に夕食のお盆を返しに来たのだろう。

「ヴァイツ公……っ！　あなたもアディーラにプロポーズしたのですか！」

　わなわなと震えながら叫んだ。私とヴァイツ公は向かい合っているのだから、リマに皇太子が来たことは、ヴァイツ公には見えていたはずだ。また面白がって黙っていたんだ。

「そうですね、リマニ皇太子。アディーラ姫の魅力にあらがえなくて、私も名乗りを上げました」

　リマニ皇太子は駆け寄ってきて、膝をつくと私の両肩を掴んだ。

「アディーラ、彼はあなたを利用しようとしているんだよ。きみを本当に愛しているのは僕だ、騙されないで！」

　ヴァイツ公はすでにくっくと楽しそうに笑っている。

「リマニ皇太子、落ち着いてください。肩が痛い、お願い離して」

　もみ合っているうちに、ハーリカ王子が部屋に入ってきたのが見えた。

「ヴァイツ公もアディーラを狙っているの？　じゃあヴァイツ公とリマニ皇太子と、どっちとやるの？　どっちでもいいけど、その後はボクにもさせてね」

　王子の相変わらず突拍子のない発言に、もう怒りも湧いてこない。私はリマニ皇太子の手を払うと、立ち上がった。

「まだ答えを出すつもりもないし、あなたたちの中から決めるつもりもありません。ほかにもっとステキな方がいらっしゃるかもしれないですしね。私はもう今日は休みますので、誰にも部屋に来ないでくださいね」

　私は彼らに一瞥を与えると、早足で自室へと向かった。
















皇太子のいたずら







　私はそれから数日間、リマニ皇太子にもハーリカ王子にも関わるのが面倒くさくて、なるべく顔を合わせないように避けていた。食事の時間は少しずらして別の部屋で取らせてもらったり、廊下で姿を見かけるとサッと隠れたり。それはそれでけっこう面倒くさい。早く２人とも国に帰らないかな。

　でもその日は意外に早く訪れた。




　私が廊下を歩いていると、ヴァイツ公に引き留められた。

「アディーラ姫、ちょうどよかった。今、ハーリカ王国から連絡があってね、至急王子に帰国するようにと」

「とうとう帰るんですね、よかった！」

　私は思わず本心を口にしてしまった。

「喜んでばかりもいられないよ、ハーリカ王子は使命の一つも達成できていない。帰国までに焦って収穫しようとするかもしれないね、もっとも簡単なのはきみの処女を奪うことかな」

　私はゾッとした。




　そこへタイミングよく、ハーリカ王子の声がした。

「ヴァイツ公、アディーラに会いたいんですが！」

　大声を上げながらドタドタと歩いてくる音がする。ヴァイツ公の言ったとおりだ！

「王子、アディーラ姫はここですよ」

　なんとあろうことかヴァイツ公は、ハーリカ王子を呼び寄せたのだった。

「ヴァイツ公、ひどいじゃないですか！　婚約者候補を守ろうって気持ちはないんですか？」

　私は思わず責めた。すると意外なことにヴァイツ公は、冷ややかな目で言った。

「困難に自分ひとりで立ち向かえないような人間を妻にするつもりはないよ」

　その答えはショックだ。自分はなんて甘えた人間なんだろう、恥ずかしくて私はヴァイツ公をおいてそのまま逃げ出した。

　どこへ逃げたらいいのか、自分の部屋はハーリカ王子のいる方向だ。迷っているうちに、どんどんと王子の声が近づいてきた。まずい、このままでは追いつかれてしまう。キョロキョロと隠れる場所を探していると、突然横の扉が開いて、「こっちへ」と扉の中へと誰かに連れ込まれた。

「きゃっ！」

　扉は、物置らしく、狭くて暗くて、ゴチャゴチャとものが置いてあるようだ。暗くてなにも見えないけれど、目の前にいるのは、この香水……リマニ皇太子だ。

「ここでハーリカ王子がいなくなるまで隠れているといいよ、アディーラ」

「リマニ皇……」

「しっ！」

　皇太子は私の口を押さえた。外からは、ドスドスと足音を立ててハーリカ王子が近くまで来ている。

「アディーラ、どこですかー？」

　王子は私が答えるとでも思っているんだろうか。早く通り過ぎて、と思いながら息を潜めていた。なのにどうしたことか、ハーリカ王子は扉の向こう側でウロウロしていて動かない。

　ふと、リマニ皇太子が私の首筋を指で撫でた。狭い物置の中、気づけば皇太子は私の後ろに寄り添っている。指がするすると首筋から降り、胸元へと滑り込んできた。

（ちょっと……、やめてください、こんなときに！）

　私は声に出せない代わりに、彼の腕を掴んで必死に抵抗した。でもあまり動くと、ものや扉に身体が当たって音を出してしまいそうだ。そんな躊躇を皇太子はちゃんとわかっているらしい。耳に舌を這わせて愛撫を始めた。

「……！」

　私は声を出さないように必死で耐える。皇太子の片手は、すでに胸元から私の胸を探り出して、指で弾いたり、優しく揉んだりして弄んでいた。もう片方の手は、じりじりとスカートをまくし上げて、敏感なところを撫でている。

「……！　……！」

　声をあげないよう、物音を立てないよう、私は必死に耐えた。扉の向こうでは、まだ私を捜すハーリカ王子の気配がする。

　リマニ皇太子の指が、優しく行き来しながら、私が「守らなければいけない」場所をサラサラと撫でている。もう片方の手で、すっかり硬くなった胸の突起を弾いていた。なんども、なんども。私が耐える様子を楽しんでいるのだろう、耳たぶを甘噛みしながら、神経を私の身体に集中させているのがわかった。




　しばらくすると、ようやくハーリカ王子がドタドタと目の前から去って行った。助かった……！

「リマニ皇太子、離してくだ……」

　言いかけたところで、顎を引き寄せられ、唇から舌が侵入してきた。もう片方の手は、いっそう速さを増して動かし続けている。

「ん……んぅっ！」

　ぴちゃ、くちゅ……リマニ皇太子の指先から、みずみずしい音が流れ出す。

「いや……、やめて、こんなときに」

「こんな暗いところで身体をくっつけあって、きみの香りを浴びて、黙っていられるわけがないよ。ああ、いやらしい匂いがしてきた」

　私は身体をよじって皇太子から逃れようとした。

　ガタンっ！

　扉に身体をぶつけ、その反動で扉が開き私は廊下へ転がり出た。




　私はそのまま駆け足で部屋に戻ろうとした。あともう少し、というところで、見つかってしまった。

「あっアディーラ、いた！」

　遠くからハーリカ王子が叫び、ドタドタと走り寄ってきた。

「アディーラ、ボク、帰らなくちゃいけないんだ。まだ誰ともしてないでしょ、今からボクとして！　処女をちょうだい！　大丈夫、すぐ終わるから！」

　相変わらず気持ちの悪い発言を連発している。私は、リマニ皇太子やヴァイツ公への苛立ちが重なって、駆け寄ってくるハーリカ王子に向かって、思いっきり拳を振り出した。




　パキッ！




　いい音を立てて、私の拳は王子の眉間に刺さった。

「いい加減にして！　あなたの顔なんか見たくもない、さっさとハーリカに帰れ！」

　顔を押さえて悶絶しながらうずくまる王子を横目に、私はドスドスと闊歩して自分の部屋へ向かった。




　その様子を遠くから見ていたらしいヴァイツ公が、楽しそうにやってきた。

「気が強くていいね、アディーラ姫、見ていて飽きないよ」

　私は、ヴァイツ公をキッとにらんだ。

「ありがとうございます、もう男の人が嫌いになりそうです！」

「そう？　じゃあもう教区の司祭のことはどうでもいいかな？」

　突然、司祭様の話になって私は一瞬混乱した。その様子を見てヴァイツ公は、私の返事を待たずに話を続ける。

「例の新興宗教が、教区に入ったよ。ハーリカではかなり勢力を伸ばしていて、その勢いで教区を襲ったらしい。ハーリカ王子が呼び戻されたのも、そのせいだ」

「……教区が襲われる？」

「同じ宗教団体だからね、矛先が向かうのは不思議じゃない。それに教区はハーリカのトップと深い関係にある。いずれは手をかけるだろうと思っていたよ」

「教区は今、どうなっているんですか？」

「さあ、私も詳しいことは知らないんだ。ただかなりの混乱状態にあると聞く」

　私は、いても立ってもいられなくなった。

「私……、教区へ帰ります！　みんなが危ない目に遭っているのに、遠くで見てなんかいられない」

「お好きなように、と言いたいところだが、今は命の保証ができない場所になっている。とはいえ無理に引き留めても、きみは暴れて逃げ出すだろうね」

　いつものように冷たいことを言われると思っていたのに、少し意外だった。

「ヴァイツ公、私……」

「今から教区に密偵を出すところだ。一緒に行くがいい。それから、なにかあったらこれを」

　ヴァイツ公は皮でできた筒を私に手渡した。

「私への親書だ。ヴァイツに来ればこの手紙は間違いなく私のところへ届く。持っていきなさい」

　ヴァイツ公は、きびすを返して歩いて行った。私はその背中に叫ぶ。

「ありがとうございます！」
















教区の終焉







　教区へ向かう道中、私はどうしたいんだろうと考えていた。ずっと私は響手になるんだと思っていた。自分の身体と技術、知識を使ってリマニとハーリカをつなぎ、調和を図る役割を担うんだと思っていた。それなのに、実際に響技を体験してみたら、意外と冷静になれなかった。もっと技術を磨いたら、リマニ皇太子のアプローチも軽くかわせるようになったんだろうか。

　だけど突然自分の立場がガラリと変わって、三国の権力者から求婚をされているなんて。ハーリカ王子は論外として、リマニ皇太子かヴァイツ公か、選ぶときが来るんだろうか。リマニ皇太子の情熱はありがたいしかわいいと思うけれど、押しが強すぎてちょっと怖い。ヴァイツ公には尊敬と畏怖の念。ハーリカ王子は論外。

　結婚なんて、考えたこともなかった。でも、もしするなら自分はどういう関係を望むんだろう。たぶん、なんでも話せて、なんでも見せられる、一緒にいて安心できる人？　竜の眼を失っても（といっても今のところ使う予定もないのだけれど）、いいと思える相手。

　今、思いつくのはカイだ。私は、カイには大抵のことは話せたし、カイもちゃんと聞いてくれた。相手がカイだったら、環境が変わってもきっと一緒になんとかできる。

　だけど、その信頼関係はもう壊れてしまったのだろうか。カイは私を理解しようとしていたのに、私はカイを何もわかっていなかった。カイが私を想ってくれるのは当たり前だと思っていたのだ。なんて甘えだったんだろう。自分の至らなさも情けなかったし、カイが最後に私を許してくれなかったことにも傷ついた。カイは今、どこにいるんだろう。もしかしてもう誰かと一緒なのかなと思うと、ツキンと胸が痛んだ。




　明け方に教区に入って、私は愕然とした。

　あの美しく整然としていた様子は跡形もない。家の窓ガラスは割れて、木々は引きちぎられ、道路にはゴミや何かの残骸が散らかっている。放火もあったのか、焦げ臭い。焼け跡が残っているところもある。

　途中、カイと住んでいた家の前を通りがかった。扉は壊されて開けっ放し、家の中が丸見えになっている。机やイスがひっくり返っていて、一目で荒らされていることがわかった。それが、もうカイとの仲は修復しないのだと言われているようで胸が痛い。

　司祭様やプリスカはどうしているんだろう、私は急いで響授館に向かった。

　中庭には、一匹の竜が火を噴いて暴れていた。教区を守るために派遣されたのだろうか、でも兵士はどこにもいない。反乱軍に倒されてしまったのだろうか。




　ギャアアアアァァ！




　竜は叫びながら、翼をはためかせている。よく見ると、柱の陰でしゃがみ込んでいる少年がいた。私は駆け寄って声をかけた。

「どうしたの？　大丈夫？」

　少年はガタガタと震えている。

「僕は竜使いの訓練中で、まだうまく竜を扱えないのに。教区が危ないから助けに行けって言われたんだ。やっぱり竜が暴れ出して、どうしたらいいのかわからない」

　ハーリカは、こんな少年をひとりで派遣するほど混乱状態なのだ。

「わかった、ここは私がなんとかするから、待ってて」

　私は少年の肩をポンポンと叩くと、立ち上がって竜のほうへ向かった。竜は相変わらず興奮して叫んでいる。私は静かに近寄って、竜に話しかけた。

「どうしたの？　大丈夫、落ち着いて」




　ギャアアアアアアアアア！




　竜は興奮して、邪魔者を追い払うかのように翼で私をはたいた。

「キャッ！」

　私は吹き飛ばされて、地面に打ち付けられた。

「痛……」

　身体を支えた手のひらは砂ですり切れて、ジンジンと熱い。竜はなおかつ私に向かって近づいてきて、もう一撃を浴びせようとしていた。

　怖い。

　竜の眼を持つなんて言われて、いい気になっていたんだろうか。目の前で、竜はつんざくような雄叫びを上げた。今ここで火を噴かれたらどうしよう。




　キエエエエエ！




　もうダメだ、と絶望的な気持ちになりながら、私はなおも食い下がった。

「お願い、落ち着いて。誰もあなたを傷つけないから……！」

　すがるように言った。




　シャーっ




　竜が威嚇の叫び声を上げて、私に向かってきた。もうダメだ……！私はギュッと目をつぶった。




　……。火を噴かれるか、爪で引き裂かれるすると思って身構えていたけれど、なにも一撃が来ない。私はうっすらと目を開けた。

　すると目の前で竜が私の顔を覗き込んでいる。まるで「お前は誰だ？」と言っているように、じっと私を見つめていた。




「私はアディーラ。ハーリカから来たのよ。昔、お前と同じ竜の子と友だちだった」

　と、伝わるかわからない自己紹介をしてみた。

　すると竜は「グウ」とうなり、目を細めた。伝わったのかな、私は恐る恐る片手で竜の頬を撫でた。

　竜は目を細めてすり寄ってきた。

「「ありがとう、驚かしてごめんね。いい子ね、ここでちょっと待っていて。彼の言うことをよく聞いて」




　落ち着いてあたりを見回してみると、綺麗に育てられていたはずの芝生も掘り起こされて、ここそこに小さなたき火のようなものがパチパチと火をくすぶらせていた。なにかの焦げた匂いが風に乗ってくる。バサバサと紙切れが舞う。

　これはすべて竜の仕業なのだろうか。それとも反乱軍のせいか。恐らく、両方だ。あちこちについている焦げあとは、「竜の眼」を持たない人たちが竜を扱うのがどれだけ大変かを物語っていた。

　反乱軍は、竜に対抗できずに引き上げてしまったのだろうか。

　私は走って司祭様の部屋へ向かった。響師の人たちの個室は、響授館の一番奥にあり、なかなか足を踏み入れることはできない。せめてここがまだ無事ならいい。奥へ進めば進むほど、緑の残っている箇所が増えてきて、床に散乱したものも静かに減っていった。でも、どこを見回しても人気がない。みんなもうどこかへ避難したのだろうか。どこかといっても、どこへ……？




　司祭様の部屋の扉の前で私は叫んだ。

「司祭様、司祭様！」

　扉を開けようとしても、鍵がかかっている。司祭様ももうここにはいないのかもしれない。諦めてほかの場所を探そうと思い、扉から離れたところ、カチャリ、と扉が開く音がした。

「アディーラ……！」

　扉の隙間から、司祭様が現れた。美しい銀髪がサラサラと流れて、今まで通り神々しい。私は思わず駆け寄った。司祭様は私を受け止めて、抱きしめてくれた。ああ、司祭様の香りだ。司祭様の腕やサラサラと流れる髪に、司祭様との響技を思い出して、全身がざわついた。

「どうしたんですか、こんな危険なところに」

「教区が反乱軍に襲われたと聞いて、ヴァイツ公国から来たんです。司祭様、みんなは？」

「上層部の者たちの多くは捕らえられました。響科生の中には、まだここに残っている者も。あなたと仲のよかったプリスカもいますよ」

　司祭様はそう言うと、扉を開けて私を招き入れてくれた。部屋の奥から、プリスカが駆け寄ってくる。

「アディーラ！」

「プリスカ！」

　私たちは駆け寄って抱きしめ合う。よかった、プリスカ。本当に無事でよかった。

「ここを出よう、プリスカ。今なら誰もいないよ」

「出ても行く場所がないよ。故郷はここから遠くて、とてもじゃないけどたどり着けない」

　珍しくプリスカが弱気になっている。無理もないことだけど、それほど大変な目に遭ったのだと思うと胸が痛い。

「大丈夫、外に竜がいるから、それに乗って、ヴァイツに行こう。公に会えるように手紙を渡すよ」

　私は、司祭様から紙とペンを借りて、プリスカほか教区の人たちを匿って欲しい旨をしたためた。

　心配するプリスカをなだめ、残っている響科生数名と一緒に竜使いの少年のところに向かった。

「待たせてごめんね、ひとつお願いがあるの」

　私は少年と目線を合わせるために、彼の目の前でしゃがみ込んだ。

「この人たちを、ヴァイツまで送り届けてもらえるかな？」

「ヴァイツ公国？　そんなところ、行ったことがないよ！」

「大丈夫、ヴァイツはここから東に向かえばいい。歩くと一晩かかるけど、竜ならすぐ着くと思う」

「竜なんかに乗っていったら、攻撃されちゃう」

「竜は貴重な生きものだから、こちらが攻撃しない限りは襲われないよ、大丈夫。それにヴァイツ公からの親書をあげるね、それを見せればむしろ守ってもらえるよ、安心して。ここにいる方が危ないかも」

「だけど、こんなに何人も乗せられないよ。せいぜい２人が限度だ」

「そうだよね、無理しないでいいよ、何度か往復してくれてもいいし、それが怖かったら、ヴァイツ公にお迎えの兵士を送ってくれるように伝えて。私も手紙を書くから」

　私は逸る気持ちを抑えながら、少年と向きあった。

「それから、ヴァイツに着いて、そのままそこで暮らしたければそうすればいいし、ハーリカに戻りたければ、そうすればいいよ。ヴァイツはいいところだから、きっと君も気に入ると思う」

　少年は覚悟を決めたようで、ゆっくりとうなずいた。

「わかった」

　私は嬉しくなって、彼の手を握って言った。

「ありがとう！　きっとみんな、君への感謝は忘れないと思う。でも、決して無理はしないでいいからね」

　と私はちょっと矛盾することを言った。ごめんなさい。

「あともう一人、連れてくるから、君は先にヴァイツに向かっていて。あとこれ、着いたらヴァイツの人に渡して。ヴァイツ公に届けてもらえるはず。私からの手紙も入っています」

　私はヴァイツ公からもらった皮の筒を少年に渡した。

「なくさないように、大事に持っていてね」

　そして大人しくなった竜のほうへ向かうと、その頬を撫でながら言った。

「みんなをよろしくね。竜使いの子の言うことをよく聞いてください。決して怖いことにはならないから」

　竜は私の言うことがわかるのか、大人しく撫でられていた。私は竜の頬を手で覆って、チュッとキスをした。みんな、私の大切な人たちなの、お願いね。

　それから私はプリスカと抱きあった。

「あとでまた会おう、プリスカ。まずはヴァイツに向かって。そこに、もしかしたらまだリマニ皇太子がいるかもしれない。そうしたら彼に故郷に帰してもらえないか聞いてみて。私のお友だちだって言ったら、よくしてくれるはずだよ」

　そう言いながら私は、リマニ皇太子に借りを作ったらあとが面倒そうだな、などと思っていた。でも今はそれしかない。私がみんなに別れを告げて走り出すと、プリスカが言った。

「アディーラ、どこへ行くの？」

「司祭様のところ！　今から連れてくるから！」

　走りながら私は少し気になっていた。司祭様の目が、なんだか絶望に満ちているように見えたからだ。
















司祭様の告白







　私は走って司祭様の部屋に戻った。扉を開けると、私は叫んだ。

「司祭様も、早く行きましょう」

　司祭様は部屋で何かをしたためていた。私に気づくとゆっくりとこちらを向いて言う。

「いいえ、アディーラ。私は残ります」

　やっぱり……！　そんなふうに言うんじゃないかという気がしていた。

「どうしてですか？」

　私は司祭様のところに駆け寄り、取りすがって聞いた。

「最後の審判を待ちたいのです。この事態を招いたのは私のせいですから。……いえ、これが私の望んだことなのです」

　司祭様は、私の頬や髪を撫でながら寂しそうに笑った。

「望んだことって？　教区が襲われることをですか？」

「そう、教区というより私はハーリカ王国を窮地に追いやろうと決めたのです。そしていくつかの手を尽くしました」

「どういうことですか、どうして？」

　私はだだをこねるように司祭様の胸の中で食ってかかった。

「少し長い話になります」

　司祭様は私の手をほどいて言った。

「昔語りをしましょう」

　司祭様は私を椅子に座らせると、ゆっくりと話し始めた。




「私は教区へ来る前、とても憧れていた女性がいました。美しく聡明で、優しい。こんな女性がいるのかと思ったくらいです。その女性以外、いらないとすら思いました。でもその恋は決して実らないとわかっていたのです。なぜなら」

　司祭様の話に、私は少し胸が痛んだ。そんなに想う相手がいたなんて。

「その女性は私の兄の妻になる人だったから」

「お兄さんの」

「そう、そして私は兄のこともとても尊敬していました。強くそして思いやりがあり、両親が亡くなったあと、私の面倒をよく見てくれた。私は兄に育てられたようなものなのです。だから、兄が幸せになることも望んでいました。私は、ふたつの思いに引き裂かれそうだったのです。そして私は彼女への思いを断ち切るために、響師になると決めました。教区に来ると、家族との関係は断ち切られます。兄は反対しましたが、私の意志は固かった。私はそのまま、義姉との関わりを絶って生きていくはずでした。

　しかしすぐに私は、彼女の消息を知ることになるのです。彼女は、ハーリカ王の目に止まり、後妻として迎えられたからです」

「ハーリカ現王の、ですか？」

「そうです。前王妃を亡くしたハーリカ王は、彼女に一目惚れし、私の兄から無理矢理彼女を奪ったのです」

　予想もしていなかった話に、私は動揺していた。私やお母さまをハーリカから追い出した王妃様。彼女のことを、司祭様が慕っていた……？

「彼女が王妃になったおかげで、私はまた彼女と会えるようになってしまった。権力者は響技をする名目で、教区に通うことができる。私は、彼女からいろいろな情報を得るようになりました。そうして彼女が王を憎んでいることを知ったのです。私は彼女の思いを後押しするようになりました」

　響手になれば、王妃様とも響技ができるはずだ。司祭様の話を聞きながら、私はそんなことが気になっていた。

「彼女とは、響技はしていませんよ。けれど、狂おしいほど恋い慕った女性が目の前で泣いているのは、耐えがたい苦痛でした。何度響技に溺れてしまおうと思ったかわかりません。でも私は自分を強く律しました。そもそも、私が家族を捨てて響手になったのは、彼女のへの思いを断ち切るためです。その初心だけは貫こうと思ったのです」

　司祭様の告白を聞きながら、私はなんとなくほっとしていた。バカだな、と思う。でも、私をハーリカから追い出した王妃様を、私はやっぱりあまりいい気持ちで受け入れることができなかった。

「その代わり……私は彼女の密かな望みを叶えてあげることにしたのです。ヴァイツ公国と繋がり、竜果の木を枯らす策を練りました。ありったけの情報を提供してヴァイツに薬を開発してもらったのです。私は今まで、ハーリカ王国を窮地に追い込むことに尽力してきたのです」

「司祭様が、そんな……」

「私は、ハーリカとリマニの拮抗を支持し、平和を維持するために尽力しなければいけない司祭の身で、その決まりに背いたのです」

　司祭様の告白に、目まいがして倒れそうだった。

「かわいいアディーラ、王妃が送り込んできたあなたに、私は人一倍目をかけてきました。あなたの響師になることに少し躊躇はあったけれど、響技は私にとって心を伴わない単なる作業です。ひとつくらいは責務をまっとうしないといけないと思い、引き受けることにしたのです。もちろん、あなたに惹かれていたことも事実ですよ」

　司祭様はそう言うと、両手で私の頬を包み、ゆっくりと近づいて唇を合わせた。上の唇、下の唇と優しく吸うと、ゆっくりとまた離れていく。

「もう時間のようですね。アディーラ」

　廊下から、バタバタと人が近づいてくる足音がする。バタン！　と乱暴に扉が開かれた。

　そこに立っていたのは、黒い髪にスカーフを巻き付け、皮の服で簡単に武装をしている男性だった。

「カイ……！」
















カイとの再会







　カイは、私と司祭様を交互に見つめた。司祭様の手はまだ私の首元に置かれていて、なにかがあったことが一目でわかりそうだった。

「教区は我々が制圧した。今すぐ投降すれば助けよう」

　今まで聞いたことのない、冷たい声だった。助ける……？　カイ、何を言っているの。司祭様は私をカイのほうへ押し出すと、静かに言った。

「私はここへ残ります。彼女をよろしく頼みます」

「残るということは、どうなっても保証はできないですよ」

「わかっていますよ。私は、ここを出て生き長らえるつもりがないのです」

　私は驚いて司祭様を振り返った。

「司祭様……！　一緒に行きましょう、お願い」

　すがりつこうとする私を、司祭様は振りほどいてカイのほうへ促した。




　廊下から、数人の男性が走ってやってきてカイに向かって言った。

「頭領、中庭に教区の残党がいますが、どうします？」

　カイは、彼らのほうを見向きもせずに、司祭様を見つめたまま言う。

「残っているのは響科生だろう。放っておけ。そろそろここは引き上げよう」

　カイは、私の手首を掴むと、強引に引き寄せた。カイが頭領？　どういうこと？　反乱軍の首謀者はカイだというの？

「カイ、待って、司祭様を置いていかないで……！」

　カイは私の言葉が聞こえないかのように無視して、きびすを返して歩き始めた。手を強く握られ、私はカイのあとをついていくしかない。

「司祭様、司祭様……！」

　私が振り向いて叫んだ。司祭様は寂しそうに笑って言った。

「アディーラ、あなたは自分を大切にして生きてください」

　いやだ、司祭様。なんでそんな遺言みたいなことを言うの？

「カイ、離して。司祭様を助けて、お願い……！」

　私がカイの手を振りほどこうとすると、カイは鬱陶しそうに私の腰を抱いて強引に司祭様の部屋から連れ出した。

　中庭に来ると、竜使いの少年がちょうど戻ってきたところだった。私は彼に向かって叫んだ。

「ありがとう、お願い、中にいる司祭様をどこかにお連れして……！」

　カイは私が叫ぶのもお構いなしに、ずんずんと歩いて行く。

　ああ、お願い……！

　少年が司祭様を連れ出してくれますように……！





＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊






　反乱軍たちが根城にしている建物に着くと、カイは自分の部屋に私を引き入れた。そのまま誰も入ってこられないように鍵をかける。ここまでの道中、カイはなにも話してくれなかった。カイは教区を襲った反乱軍……新興宗教の頭領だったの？　聞きたいことがいっぱいあるのに。

　部屋の中央には大きな天蓋付きのベッド、その脇には文机があり、手紙や本が山のように積まれていた。イスの背もたれには無造作に服が掛けられている。

　カイは私をベッドの上に放り出して、イスに座り、私に背を向けて何か書き物を始めた。私はベッドの上に座り直して言った。

「カイ、教えて。これはどういうことなの？　司祭様はどうなるの？　司祭様を助けて……！」

　カイはパタ、とペンを置くと、こちらに振り返った。

「久しぶりに会っても相変わらず、ほかの男の話ですか」

　カイはゆっくり立ち上がり、こちらに歩いてきた。

　見たこともない恐ろしい顔だった。怖い。

　私はベッドの上を後ずさりながら言った。

「ごめんなさい……」

「助けてほしいんですか」

「えっ？」

「あの男を助けてほしいですか」

　カイはどんどんと近づいてきて、ベッドに膝を乗せて乗り込んできた。私はじりじりと後ずさり逃げようとしたけれど、とっさに足首を掴まれてしまう。カイは私の足を固定したまま近寄ってきて、避けようとして仰向けになった私の上に覆い被さってきた。両手を私の頭の左右に置いて支柱にし、私を覗き込んでいる。

「なんでそんなこと何度も聞くの……」

　私はカイの顔が見られず、目をそらした。

「あなたがいつも口にするのはほかの男の話ばかりだ。俺の希望を叶えるつもりはありますか」

　カイはその返事は待たず、肘を折って腕で私の頭を包み、深く唇を重ねてきた。

「ん……っ」

　カイの身体からは日に焼けた皮膚と埃の匂いがした。カイの唇が私の唇にグイグイと食い込んできて、荒々しく舌が差し込まれる。

「待って、カイ……お願い」

　私は必死に両手でカイの身体を押しとどめようとした。それにも構わずカイは唇を重ねながら、服の上から激しく私の身体をまさぐった。

「いや……！　やめて、カイ」

　肌を隠そうとする私の両手首を掴んで強引に胸元から剥がした。

「待って、カイ、待って……！　こんなのいや……」

　私が泣きながら懇願すると、一瞬手を止めた。涙で濡れた私の顔を見上げ、一瞬だけ昔のような優しい表情になった。

「カ……」

　言い終わらないうちにカイは私の口を塞ぎ、腰や背中の形を確かめるみたいに手のひらでなぞった。

「んんっんん……っ」

　カイの手がとうとう私の太ももにたどり着く。

「いやだっ！」

　バシっ！

　私は思いっきりカイの頬をぶった。カイが驚いた顔で私を見る。お返しになにをされたって、もうどうでもいい。私はバシバシとカイを叩き続けた。

「カイのバカ……！　どうしてこんなことするの？」

　言いながら、私は感極まってボロボロと泣いた。

「どうして、何も言わずにいなくなっちゃったの？　ようやく会えたと思ったのに、どうしてこんな、こんな乱暴するの？」

　カイは黙って私に殴られ続けている。

「ちゃんと話してくれたら、ちゃんと考えたのに！　すごく会いたかったのに！　いなくなってすごく寂しくて、ずっとカイのことばかり考えてたのに！」

　殴り続ける私の手を、カイが止めた。

「アディーラ」

「離してよ、バカ！　カイなんて大嫌い！」

「お前が俺を嫌いでも、俺はお前を愛している。今までも、これからもずっと」

　そう言ってカイは私の手を離すと、そっと唇を重ねた。

　最初は軽く触れ合うだけ。そのうちに舌が私の許可をねだっているように私の唇をなぞり始めた。

「うぅ……ふっうう」

　私は口を開けて、カイの進入を許す。それを合図にカイは身を乗り出して、激しく私を求めた。

　なんどもなんども舌を絡ませて、私たちは気持ちを交わした。固く抱きしめ合いながら、カイが言った。

「目の前にいるのに、絶対にお前に俺の手は届かない。次々と現れる男たちが堂々とお前に求愛してくるのが、お前がそれをのんびりと受け入れているのが、たまらなかった」

「……」

　私の返事は声にならなかったけれど、カイには私の気持ちを知ってほしい。

「私も、カイの気持ち、全然考えなかった。私のそばにいてくれて、当たり前だと思ってた。だけど」

「だけど？」

「もう二度と、勝手に私を置いてどこかに行かないで」

　そう言うと、カイの腕に力が入った。私は続けた。

「もう二度と、無理矢理しないで。私は、ちゃんとカイと向きあいたい」

　カイは腕をほどくと、私の顔を見つめた。

「ごめん、アディーラ。二度としない、絶対に……」

　私たちは見つめ合うと、自然と引かれ合い、また長い、長いキスを始めた。
















衝撃の真実







　どのくらい時間が経っただろう、カイに仲間からメモ書きが届いた。それを読むと、カイは私に言った。

「アディーラ、出かける支度をして。ハーリカに行こう」

「ハーリカへ？」

「そう。王妃に呼ばれているんです。今、着替えを持ってきます」

「ハーリカ王妃に？」

　私は驚いた。王妃様がカイになんの用なんだろう？　もしかして、反乱軍の頭領として呼ばれたんだろうか。行っても平気なんだろうか、無事に帰ってこられるのだろうか？

　カイはどこかから服を持ってくると、私に着替えを促した。そうしていつものように私の髪を櫛でとかして結いあげた。今までと違うのは、準備ができたときにカイが私にチュ、とキスをしたことだ。




　私とカイは荷台だけの馬車に乗り、ガタゴトと揺られていた。10年ぶりに帰るハーリカは、私の記憶とまったく異なり、荒れ果てていた。反乱軍が押しかけた街にはゴミが散乱し、竜果の木は枯れて葉もつけていない。砂漠の国が、よりいっそう乾燥してしまっていた。

　私はカイに、司祭様がどうなったか聞きたかったけれど、またカイを傷つけてしまうのが怖くて口に出せなかった。そんな私の気持ちをカイは察したらしい。

「司祭は反乱軍によって強制的に教区からリマニに送られたよ。だがそのあとは行方がわからないらしい。教区も探させたが、戻っていない」

　行方がわからない……。それじゃあ私の心配はなくならない。どうか生きていてほしい。

「ありがとう、カイ」

　私が言うと、カイはそっと私の肩を抱いて、おでこにキスをした。司祭様、私には司祭様がそんなに悪いことをしたとは思えない。傷つかないで、どうか生きていて……！




　私は王都から外れた田舎で育ったので、王城を知らない。初めての登城、そしてお母さまが仕えていた王妃様に会うのだ。私たち親子を追い出した王妃様は、私の顔を見てどう思うのだろう。

　王城もすでに秩序を失っているようで、王妃様の呼び出しだと兵士に伝えると、供の者もつかずに中へ通された。さすがに王城の中は荒らされてはいなかったけれど、人気もなく、どこか閑散としている。

　カイは、スタスタと王城の中を歩いている。まるでいつもここで働いているかのように。

　広間に到着して、２人で床に跪きながら待っていると、奧の扉から女性が入ってきた。黒い髪、茶色の瞳でかなり年上に見える。儚げなのに凜としていて、光を放っているかのように美しかった。彼女は私の顔を見るなり、ハラハラと涙を流し始めた。この人はいったい誰？　王妃様だとしたら、なぜ泣くのだろう？　私は状況がサッパリ飲み込めなかった。




「あなたは、アディーラですね」




　王妃様が涙を拭って聞いた。

「……はい、王妃様。私の母は王妃様の侍女だったと聞いています」

　私は、王妃様の顔を見ながら、不思議な気持ちになった。私、この人を見たことがある。いったいどこでだったのか。私は必死に記憶の糸を辿っていた。

　王妃様はそんな私の様子を気に留めることなく、優しげに言った。

「もちろん存じていますよ。今日はそのお話をいたしましょう。椅子におかけになって」




　王妃様の、長い長い、物語が始まった。
















王妃様の物語







　王妃がまだ王妃になる前、ハウラは運命の恋人に会った。

　砂漠の国らしからぬ、銀髪の美しい騎士だった。ふたりは恋に落ち、結婚した。すぐに珠のように愛らしい息子が産まれ、ふたりは慈しみながら育てていた。息子は黒髪のハウラの血をより濃く受け継ぎ、黒い髪に金の目をしていた。

　ある日、ハーリカ王が狩りに出た。突然の嵐に王城へ帰ることができず、王はふたりの住む屋敷に泊まることになった。突然の王の来訪に、若い夫婦は戸惑いながらも懸命にもてなした。夫は客間で王の話し相手となり、妻のハウラは食事や酒をふたりの元へ運んだ。

　王はハウラを見るなり、その美しさに虜になった。

「今宵、ハウラを私に差し出せ」

　王は夫に言った。

「王よ、私はあなたに忠誠を尽くしておりますが、同じくらい妻を愛しているのです。どうかそれだけはお許しください」

　夫は頭を下げたが、王は許さなかった。怒った王は、夫を刀で斬り殺そうと刃を振り上げた。騒ぎを聞きつけ、ハウラが駆け寄った。

「わたくしでよければ、いくらでも差し上げます。その代わり夫のことはお助けください」

　王にすがりつくハウラを、夫は必死に止めようとした。王はその場で夫を縛り上げたが、ハウラに免じて命だけは助けてやることにした。

　王はその晩、ハウラの髪をほどき、唇を吸い、服を剥いで身体中を舐め回した。ハウラは歯を食いしばり、屈辱に耐えた。




　しかし話はそこで終わらなかった。ハウラの魅力に取り憑かれた王は、彼女を奪って王城へ連れ帰ってしまったのだ。夫を想い泣くハウラを、王は毎晩慰み者にした。いつまで経っても自分になびかないハウラを王は憎々しく思い、一方で強く惹かれていった。多くの女は、王に抱かれることを望んでいた。一度抱けば、自分のものになった。しかしハウラは違う。決して自分になびかないハウラを自分のものにするにはどうしたらいいのか。とうとう、王はハウラを王妃に迎えることにした。

　王には、病で亡くした前王妃との間にハーリカ王子がいた。王は王子の教育など目もくれず、毎晩、王妃を苛んだ。もう抵抗する気力さえない彼女を、王は激しく突き、耳を噛んだ。あらゆる道具や媚薬を使って、彼女を溺れさせようとしたが、いっこうに効き目はなかった。

　そんな頃、ハウラを支えたのが、侍女のイフラースだった。ハウラの身の上に心を痛め、懸命に世話をした。ハウラもまた、イフラースを信頼し、ふたりは固い絆で結ばれるようになった。イフラースには恋人がおり、本来ならば結婚して退任しているはずだったが、王妃を慮り仕事を続けていた。




　ある夜、いつものように王は王妃を苛み、相変わらず人形のようにされるがままになっている王妃に苛立っていた。行為を終えて王が庭に出ると、その日は月夜だった。煌々と月の明かりが庭の木々を照らしていた。そこで、ひとりの女を見つけた。王は彼女に襲いかかった。逃げようとする彼女を無理矢理押さえつけ、思いを遂げた。

　その頃、ハウラが湯浴みをしようと自室を出ると、イフラースに出くわした。彼女は砂まみれで、服は裂かれ、なにが起きたか一目でわかる出で立ちだった。イフラースは、恋人と秘密の逢瀬をするために外に出たのだった。彼女に乱暴をした相手は、風貌からして王であることをハウラは確信した。

　その後、王は火遊びの相手が王妃の侍女だったことに気づく。王は王妃の目を盗んでは、イフラースを襲おうと画策した。まるでゲームを楽しむかのように。

　数ヶ月も経つと、イフラースには小さな命が宿っていることがわかった。恋人はあの夜以来連絡がなく、行方不明だった。イフラースはあの日、王の刀が血で濡れていたことは、なるべく考えないようにしていた。ハウラとイフラースは話し合い、イフラースは王城を去ることにした。彼女は、お腹の子どもは恋人との愛の結晶だと信じて疑わなかった。

　ハウラが用意した田舎の屋敷にイフラースは身を潜めることになった。やがて生まれた娘にはアディーラと名前をつけた。娘の瞳は澄んだ青色で、恋人の目の色と同じだった。イフラースは娘を恋人との宝だと確信し、慈しんで育てた。一方でイフラースには使命があった。ハウラの元夫と息子を探すことだ。




　元夫と息子のふたりは王によって屋敷を焼かれ、追い出されていた。逃げる間にふたりは離ればなれになり、息子は奴隷として売られてしまった。イフラースはハウラの息子を買い取り、娘のアディーラと一緒に育てることにした。

　王はハウラになかなか世継ぎが生まれないことで、イフラースの行方が気になり始めた。突然いなくなった侍女は、妊娠していたという噂だった。王妃が追い出したのなら、お腹の子どもは自分の種なのではないか。王は必死になって侍女とその子を探した。

　イフラースはハウラの息子カイと、愛する恋人との娘アディーラと、３人で慎ましく幸せに暮らしていた。しかしやがて病を得た。自分が亡くなったあと、王がふたりを見つけ、王城へと連れ去るかもしれない。アディーラが自分の種でないと知られたら、殺されるかもしれない。ハウラとイフラースは共謀して、子どもたちを教区へ送るよう画策した。

　教区には、かつての夫の弟が司祭になっていた。権力者だけが出入りできるその区域に、ハウラは皮肉にも王によって与えられた地位のために入ることができた。彼女は司祭と情報を交わしあい、王への復讐の機会をうかがっていた。

　そうこうするうちに、ヴァイツ公が司祭に近づいてきた。司祭は密かにヴァイツ公と共謀し、竜果の木を枯らせることにした。王妃はその薬の頒布に全面的に協力した。




　王の暴君ぶりが敵を作り、ハーリカ王国を追い詰めていったのだ。
















愛を確かめ合う二人







　王妃様の話が一通り終わったところで、私は「あっ！」と声をあげた。彼女を見かけたのは、教区の市場だ。カイと抱きあって、怪しげな店で逢瀬をしていた女性。高貴な人だとは思っていたけれど、まさか王妃様だったなんて……！

　そしてカイは、王妃様の息子なの？　そういえば細い鼻筋や鋭いけれども優しげな瞳は、どこか似ている。




「イフラースは、王城でわたくしの唯一の味方でした」




　王妃は立ち上がって私のほうへ来ると、ギュッと私の頭を抱きしめた。

「あなたには、人に振り回されることなく、自分の人生を生きてほしいのです」

　そう言う王妃様の言葉に、私はつい「あなたの息子に振り回されたばかりです」と言いたくなってしまった。カイもちょっと居心地が悪そうだ。私は王妃様の腕を掴んで言った。

「王妃様、私は絶対に負けません。思っていたのとは違う展開になっちゃったけど、カイもついていてくれるし、きっとなんとかなります」

　王妃様は腕を緩めて私と向き合い、頬を撫でながら愛おしそうに言った。

「そんな前向きなところも、イフラースそっくりね。とても賢くて、前向きで、私は本当にあなたのお母様が大好きでした」

　広間の外から、なにやらわあわあと騒がしい声が聞こえてきて、だんだん物音が近づいてくる。なんだろう、誰かがやってきそうだ。

　バタン！　と後ろの扉が開いた。振り返ってみると、大きな刀を持った男性が立っていた。どうやら無理矢理王城に侵入してきたらしい。でもこの人も、見たことがある。彼が着ているのは、樹海の民の織物だ。そう、私とカイがヴァイツ公国に逃げたときに会った、樹海のリーダーだった。




「ハウラ……！」

　男性は王妃様の名前を呼んだ。えっ？　と思って振り返って王妃様を見ると、王妃様は目を大きく見開き、瞳は小さく揺れていて、驚いた表情でその男性を見つめている。

　ふたりはしばらく見つめ合っていたけれど、やがて吸い寄せられるように駆け寄り、固く抱きしめ合った。

「お会いしたかった……！」

「ようやく迎えに来ることができた、待たせて済まない」

「いいえ、いいえ……！」

　ふたりは、これが現実であることを確かめるみたいに、お互いの身体をまさぐっている。やがて顔を上げて見つめ合うと、激しく唇を求め合った。樹海のリーダーは、王妃様の元夫だったのだ。

　何年ぶりの再会なんだろう、カイが18歳だから、同じ年くらい離ればなれになっていたことになる。そんなに時間が経ってもお互いを想い続けていられるなんて、すごく羨ましい。本当に愛し合っているふたりなんだ。

　とはいえ、目の前で繰り広げられる熱い抱擁や接吻は、見学しているのも申し訳なくて、居心地が悪い。そもそもカイにとっては両親のラブシーンなわけで、もっと気恥ずかしそう。

　と思ってカイの顔を見ると、やっぱりあらぬ方向を見ながら複雑な顔をしている。ふと、カイの唇に目が行った。さっきまでこの唇が私の唇に触れて、あの細くて長い指が私の身体を撫でていたかと思うと、その感触を思い出して、思わずゾクッとした。

　カイは私のそんな様子を察したらしく、私の手を取って軽く引っ張ると、チュッとキスをした。な、な、なんてことをするの、ご両親の前で！　私が動揺しているのを、カイは楽しそうに眺めている。そしてキッと真面目な顔になって、ご両親に向かって言った。

「感動の再会中に恐縮ですが、そろそろここを出ませんか」

　ふたりはピタッと動きを止め、抱きしめ合いながら私たちの方を振り向いた。

「カイ、お前は私の自慢の息子だ」

「父上、ありがとうございます。父上の助力があってこそ、俺は力を得て、今ここにいるんです。それから母上、王は今どうしているんですか？」

　そうだ、混乱の中にあるとは言え、こんなところを王に見つかったらとんでもないことになりそう。

「それには心配に及ばない」

　カイのお父様が言った。

「先ほど、王の身柄は我々が拘束した。ハウラ、あなたはもう自由だ」

　王妃様は、お父様の顔を見上げると、ギュッとその胸の中に顔を埋めた。その仕草はかわいらしくていじらしい。お父様も愛おしそうに彼女の髪にキスをした。

　私たち４人は、すっかり秩序を失った王城から立ち去ろうと広間を出た。王城を守るはずの兵士や侍従たちはもう誰もいなくて、あちらこちらで反乱軍たちが略奪をしている。きっとここも、教区のように荒らされるのだろう。




「アディーラ！」

　遠くから私を呼ぶ声がする。この声は……。

　声のほうに振り向くと、やっぱり、ハーリカ王子だった。ドタドタとこちらに駆け寄ってくる。

「ボクに会いに来たの？　寝室はあっちだよ、早くしよう！」

　この大変な事態を理解しているんだろうか、この王子は。それにしても相変わらずデリカシーのないことを言う。呆れて、思わずカイの顔を見上げた。

「俺らは先に帰りますから、行ってきたらどうですか？」

　とニヤニヤしながら言う。なんですって？　私はちょっと頭にきて思いっきりカイの耳を引っ張り言った。

「私は権力者が好きだから、崩壊した国の王子には興味がないの！」

　自分で言ってハッとした。

　そうだ、王が拘束され、王妃様は王城を去り、王子はマヌケで、これはもうハーリカ王国の崩壊だ。私は大変なところに立ち会ってしまった。暗躍していた人たちがいたとは言え、私が引き金になったような気もして、少し怖かった。
















私の覚悟







　私たちは反乱軍のアジトに戻ってきた。王妃様とお父様のふたりと別れて、私たちはカイの部屋へ入った。

　私は思いきってカイに言った。

「ねえカイ、しよう」

「えっ？」

　カイは驚いて私を見た。

「カイとちゃんと結ばれたい。竜の眼なんてどうでもいい」

　カイがそっと私に近づいてきて両手で私の頬を覆い、私の目を覗き込んだ。

「本当に？」

「うん、本当に。今回のことでよくわかった。私、権力なんて興味ない。王妃様を見れば、愛する人と一緒にいるのが一番幸せだってわかる。私はカイといたいし、いずれ竜の眼をなくすなら、それは今でいい」

「アディーラ」

　カイは両手で私の顔を引き寄せ、激しく唇を吸った。

「ん……」

　絡みついてくるカイの舌に必死で応えようとするのだけど、どうしたらいいのかわからなかった。力が抜けて、思わず私はカイにしがみついた。

「もう止めない。覚悟してアディーラ」

　カイはそっと私の胸元のリボンをほどく。

「ちょ、ちょっと待って……、恥ずかしいから、自分でする」

　私がカイを押しとどめて軽く抵抗すると、カイは私の手を掴んで言った。

「いいから俺にまかせていて」

　カイは私の唇に、首筋に、手のひらにキスを降らせながら、ゆるやかに服を剥ぎ取っていく。恥ずかしいのと、カイが触れる指先が気持ちがいいのとで、めまいがしそう。

　私たちはゆっくりとベッドへ倒れ込んだ。もうほとんど肌があらわになった私の身体を、カイは指先でスルスルと撫でる。

　腕や足、肩なんていつもなら触られたってなんでもないはずなのに、今はものすごく敏感で、カイが触れるたびに身体がビクッと反応してしまう。下腹部がジンジンと熱くて疼いている。

「カイ、カイ……、もう、して。お願い」

「ダメだ。俺はさんざんじらされたんだから」

「意地悪しない……あっ」

　カイは急に激しく胸を攻め始めた。私の身体の上に深く身を沈めてきて、カイの身体がぴったりと私に寄り添う。私はカイの指や唇に反応して、腰をよじらせた。

　私だけがこんなに乱れて、恥ずかしいし悔しいのに、もう自分の意志ではどうにもならなかった。

　カイの指はサラサラと私の敏感なところを撫で、唇で全身にキスの嵐を降らせた。首に、胸に、お腹に。カイはグイと私の足を持ち上げて、両足を開かせ私の身体に見入った。覚悟を決めたようにカイは私の両足の間に顔を埋める。

「あっ、いや、カイやめて、だめ、恥ずかしい」

　私は力なく抵抗を試みる。

「いいね、もっと恥ずかしがって」

　カイは指で、埋もれている私の敏感なところを押し広げると、優しく吸い付いて舌で転がした。

　ピリピリと軽い電流が全身に走る。カイは強引に私の足を広げさせると、そろそろと私の中に入ってきた。カイの指先が中の熱いところに触れて、全身にじんわりと熱が広がった。繰り返される刺激が、だんだんと身体の奥にたまっていく。グジュグジュと湿り気を帯びた音が立っていて、恥ずかしいほど濡れているのがわかった。

「あっあーーー！　いや、いや、抜いて、抜いて……！」

　私は全身を痙攣させて、叫んだ。意図せずビクビクと身体が動き、カイの指をキュウキュウと締め付ける。

　カイはそろりと指を抜くと、ぐっしょりと濡れたその指をペロリと舐めた。恥ずかしくてたまらない私の様子を、カイは嬉しそうに眺めている。

「いくよ、いい？」

　ここで私に答えさせようとするなんて、カイの意地悪。

「うん……来て」

　答えるやいなや、まだ敏感な私の中にカイは熱く固いものを差し込んだ。

　彼のものがメリメリと身体に食い込んでくる。圧迫感から突き上げられるたびに声が漏れてしまう。カイが動くたびにじんじんとした痛みなのか快感なのか、わからないものを生み出す。私は息を荒げて、ずっと悲鳴にも似た叫び声を上げていた。

　カイが私の上から私を観察している。私がどんな声をあげるのか、どんな表情をするのか、見逃すまいとするみたいに。

　思わず恥ずかしくて私が手で口元を隠すと、カイは私の両手首を頭の横に押さえつけてしまった。私にはもう、顔を背けることくらいしかできなくなった。

　その間も、カイはゆるやかに動き続けていて、そこから生まれる波が私の身体にたまっていく。ふたりが重なる部分は、ぴしゃぴしゃと水音を立てている。

　私が何度目かの大きな波を迎えるころ、カイの動きが激しくなり、ぶる、と身体を震わせた。




　そのまましばらく私たちは抱きあっていた。




　カイの汗のにおいがする。ハーリカ王子の汗のにおいには嫌悪しかなかった。だけど、好きな人のものなら、なんでもこんなに愛しいんだ。なんだか幸せだな、と思った。好きな人と触れ合って、おかしくなるくらい気持ちよくて、同じようにカイも気持ちよくなってくれて、身体の奥までひとつに混じり合ったみたいな気持ち。私はカイにギュッとしがみついた。




「カイ、大好き。ずっと一緒にいて」




　カイは黙って私をギュッと抱きしめ、私のおでこにキスをした。
















驚きの再会







　ギャア、ギャアと竜の鳴く声が聞こえる。私はベッドの中でモゾモゾと夢と現実の間をウロウロしていた。窓から差し込む朝日が、部屋に舞う埃をキラキラと反射させている、今日も天気がよさそう。

　そうだ、今日こそシーツを洗ってしまおう。私はムクリと起き出し、ベッドからシーツを剥いで、庭に出したたらいに入れてワシワシと洗い始めた。




「アディーラ様、そんなことは私たちがやりますから！」

　私が袖をまくって洗濯物と葛藤しているのを見て、侍女が飛んで来た。

「あ、ちょうどよかった、これ、どうやって絞ろうかと思っていたの。この端っこを持ってもらえる？」

　私はシーツの端をたらいの中でザブザブと探した。

「アディーラ様、そんなことをしている場合ではありません。お客様がいらしているので、ご準備なさってください。あとは私がやっておきますから！」

　そう言って侍女は私の手からシーツを奪うと、着替えをするよう部屋へ追いやった。




　そうだった、今日はのんびりお洗濯してる余裕なんかなかったんだ。私はワードローブからドレスを選んで着替えた。髪を手早く結い、部屋を出て広間に向かった。




　長いテーブルにイスが並んでいる広間に入ると、来客は私が来るのを待ちかねていたようで、私の姿を見るとサッと立ち上がった。

「アディーラ、久しぶり！　相変わらずかわいいね！」

　相変わらずフワフワとした金髪に、きらびやかな刺しゅうの入ったリマニの礼装をした皇太子だった。

「リマニ皇太子、お久しぶりです」

　皇太子は大げさに私をハグすると、そのまま髪や耳にキスを降り注いだ。

「ちょ、ちょっと、待って……むぐ」

　皇太子は私の頭を両手で掴むと、あいさつでは済まされない濃厚なキスをしてきた。

「……ぷはっ！　もう、やめてください！　私はカイという夫がいるんですから！」

「ほんとうだよ、僕がどんなにショックだったかわかる？　僕はいつまででも待ってるから！」

　皇太子は私をきつく抱きしめて、チュッチュとキスの嵐を送っている。私は必死に腕から逃れようともがいていた。




「これはリマニ皇太子、ようこそいらっしゃいました」

　いつの間にかやってきたカイが、後ろから怒りをたぎらせて立っている。わあ、今にも湯気が見えそう。リマニ皇太子は慌てるでもなく、私を腕の中から解放すると、軽く礼をしながら言った。

「お久しぶりです、カイ国王。今日は女帝の名代にてお祝いに参りました」

「女帝の名代で来て、人の妻に手を出すんですか、リマニ帝国では」

　カイは私の手を引いて皇太子から引き離し、私の腰に手を回した。私を見もせずに冷たい視線を皇太子に送っている。

「手を出すなんてそんな。ついアディーラ王妃の顔を見たら懐かしくて、昔の関係を思い出しただけです。でも、僕はまだ諦めていないですよ」

　不遜な笑みを浮かべるリマニ皇太子とカイは、見つめ合ってバチバチと火花を飛ばしている。

　一触即発、という感じで私はハラハラしながら、どうしたらいいんだろうと考えていた。カイがサラリと言う。

「あなたにはプリスカという愛妻がいるでしょう」

　皇太子は、ハッとした顔をして、そのまま目を閉じた。

「プリスカ……！　僕の愛する妻よ」

　皇太子はうっとりとポエムを詠むように朗々と歌いはじめた。

　そう、プリスカは教区を出たあとにヴァイツ公国に行き、そこでリマニ皇太子と出会った。そのまま二人は意気投合し、結婚したと聞いている。

「そうですよ皇太子、プリスカは私の大事な友人です。幸せにしてもらわなきゃ困ります」

「もちろんだよアディーラ。でもきみとのことは別。彼女公認なんだ」

　いけしゃあしゃあと言う。今度プリスカに会ったら確かめないと。




「カイ様、アディーラ様、ヴァイツ公がお越しです」

　兵士が呼びに来た。カイは「今行く」と言って、リマニ皇太子を振り返った。

「今、部屋へ案内させますからごゆっくり。私たち夫婦は次の来賓のおもてなしをしなければ」

　〝夫婦〟という言葉に妙に力が入っていた気がする。カイは繋いだ私の手を引っ張って、広間をあとにした。廊下の向こうから、兵士に案内されてやってくるヴァイツ公が見える。

「ヴァイツ公、お久しぶりです……！」

　私は思わず声をかけた。ヴァイツ公はニッと笑うと、軽く手を振った。

「アディーラ姫、元気そうだね。カイ……いや、カイ国王にも、再会できて光栄です」

　カイがヴァイツ公国にいたとき、どんな話をしていたのか、そういえば聞いていない。

「ヴァイツ公、その節はお世話になりました。さあ、こちらへ」

　カイはヴァイツ公を、さっきとは違う来賓室へと案内した。こちらにはソファがあり、広間よりはずっと小さいけれど、ゆったりと話をするにはうってつけの部屋だ。カイにとってリマニ皇太子とヴァイツ公では、明らかに心の近さが違うようだ。

「ハーリカは初めてでしょうか、いかがですかヴァイツ公？」

　私たちはソファに座って向きあい、煎れてもらった薔薇のお茶を飲みながらゆったりと話し始めた。

「王国を窮地に追いやった理由のひとつが自分だからね、荒れた土地を見るのはさすがに胸が痛んだが、きみたち夫婦が王座に座ってくれるなら救われるというものだ」

　そうだ、ハーリカ王国が転落しかけたのは、そもそもヴァイツ公が竜果の木を枯らせたからだった。でももし前ハーリカ王がもっと優れた人格の持ち主だったら、こんなことにはならなかったはずだとも思う。

「あなたには多くのことを教えていただきました。俺は王位に就くなどというつもりはまったくなかったけれど、元王妃の息子であったこと、そして妻が教区出身だったことなどから、適任とされました」

　カイの声音はさっきとまったく違って温かい。本当にヴァイツ公を信頼しているんだ。ヴァイツ公も、楽しそうに笑みを浮かべている。

「きみたちは強いよ。特にアディーラはリマニ女帝とも懇意だ。こんなに隣国トップと友好的な王妃が過去にいたかな。これからは今までとは違う形で三国の共和を考えていけるだろうね」

　ヴァイツ公は私の手柄のように言うけれど、あのとき私をリマニ帝国に送り込んだのはヴァイツ公だ。もしかしたらこうなることを見越していたのかもしれない。ほんとうに侮れない人だな、と思った。

「それから」とヴァイツ公は続けた。

「以前と変わらず竜の飼育は続けられているようだね」

　にっこり笑ってカイが答える。

「ええ、おかげさまで、ヴァイツ公。ところで」

　カイがふと真面目な顔に戻って聞いた。

「母は、ハーリカ元王妃はどうされていますか」

　元王妃様はあれから、愛する夫と一緒に樹海へと向かったのだった。

「樹海の民はもともと公国とは懇意なんだ。愛する人とふたり、静かに暮らしているようだよ。ここへ来る前にも樹海に立ち寄ったが、ずっと手を握り合っていて、見ているこっちが気恥ずかしくなるほどだ」

「それを聞いて安心しました。俺がその場にいたらいたたまれないので、お話を伺えてよかった」

「そうだ、こんな噂を聞いたが、ご存じかな」

　ヴァイツ公はチラリと私を見て、話を続けた。

「リマニ帝国に、たいへんな賢者が現れたと評判だよ。何でもよく知っていて、村では彼を慕う者たちが毎日列をなして話を聞くのを待っているとか。医学もこなすので医者としても活躍しているらしい」

「そうなんですね。存じ上げませんでした」

　カイがそつなく返事をする。

「彼は美しい銀の髪をしているそうですよ」

　それを聞いて私は思わず立ち上がった。もしかして、司祭様……？

　動揺している私を、カイはいさめて座らせた。でも私の手をずっと優しく握ってくれている。

「詳しく教えてください、その人は、どこにいるんですか？」

　私は懇願した。

「場所まではわからない。あくまで噂の域ですよ」

　でも、無責任な噂をヴァイツ公が知らせるとは思えなかった。司祭様なんだろうか。

「アディーラ、その人については調べてみて、司祭の可能性があるなら会いに行けばいい」

「カイ……」

　カイの言葉が胸に響く。私は、なんて寛容な人と結婚したんだろう。ちょっと前まであんなに意地悪だったのに。でも、司祭様だったらいい。絶望的な気持ちから立ち直って、どこかで静かに暮らしていてくれたら。




　急に部屋の外がどやどやと騒がしくなった。お待ちください、などと侍女がいさめる声が聞こえる。誰かがこの部屋に向かっているらしい。

　バタン！　と扉が開いて、こんがりと日に焼けた青年が入ってきた。短く刈った髪、筋肉で引き締まったその肢体は若々しく、笑顔は健康的で口元からは白い歯が覗いていた。まくり上げた袖からは筋張った腕が伸びている。膝までのパンツの裾からは日に焼けたすね、引き締まった足首が見えている。誰だろう。カイは身構えて私をガードするように立ちあがった。




「アディーラ、久しぶりだね！　戴冠式おめでとう！」

　青年は元気よくあいさつした。

「ええと……、ありがとうございます」

　私は記憶を総動員して、この青年とどこかで会ったことがあるか必死に考えた。こんな教区にはこんな人いなかったし、リマニで会った？　それともヴァイツ……？

　んん～？

「やだなあ、アディーラ。ボクだよ、ハーリカ王子だ！　いや、元王子か、はは！」

「はあ!?」

　カイもヴァイツ公も、一斉に立ち上がって彼を凝視した。ハーリカ王子？　あの、ふくよかで色白で、空気の読めないセクハラ王子!?

「あ、ヴァイツ公も、お久しぶりです。ボク、王城を追い出されてから、食べていくために農業を始めたんです。最初はキミたちのことを恨んだよ、なんでボクはこんなに苦労をしなきゃいけないんだって。でもさ、始めてみたら楽しいんだよ。手をかけて育てた作物がスクスク育つのは、何にも代えがたい喜びだね。王子だった頃は、達成感なんて感じたことがなかった。なにもかもが虚しくて。だけど自分の作ったものって美味しいんだ。今までどんなご馳走を食べても、こんなに美味しいと思ったことはないよ。キミたちには本当に感謝してる。王国を崩壊してくれてありがとう！　今日は自慢の野菜をいっぱい持ってきたから、みんなで食べてね！」

　私たち３人は、ポカンと彼の顔を見ている。

「そうそう、ヴァイツ公のおかげで、枯れた竜果の木が国内に山ほどあるでしょう、あれからいい肥料が作れるんだ。もっと改良できないか研究したいんだけど、協力いただけませんか」

　ヴァイツ公はうろたえながら返事をした。

「あ、ああ、もちろん」

　動揺しているヴァイツ公を見るのは初めてだ。カイは口もきけないほど驚いているみたいだった。じゃあ！　と言ってハーリカ王子は去って行った。彼の素直で直截なところは、王子としての外交よりも身体を使って人やモノと向きあう農業が向いていたのかもしれない。

「人って……変わるものですね」

「まあ、きみたちも元奴隷と元響授生が、今や国王と王妃なのだから、この時代、なにがあるかわからないということかな」

　と言ってヴァイツ公は笑った。
















エピローグ







「今日はいろいろあってびっくりしたね」

　私とカイは、次々と現れる来賓の接待を終えて、寝室に戻ってきた。明日はカイの戴冠式だ。

「ハーリカ王子があんなふうに変身するなんてね」

　カイは笑ってそう言うと、優しく私の顎を指で持ち上げてチュッとキスをした。

「あんなポテンシャルを秘めているとわかっていたら、彼にすればよかった？」

　カイが意地悪く聞く。カイはたまにこうやって私の気持ちを試すのだ。少しは反撃してもいいかな、という気になった。

「そうね、もし夫があまりに意地悪だったら、考えようかな」

　私はカイの首に腕を回しながら答えた。意地悪のお返しをしたつもりだったけどあまり響いていないようで、カイは平然と笑みを浮かべている。

　私はつい、追い打ちをかけたくなってしまった。

「ハーリカ王子、すっごくステキになってたね。日に焼けた肌が健康的で」

　カイの顔色が少し変わった。申し訳ないけど、こういうときはちょっと快感だ。

「じゃあ、今からここに呼び戻して続きをする？」

　カイがニヤニヤしながら言った。ああもう、やっぱり最後はカイにしてやられてしまう。

「バカ！」

　私はカイの耳を引っ張った。そして背伸びをしながらギュッとカイに抱きついた。カイが、優しく私の背中に手を回す。

「ねえ、カイ」

「なに？」

「リマニ帝国にいるっていう賢者……調べなくていいよ」

　カイが私の頭を撫でた。

「どうして？」

「もう、その人が司祭様だと思うことにする。そして、きっといま、幸せに暮らしているって思うことにする。もし調べてその賢者が司祭様じゃなかったら、私、また探したくなっちゃう。でももういい。その賢者は司祭様だよ。それでもし私に会いたくなったら、きっと会いに来てくれる。だからそれまで待つことにする」

「わかった。きみがそうしたいなら」

　カイが私の背中に回す腕に力が入った。私はカイの頬に手を添えて、ゆるやかに引き寄せ唇を重ねた。舌が行き交い、自然と私たちはベッドへ倒れ込む。私たちを隔てている服がもどかしい。一枚ずつめくり取っていって、ようやくたどり着いたカイの熱い皮膚に、私はそっと身体を沿わせた。




　自分を理解して、尊重してくれる味方がいるってなんて幸せなんだろう。そしてその人とひとつになれるって、なんて満ち足りているんだろう。

「カイ、大好き……」

　私は、唇と唇がほどける一瞬のうちに、私はつぶやく。カイは、私の耳にキスをしながら言った。

「俺の想いには負けるけどね」

「そう？　じゃあどっちが勝つか試してみようか」

　私たちはいっそうじゃれ合いながら、お互いの唇をついばむ。少しでもたくさんの部分を触れ合わせたくて、私はカイの背中に回した腕に力をこめた。カイの熱や体重が肌に伝わってくる。

　このままふたり、溶け合ってひとつになってしまえばいいのに。

　カイが私の輪郭を確かめるように、身体中をサラサラと撫でる。

　そして私がカイを受け入れる準備ができていることを確かめると、ゆっくりと私の中に入ってきた。私たちはお互いの顔を見つめ、激しく口づけをかわした。

　ひとつにつながりながら舌を絡ませあうと、もうすぐ溶け合えるような、でも決してふたりはふたりのままなのがもどかしいような、切ない気持ちになる。

　指で軽くカイの背中をなでると、くすぐったかったのかカイがピクリと反応した。その様子を見て、私のスイッチが入った。

「ふふ、カイ、どうしたの？」

「なにが？」

　本当にわからないのか、冷静を装っているのか、どっちなんだろう。

「背中、感じるのかな？」

　私はわざと指を触れるか触れないかのソフトタッチでカイの背中に這わせた。

「……ッ！」

　カイの身体に力が入り、背中をのけぞらせる。あまりやると怒られそうだからこの辺でやめておこう。

「ねえ、カイ。カイが感じてる顔が見たい」

　私はギュッとカイの腰に腕を回して言った。カイは恥ずかしそうに答える。

「どうして……いいよ、そういうのは」

「なんで？　カイは私の恥ずかしいところ、いっぱい見てるくせに、私には見せてくれないの？」

　私は食い下がった。今日は絶対、カイを叫ばせてやるんだ。

「俺は、アディーラが気持ちよくなってくれればいいから」

「そんなのダメだよ」

　私はカイの身体を押しのけて、ふたりつながったまま、カイの上に乗った。

「ねえカイ、ハーリカは新しい国になったんだよね？」

　私はカイの首元に手を添えて顔を覗き込みながら聞いた。

「……どういう意味？」

「男尊女卑の国から、男も女も、性の曖昧な人も、みんな平等になったんだよね？」

　カイは私が言わんとすることに察しがついたようだ。

「それは……」

「じゃあカイも、恥ずかしいところを私に見せてよ。私ばっかり搾取されて、ずるいじゃない？」

「それは搾取って言うのか？」

「搾取じゃなくても、不平等かな」

　私はそう言うと、カイの足の間に手を入れた。私のお尻の下にある、カイの柔らかいところに優しく指を這わせる。

「っ……！」

「どうしたの？」

　カイが恥じらっているのがものすごく楽しい。私は指を１本ずつ順番に動かして、優しくもみほぐすように撫でた。

「～～～っ」

　カイは顔を背けて快感に耐えて返事をしない。私は下腹部に力を入れて、ギュッとカイを締め付けた。ほらほら、これでどう？

　カイは形勢を逆転させたいらしく、私の胸に手を差し伸べてきた。

「ダメ。大人しくしていて」

　私は左手でカイの腕を掴むと、私の胸から剥がして手を握り、ベッドへ押しつけた。どんな場所がつながっていても、指を絡ませあって手をつなぐのはすごく気持ちがいい。「愛してる」って証明みたい。その間もずっと、右手でカイの柔らかな部分をなで続けた。

　カイの息づかいが荒くなってきたけれど、声は出さない。うーん、強情な。

　私はカイに覆い被さって、耳に舌を這わせた。舌で湿らせた耳に、ふっと息をかける。その瞬間に、カイの身体がビクッと硬直する。

　いいぞいいぞ。あともう少しかな？

「アディーラ、いい加減にして……っ」

　息も絶え絶えのカイが、起死回生の反撃に出た。カイがつないだ手を押し戻して起き上がる。

「キャッ」

　私がバランスを崩して倒れると、カイは私の中から出ていき、私をひっくり返して四つん這いにさせた。そしてゆっくりと後ろからまた私の中に入ってくる。

「んっ……」

　カイは後ろから私を抱きしめ、私の耳元でささやく。

「よくもいじめてくれたね。今度は俺の番だよ」

　ああ、なんて短い春だったんだろう。もう形勢逆転されてしまった。

　カイは私の口に人差し指と中指を入れると、唾液でまんべんなく指を湿らせた。その指で私の胸をチリチリと弾く。もう片方の手で、つながっている部分を固定しながら敏感な場所を指で撫でた。

「あっ……ぃやっ」

　私は耐えきれずに崩れ落ちた。ベッドとカイの身体に挟まれて、全身すっぽりと何かに包まれているみたいだ。

　それでもカイは楽器の弦を弾くように両の指をサラサラと動かした。ああ、もう全身が敏感で、どうにかなってしまいそう。

　カイの息づかいを耳元で感じる。つながっているところは、ぐちゅぐちゅと水と空気を孕んだ恥ずかしい音を立てている。

「いって、アディーラ」

　カイが耳に唇を当てながらささやく。そしてそのまま耳にキスを降らせた。カイのささやきに全身がゾクゾクした。そんな身体に響くいい声、ずるい……！

「あっあっ……んんーっ！」

　私は全身を痙攣させて、カイからの刺激に反応した。カイはそれを見届けると、激しく動いて私の中をかき回す。

　敏感になった私の身体は喜びに溢れていて、さっきよりもっと恥ずかしい音を立てている。

「は……っ、あっ」

　カイは小さくうめくと、ビクビクと身体を痙攣させた。わたしたちはうっすら汗をかいて、触れ合う肌がしっとりと冷たくなっていた。




　正気になってみると、自分の大胆な行為や乱れた痴態が恥ずかしくなってきた。

　な、なんであんなことしちゃったんだろう。私たちは顔を見合わせると、軽くチュッとキスをして、抱きあった。まあ、カイが気にしないなら、いいか。

　何でも話せて、心がつながっているからこそ、身体のつながりに価値があるのだと思う。こんなふうに、求め合ったあと抱きあう体温がとても好き。




　そのまま私たちは疲れ果ててウトウトと眠っていた。何時間経っただろう、コンコン、と扉を叩く音がする。

「済みません、アディーラ様！　竜が一匹暴れて手に負えないのです。すぐにいらしていただくことはできますか？」

　私たちは慌てて体を離して、

「はい、今行きます！」

　と返事をした。

　急いで服を整え、私は竜を飼っている小屋まで走った。




　そう、私はカイと結ばれたあとも竜の眼を失わなかった。偶然だろうか。いや、カイは予測していた気がする。さっき、ヴァイツ公とカイが竜について触れていたことでもわかる。私がいない間に、カイはヴァイツ公からαに関するなにか薬をもらったのだろう。

　だけどこのことは周囲には内緒だ。いつかの切り札になるかもしれない。

　結局私は、竜の眼を持ち続けながら、愛する人と結婚するという二重取りをしたことになる。この贅沢は、ヴァイツ公やリマニ女帝ら、みんなが私にくれたものだ。その感謝を絶対に忘れちゃいけない。

　そして私は、愛するカイをきっと幸せにする。
















もうひとつのエピローグ







「賢者さまー！」

　少女が丘を駆け上ってきた。海を見下ろす小高い丘の上に、真っ白な小屋が建っている。少女は脇目も振らずにその小屋に飛び込んでいった。

「賢者さま、今日もお話を聞かせて！」

　少女が薄暗い部屋の端にしつらえた小さなデスクの前に座っている賢者に懇願する。何か書き物をしていた賢者は、ゆっくりと少女のほうを振り向いた。銀髪の長い髪がサラサラとなびく。

「今日は早いですね、おうちの仕事はいいのですか？」

「もう済ませてきたよ、神様のお話でも、樹海の民のお話でも、賢者様のお話、面白いんだもの！」

　少女は、賢者の膝の上で腕を組み、甘えた様子で見上げている。

「ねえ賢者さま、賢者さまはこんなに物知りなのに、どうしてこんなところで書き物ばかりしているの？」

　賢者は少女の頭を優しくなでていたが、ふと手を止めた。

「そうですね、それは私が大きな罪を犯したからなんですよ。私の愛する人たちを幸せにするために、決められた約束事を破ってしまったのです」

「それは罪なの？　だって、その人たちは幸せになったのでしょう？　だったら約束事のほうが間違ってるよ！」

　少女の言葉に、賢者はふと笑みをこぼした。

「そうですね、そんなこともわからない人間なのですよ、私は。だから賢者などではないのです」

「ううん、私にとっては賢者さまよ。美しくて、賢くて、賢者そのもの！　３年前、海岸で倒れていたのを父さまが見つけたとき、もう死んじゃうかと思ってた。元気になって本当に嬉しいの。また具合が悪くならないように見張っててあげる」

　無邪気に褒める少女を、賢者は愛おしそうに見つめている。

「あなたを見ていると、とある少女を思い出します。そうですね、今日はその話でもしましょうか。ほんの少し前まで、この世界に『教区』という場所があったこと、そしてその世界をすべて壊して新しい世界を作ってしまった、勇敢な少女のことを」



























著者あとがき







　最後までお読みいただき、ありがとうございます。

　この作品では、私の「萌え」をこれでもかと詰め込みました。

　権力者が自分を取り合うなんて、それで戦争になるかもしれないなんて、女子の永遠の憧れですよね。国際情勢に絡むファンタジーはダイナミックでとても好きです。小さな伏線をたくさん仕込みました。

　私は名前を覚えるのが苦手なので、いくつか工夫をしています。三国は「王国」「帝国」「公国」とすべて異なる名称にしました。これだけでも記憶の一助になっていれば幸いです。それに加えて、権力者たちの名前は、すべて国名のまま、敬称だけつけました。名前を覚えやすい分、物語に没頭してもらえたらと思います。

　以下、思いっきりネタバレしますので、ぜひ物語を最後までお読みになってからご覧ください。

　アディーラを取り合う男性たちは、みな個性的で魅力的。正直、自分としては誰と結ばれてもいいかな、という思いです。ヴァイツ公の狡猾なイケオジっぷりも萌えです。ハーリカ王子は狂言回しにしましたが、彼の変身には、いろいろな思いを込めました。人は抑圧されていると他人を思いやれないものです。彼は城を出て農業を始め、たくさんの素敵な人に囲まれたのでしょうね。もしかしたらもう、運命の人に出会っているのかもしれません。

　愛のない〝響技〟という行為をする司祭様は、美しいだけではなく、一般の人たちよりも突出した技術を持っています。いずれ響技のレッスンが進んだら、アディーラは相手を喜ばせる技術を学ぶはずでした。その前にアディーラが響技に対して嫌悪感を抱かないように、司祭様はアディーラに性の喜びを教えてくれたのですね。そんな彼にアディーラは手ほどきを受けていくわけですが、一方で素人のはずのリマニ皇太子やカイも、けっこうなテクニシャン。リマニ皇太子はいろいろと自習をしていたようですが、カイはどこで学んだのでしょうか……勘がよかっただけかな。作品でご披露することはなかったですが、ヴァイツ公も、絶対テクニシャンですよね。

　カイは、ずっとずっと我慢をしてきて、思いあまってアディーラに襲いかかるたびに激しく拒絶されてぶたれている、可哀相な人になってしまいました（笑）。そして我慢の長さが勝利の理由でしょうか、カイは他の男子たちを押しのけてアディーラと結ばれることができました。司祭様やリマニ皇太子とは、快楽はあったけれど、心が結ばれていたわけではない。カイとの行為は、ひときわ充実感がありそうです。こんな関係になれるパートナーがいたら最高ですね。そんな幸せな気持ちが伝わるといいなと思って書きました。




　出版を決めてくださったシャルロット文庫のみなさま、この物語を読んでくださったみなさま、ありがとうございます。

　楽しんでいただけましたら嬉しいです。また次回作でお会いしましょう。
















著者プロフィール








青海紫　おうみ・ゆかり




ライター歴は四半世紀を超す。時事問題や少女マンガのレビューなど、さまざまな分野・媒体で執筆している。乙女ゲームやＡＶのシナリオ執筆で物語構築の経験を積んだ。シナリオを担当したＳＯＤロマンス『一族のしきたり』がコミカライズされている。今作がノベル処女作となった。












私、ただの神官見習いです！ ～王子たちの溺愛攻撃が止まりません～
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